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【補正予算】 

「ぷらっと江差」の運営見直しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．運営見直しの概要 

  アンテナショップ「ぷらっと江差」は、平成２２年から「出店者組合」により運営さ

れてきたが、観光振興とともに町内への経済波及効果をより一層高めるため、江差町

が設立を目指している観光ＤＭＯでの運営を視野に入れ、平成３０年４月１日から「江

差町観光まちづくり協議会」により運営を行う。 

 

２．新たな運営方針 

  当面は新体制での運営を軌道に乗せることを最優先とし、現行の運営をベースとし

て、外部専門家の助言もいただきながら、販売に関するデータ収集・分析を行ってい

くとともに、新たな取組（新商品の開発、販路の拡大等）も進め、販売基盤の確立につ

なげる。 

 

３．新たな運営方法 

（１）運営主体 

   法人設立までの間は、「江差町観光まちづくり協議会」がぷらっと江差を運営する

こととし、運営経費については、町からの補助金や貸付金等により賄う。 

   なお、観光ＤＭＯの設立後は、協議会から観光ＤＭＯに経営を継承する。 

 

（２）主な運営内容 

  ア．販売商品の充実化 

    町内産品の品揃えを充実することとし、地元農産物の取扱いの拡充や江差産ニ

シンの活用等を図る。 

【予算概要】 「江差町観光まちづくり協議会」が「ぷらっと江差」の運営を平

成３０年度から継承するため、３月中に行わなければならない準備

に要する予算を措置する。 

 

【事 業 費】  １，２００千円 

 

      

○負担金    ２００千円（事務・調理物品等購入経費） 

○貸付金  １，０００千円（運転資金） 
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また、町外産品の品揃えの充実化を図るとともに、町外への販路の拡大につい

ても可能性を追求する。 

  （例）日本遺産認定地や北前船寄港地、友好都市珠洲市との産品相互流通の可

能性を追求 

 

イ．催事の実施 

  観光客だけではなく、江差町民が集い、楽しめる場とするため、季節ごとのイ

ベントや行政の取組等とタイアップした催事を定期的に行う。 

  （例）日本遺産認定１周年記念フェアや野菜や鮮魚等の地元の「旬」をテーマ

にした催し等の実施 

 

ウ．飲食提供部門の改善 

  飲食を提供しているスペースの効率化を図り、提供するメニューについても、

江差らしさを感じさせるメニューや、特産品開発のための試売メニュー等の提供

を図っていく。 

 

  エ．配置予定人員 

    運営主体：江差町観光まちづくり協議会（事務局­追分観光課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の見込み 

  平成３０年度は新たな体制で運営するにあたり、「ＰＯＳレジ」（※）を導入・活用

することなどにより、作業の効率化を図るとともに、いつどのような商品が売れたの

か等のデータを収集・分析することで精緻な販売戦略を立て、平成３１年度の店舗リ

ニューアルを目指す。 

 

  ※ＰＯＳレジ ～ 商品販売の際に、販売情報を記録することができ、また在庫管

理もできるレジスター（point of sales）。 

課長（補佐→主幹）    観光課職員１人 

協議会事務局長 協議会事務局員

運営担当者 経理・事務担当者

販売責任者 販売員

地域おこし協力隊１人    ＤＭＯ推進員１

ＤＭＯ推進員１人        ３人 
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【役場庁舎コンピュータ室エアコン改修の概要】  
・平成１５年設置の役場庁舎コンピュータ室エアコンが、塩害により腐⾷劣化し故障が発

⽣する恐れがあるため改修⼯事を実施する 

・コンピュータ室には役場庁舎内ネットワーク機器及びサーバ類が設置されており、⼀定

の温度管理が必要  
【工事概要】 

・エアコン⼀式取替 

・⼯事費概算額 ８３２千円 

・改修時期 平成３０年５⽉予定                           （屋外器現状外観）        
（底部腐⾷状況）  
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石川県珠洲市交流事業 

【経 緯】 

能登地方から移住者が多い江差町では、平成４年にその子孫で組織す

る江差町能登会が結成され、その後の縁故調査がきっかけに交流が深ま

り、平成１０年４月８日付けで「北海道江差町・石川県珠洲市 友好都市

盟約書」を締結した。 

盟約書には、「江差町と珠洲市は相互に教育文化産業行政の分野にわた

る交流を通じて親善友好を図り友情と理解を深めるとともに両市町の繁

栄と住民福祉の向上に寄与することを念願しここに友好都市として提携

することを盟約する」と記載されている。 

平成２０年の１０周年記念式典は珠洲市において開催され、２０周年

は江差町で開催することとしており、「友好都市提携２０年記念式典」や

江差町能登会から事業継承した「江差町・珠洲市次世代交流事業」などを

実施し、更なる親善友好を図ることとする。  
【事業費】 

 総事業費２，０００千円 

北海道市町村振興協会(いきいきふるさと推進事業)1/2 助成(予定) 

 

【事業内容】 

１）友好都市提携２０周年記念式典（開催地：江差町） １０月予定 

２）江差町、珠洲市次世代交流事業（江差町⇒珠洲市） ８月 

 ３）物産交流、販路拡大事業 
４）日本遺産交流、江差追分会珠洲支部との交流など 

7

資料６



 
社会福祉施設の備品整備と更新、設備等の改修を計画的に行い、適切な公共サービスの提供と施

設管理を図ることを目的に、次のとおり整備事業等を行う。 

 

事業名：老人福祉センター正面玄関ポーチ等改修 

【事業概要】 

当該施設正面の玄関ポーチ（鉄筋コンクリート柱）について、鉄筋の

腐食及び爆裂が見られ構造耐力にも影響を及ぼす可能性があるため改修

を行うもの。また、玄関ポーチ天井部分の損傷個所についても併せて補

修を行うもの。 

（事業費 ３６４千円）

 

事業名：コミュニティセンター水堀会館浄化槽ブロワー更新 

【事業概要】 

当該施設の浄化槽ブロワー２基について、耐用年数が経過しており、そのうち１基に不具合が生じて

いるためブロワー１基を更新し、機能停止の防止及び１基の負担減少を図るもの。 

（事業費 １８７千円）

 

事業名：コミュニティセンター水堀会館屋外水道元栓修繕 

【事業概要】 

当該施設の屋外に設置されている水道について、元栓からの漏水が生じているため水抜栓等の修繕を

行うもの。（現在は、元栓の開閉により使用） 

（事業費 １０３千円）

 

事業名：社会福祉施設備品整備 

【事業概要】 

老人福祉センター、コミュニティセンター水堀会館及び南が丘ふれあ

いセンターに配置しているイスについて、計画的に更新するもの。 
（軽量イス５０脚予定） 

（事業費 ５００千円） 
8
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事業名：養護老人ホーム入所措置 

 

平成３０年１０月より養護老人ホームの民営化に伴い老人福祉法第２１条第１項第２号に基づ

く措置に要する費用の支払いが生じるため措置費の予算を提案するとともに、入所判定に伴う判

定委員に対する謝礼を予算提案するもの。 

（事業費 ２９，２９３千円） 

 

老人保護措置費支弁額試算表（１０～３月）民間社会福祉施設（地方公共団体の経営する施設以外） 

老人保護措置費（構成） 年額（千円） 

事務費（Ａ） 一般事務費 17,266

 特別事務費（寒冷地加算ほか） 3,151

生活費（Ｂ） 一般生活費 7,508

 特別生活費（冬期加算ほか） 1,064

移送費（Ｃ） 函館市往復（職員 2 名＋車両代）×2 回（見込み） 74

葬祭費（Ｄ） 1 件当たり基準額 194

合 計（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ） 29,257

   

入所判定委員謝礼 @2,000 円×3 名×6 回（見込み） 36

 

老人保護措置費支弁額については、老人福祉法第１１条の規定による措置事務の実施に係る指

針について（平成１８年１月２４日老発第０１２４００１号厚生労働省老健局長通知）及び老人

保護措置費に係る各種加算等の取扱について（平成１８年１月２４日老発第０１２４００３号厚

生労働省老健局長通知）に基づき試算。 

 

※上記老人保護措置費の支弁額については、平成３０年２月現在での見込みにより試算してい

ます。 
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国
民
年
金
シ
ス
テ
ム
改
修
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
係
る
仕
様
見
直
し
対
応
）

 

            

1
.年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
概
要

 
【
平
成
３
１
年
１
０
月

1
日
施
行
予
定
】

 

1
0
％
へ
引
き
上
げ
さ
れ
る
消
費
税
を
財
源
に
、
低
所
得
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
生
活
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
た
に
給
付
措
置
を
講
じ
る
も
の
。
 

（
１
）
所
得
の
額
が
一
定
の
基
準
を
下
回
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
に
、
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
。

 

 
 

 
 
所
得
の
基
準
：
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
前
年
の
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
所
得
の
合
計
額
が
老
齢
基
礎
年
金
満
額
以
下

 

 
 

 
 
給
付
額
：
①
基
準
額
（
月
額

5
千
円
）
に
納
付
済
期
間
（
月
数
）

/4
8
0
を
乗
じ
て
得
た
額

 

 
 

 
 

 
 

 
 
②
免
除
期
間
に
対
応
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の

1
/6
相
当
を
基
本
と
し
た
額

 

 
 

 
 
※
所
得
の
逆
転
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
所
得
基
準
を
上
回
る
一
定
範
囲
の
者
に
も
補
足
的
に
給
付
を
行
う
。

 

（
２
）
一
定
の
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
に
、
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
又
は
遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
。

 

 
 

 
 
給
付
額
：
月
額
５
千
円
（
１
級
の
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
は
、
月
額
６

.２
５
千
円
）

 

○
支
払
い
事
務
は
日
本
年
金
機
構
が
行
い
、
老
齢
年
金
と
同
様
に
偶
数
月
に
支
給
す
る
。

 

○
毎
年

7
月
末
ま
で
に
、
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
支
給
の
判
定
に
必
要
な
所
得
情
報
を
市
町
村
か
ら
年
金
機
構
へ
提
供
す
る
。

 

（
提
供
の
方
法
は
、
介
護
保
険
特
別
徴
収
情
報
の
提
供
に
使
用
し
て
い
る
伝
送
回
線
を
用
い
る
）

 

 2
.新
事
業
の
内
容

 

江
差
町
で
は
、
日
本
年
金
機
構
へ
提
供
す
る
所
得
情
報
を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
平
成

2
6
年
度
に
導
入
し
て
い
る
が
、
平
成

2
9
年

1
2
月
厚
生
労
働
省

に
よ
り
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
た
な
仕
様
書
を
基
に
市
町
村
は
平
成

3
0
年
度
前
期
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

 

当
改
修
業
務
は
国
か
ら
の
法
定
受
託
事
務
の
た
め
改
修
は
必
須
で
あ
り
、
改
修
費
は
全
額
国
庫
負
担
で
あ
る
。

 

（
１
）
仕
様
書
の
主
な
変
更
点

 
 

①
未
申
告
者
の
有
無
に
係
る
情
報
の
収
録
新
設

 
 

 
 

②
未
申
告
者
・
転
入
者
が
い
る
場
合
の
世
帯
課
税
区
分
の
入
力
新
設
等

 

（
２
）
事
業
費

 

 
２
４
３

,０
０
０
円
（
税
込
）

 

  

資
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福
祉
医
療
給
付
シ
ス
テ
ム
改
修
（
北
海
道
医
療
給
付
事
業
に
係
る
レ
セ
プ
ト
併
用
化
対
応
）

 

            1
.北
海
道
医
療
給
付
事
業
に
係
る
レ
セ
プ
ト
併
用
化
に
お
け
る
概
要

 
 

北
海
道
は
、
平
成
３
０
年
４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
に
伴
い
、
全
国
統
一
の
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
る
市
町
村
事
務
の
効

率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
北
海
道
医
療
給
付
事
業
（
重
度
心
身
障
害
者
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
・
乳
幼
児
医
療
）
に
お
い
て
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
以

下
：
レ
セ
プ
ト
）
へ
各
給
付
事
業
の
法
番
号
を
新
た
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

医
療
機
関
は
、
国
保
連
合
会
に
対
し
レ
セ
プ
ト
に
よ
る
保
険
者
負
担
分
の
請
求
と
、
北
海
道
医
療
給
付
事
業
請
求
の

2
つ
の
請
求
事
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

レ
セ
プ
ト
併
用
化
に
よ
り
請
求
を

1
本
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
併
用
化
の
開
始
は
、
直
近
の
受
給
者
証
の
更
新
時
期
で
あ
る
平
成
３
０
年
８
月
か
ら

開
始
の
予
定
。

 

資
料

 

2
.新
事
業
の
内
容

 

レ
セ
プ
ト
併
用
化
に
合
わ
せ
て
江
差
町
が
発
行
す
る
各
受
給
者
証
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
、
国
保
連
合
会
・
社
会
保
険
支
払
報
酬
基
金
か
ら
提
供
さ
れ
る
請

求
連
名
簿
デ
ー
タ
の
取
り
込
機
能
を
対
応
さ
せ
る
た
め
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
う
も
の
。

 

北
海
道
か
ら
改
修
に
対
す
る
補
助
金
交
付
が
行
わ
れ
る
方
向
だ
が
、
現
時
点
で
補
助
率
等
の
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。（
補
助
率
最
大
は
費
用
額
の

1
/2
）
 

 （
１
）
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修
の
主
な
内
容

 

①
受
給
者
証
様
式
改
正

 

②
受
給
者
番
号
再
付
番

 

③
連
合
会
・
支
払
基
金
デ
ー
タ
取
込
機
能
追
加

 

（
２
）
シ
ス
テ
ム
改
修
見
積
額

 

 
６
６
７

,８
９
４
円
（
税
込
）

 

 

（
３
）
事
業
費

 

 
 
６
６
９

,０
０
０
円

 

 
（
内
訳
･
･
･
重
度
：

2
2
3
千
円
、
ひ
と
り
親
：

2
2
3
千
円
、
子
ど
も

 
：

2
2
3
千
円
）

 

※
改
修
費
は

3
事
業
の
各
科
目
か
ら
支
出
す
る
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【
医
療
費
の
流
れ
】

 
（
例
）
重
度
心
身
障
害
者
医
療

 
（
課
税
世
帯

 
社
会
保
険
被
保
険
者

 
総
医
療
費
１
０

,０
０
０
円
の
場
合
）

 

   

 

             

総
医
療
費

 
1
0
割

 
1
0
,0

0
0
円

 

保
険
者
負
担

7
割

 
 

7
,0

0
0
円

 

江
差
町
負
担

2
割

 
 

2
,0

0
0
円

 

受
給
者
負
担

1
割

 
 

1
,0

0
0
円

 

②
(
電
子

)
レ
セ
プ
ト
請
求

 
保
険
者
負
担
７
割
請
求
・
支
払

 
7

,0
0

0
円

 

②
‘重
度
医
療
請
求

(
紙

)
 

江
差
町
負
担

2
割
請
求
・
支
払

 
2

,0
0

0
円

 

③
‘重
度
医
療
請
求

 
江
差
町
負
担

2
割
請
求
・
支
払

 
2

,0
0

0
円

 
国
保
連
手
数
料

7
9

.7
0
円
支
払

 

④
‘重
度
医
療

 
請
求
手
数
料
支
払
い

 
2

1
6
円

 

③
(
電
子

)
レ
セ
プ
ト
請
求
を
基
に

 
保
険
者
負
担
７
割
請
求
・
支
払

 
7

,0
0

0
円

 

現
行
の
流
れ

 

レ
セ
プ
ト
併
用
後

 

①
受
診

 

自
己
負
担
１
割

 

1
,0

0
0
円
支
払

 

受
給
者
証
使
用

 

①
受
診

 

自
己
負
担
１
割

 

1
,0

0
0
円
支
払

 

受
給
者
証
使
用

 

②
(
電
子

)
レ
セ
プ
ト
請
求

 
保
険
者
負
担
７
割
請
求
・
支
払

 
7

,0
0

0
円

 
 
江
差
町
負
担

2
割
請
求
・
支
払

 
 

2
,0

0
0
円

 
  

③
レ
セ
プ
ト
請
求
を
基
に

 
保
険
者
負
担
７
割
請
求
・
支
払

 
7

,0
0

0
円

 

③
‘重
度
医
療
請
求

 
江
差
町
負
担

2
割
請
求
・
支
払

 
2

,0
0

0
円

 
支
払
基
金
手
数
料

8
0

.4
0
円
支
払

 
医
療
機
関
へ
の
支
払

 

手
数
料
が
無
く
な
る
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第２期子ども・子育て支援事業計画策定に関する

ニーズ調査及び子どもの貧困実態調査

■事業の概要
《委託事業》《国庫補助事業（子どもの貧困実態調査）》
【予算額（事業費）】 ３４１万６，０００円
財源：地域子供の未来応援交付金（国費）１００万円

一般財源 ２４１万６，０００円
【実施主体】町

■事業の目的
「市町村子ども・子育て支援事業計画」（以下「支援事業計画」といいます。）は、
子ども・子育て支援法に基づく５年を１期とする計画です。
支援事業計画は、予め計画各年度における保育園や幼稚園の必要利用定員とその提供
体制、地域子ども・子育て支援事業の必要量の見込み等について、子どもの数、子ども
の保護者の意向を正確に把握した上で作成するものとされています。
第１期支援事業計画は、平成２７年度から平成３１年度までを計画期間としており中
間年である今年は折り返し地点となります。このため、第２期計画（平成３２～３６年
度）を策定するにあたりニーズ調査を実施し、調査結果を踏まえて具体的な目標設定を
行うこととします。
「子どもの貧困対策に係る支援体制の整備計画」（以下「整備計画」といいます。）
は、子どもの貧困対策の推進に関する法律に基づき国が定める「子どもの貧困対策に関
する大綱」及び都道府県が定める「子どもの貧困対策計画」を勘案して定める市町村計
画です。

同法において国及び地方公共団体は、子どもの貧困対策を適正に策定し、及び実施す
るため、子どもの貧困に関する調査及び研究その他の必要な施策を講ずるものとされて

おり、整備計画は、子どもたちと「支援」を結びつける事業の実施、教育・福祉部門等
の関係行政機関と社会福祉協議会、ＮＰＯ等の民間団体による連携体制の整備を念頭に、
策定されるものです。
子どもの養育について、家族・家庭の役割と責任を過度に重く見る考え方などの影響

により、子どもの貧困の実態は見えにくく、捉えづらいといわれています。このため、
実態把握のための調査研究に取り組み、その成果を対策に生かしていくよう努めていき

ます。
第２期支援事業計画は、支援事業計画に係るニーズ調査と整備計画に係る子どもの貧

困実態調査の結果を反映させ、整備計画を兼ねる内容となるよう策定します。

貧困の状況にある子どもの実態と支援ニーズを把握するとともに、支

援ニーズに応えるため地域において現存する資源量及び今後必要となる

資源量を把握する調査を行います。

すべての子育て家庭を対象に、地域の特性に応じた様々な子育て支援

を行うため、保育園・幼稚園及び学童保育所や一時保育といった地域子

ども・子育て支援事業に対する保護者等のニーズ調査を行います。

■事業期間：調査実施 平成３０年度（計画案策定 平成３１年度）
■事業内容：子ども・子育て支援事業計画策定に関する基礎調査及びアンケート調査

子どもの貧困対策に係る支援体制の整備計画に関する基礎調査及びアンケート調査
■調査対象：子ども・子育てニーズ調査…未就学児童保護者及び小学生保護者

子どもの貧困実態調査 …小学校高学年・中学生・小学生及び中学生保護者
■成果目標：すべての子育て家庭の「正確な実態」「正確な実情」を把握のうえ「詳細な分析」

を行い、地域の特性に応じたより効果的で実現性の高い計画を策定します。
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重点ため池ハザードマップ整備事業 
【事業概要】  

 重点ため池が決壊した場合、住宅・周辺農地等に多大な影響を与
える災害が予想される地域であるため、浸水想定区域等を示したハ
ザードマップを作成し、地域住民等に周知することで、減災対策を
行う。 

【事業箇所】 

 ①下小黒部貯水池 防災受益面積 ７７．０ha 

 ②井ノ口沢溜池  防災受益面積 ２３．０ha 

【事業費】 

 ハザードマップ作成委託  ５，０００千円 

（道営農村減災防災対策事業活用による全額補助） 
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多面的機能支払交付金制度の概要

地域共同で行う、多面的機能を支える活動や、地域資源（農地、

水路、農道等）の質的向上を図る活動を支援
対象地区：柳崎町・水堀町・越前町・中網町・小黒部町・朝日町・鰔川町

② 資源向上支払

①地域資源の基礎的な保全活動
●農地法面、用・排水路の法面、農道の路肩の草刈り
●用・排水路の泥上げ
●ため池の草刈り

□地域資源の質的向上を図る共同活動
①施設の軽微な補修
●用・排水路、農道等の軽微な補修
●補修等に関する研修

②農村環境保全活動
●花の植栽活動等

③多面的機能の増進を図る活動
●農村環境保全活動の幅広い展開
●農村文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化

②地域資源の適切な保全管理のための推進活動
●農業者による検討会
●不在地主との連絡体制の整備、調整等

多面的機能支払交付金の交付単価

地 目
①農地維持支払

（１０ａ当たり）

②資源向上支払

（１０ａ当たり）
①と②両方に取り組
む場合（１０ａ当たり）

田 ２，３００円 １，９２０円 ４，２２０円

Ｈ３０年度予算額：３２，２７５千円
（国庫支出金16,337千円、道支出金7,968千円、一般財源7,970千円）

※Ｈ３０～Ｈ３４年までの５カ年継続

（17,373千円）

（14,502千円）

③ 事務費等 （400千円）

① 農地維持支払

上記事業を推進するための町事務費（研修旅費、消耗品費等）
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- 1 - 

 

【当初予算】 

「ぷらっと江差」の運営見直しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．運営見直しの概要 

  アンテナショップ「ぷらっと江差」は、平成２２年から「出店者組合」により運営

されてきたが、観光振興とともに町内への経済波及効果をより一層高めるため、江差

町が設立を目指している観光ＤＭＯでの運営を視野に入れ、平成３０年４月１日から

「江差町観光まちづくり協議会」により運営を行う。 

 

２．新たな運営方針 

  当面は新体制での運営を軌道に乗せることを最優先とし、現行の運営をベースとし

て、外部専門家の助言もいただきながら、販売に関するデータ収集・分析を行ってい

くとともに、新たな取組（新商品の開発、販路の拡大等）も進め、販売基盤の確立に

つなげる。 

 

３．新たな運営方法 

（１）運営主体 

   法人設立までの間は、「江差町観光まちづくり協議会」がぷらっと江差を運営する

こととし、運営経費については、町からの補助金や貸付金等により賄う。 

   なお、観光ＤＭＯの設立後は、協議会から観光ＤＭＯに経営を継承する。 

 

（２）主な運営内容 

  ア．販売商品の充実化 

    町内産品の品揃えを充実することとし、地元農産物の取扱いの拡充や江差産ニ

シンの活用等を図る。 

【予算概要】 「江差町観光まちづくり協議会」が平成３０年度から継承する「ぷ

らっと江差」の運営に要する予算を措置する。 

 

【事 業 費】  １２，３００千円 

 

      
○補助金    ７，０００千円（運営費） 

○貸付金    ５，０００千円（運転資金） 

○賃借料      ３００千円（車両リース料） 
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- 2 - 

 

また、町外産品の品揃えの充実化を図るとともに、町外への販路の拡大につい

ても可能性を追求する。 

  （例）日本遺産認定地や北前船寄港地、友好都市珠洲市との産品相互流通の可

能性を追求 

 

イ．催事の実施 

  観光客だけではなく、江差町民が集い、楽しめる場とするため、季節ごとのイ

ベントや行政の取組等とタイアップした催事を定期的に行う。 

  （例）日本遺産認定１周年記念フェアや野菜や鮮魚等の地元の「旬」をテーマ

にした催し等の実施 

 

ウ．飲食提供部門の改善 

  飲食を提供しているスペースの効率化を図り、提供するメニューについても、

江差らしさを感じさせるメニューや、特産品開発のための試売メニュー等の提供

を図っていく。 

 

  エ．配置予定人員 

    運営主体：江差町観光まちづくり協議会（事務局­追分観光課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の見込み 

  平成３０年度は新たな体制で運営するにあたり、「ＰＯＳレジ」（※）を導入・活用

することなどにより、作業の効率化を図るとともに、いつどのような商品が売れたの

か等のデータを収集・分析することで精緻な販売戦略を立て、平成３１年度の店舗リ

ニューアルを目指す。 

 

  ※ＰＯＳレジ ～ 商品販売の際に、販売情報を記録することができ、また在庫管

理もできるレジスター（point of sales）。 

課長（補佐→主幹）    観光課職員１人 

協議会事務局長 協議会事務局員

運営担当者 経理・事務担当者

販売責任者 販売員

地域おこし協力隊１人    ＤＭＯ推進員１

ＤＭＯ推進員１人        ３人 
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＜
平
成
3
0
年
度
江
差
町
単
独
事
業
＞

江
差
港
マ
リ
ー
ナ
浮
桟
橋
整
備
の
概
要

事
業
費
：
９
，
２
８
８
千
円
（
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
：
９
，
２
０
０
千
円
、
一
般
財
源
：
８
８
千
円
）

事
業
主
体
：
江
差
町

事
業
の
必
要
性

昭
和
6
2
年
7
月
に
江
差
町
で
整
備
し
、
3
0
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
新
設
を
行
う
も
の
。
抜
本
的
な
施
設

改
修
を
行
う
に
あ
た
り
、
財
源
を
確
保
す
べ
く
活
用
可
能
な
事
業
を
模
索
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
年
1
1
月
1
0
日
の
暴
風
後
に
フ

ロ
ー
ト
部
分
な
ど
に
重
大
な
損
傷
が
数
多
く
確
認
さ
れ
、
修
繕
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
当
施
設
は
、
施
設
利

用
者
、
ヨ
ッ
ト
大
会
、
一
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
利
用
頻
度
が
高
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
マ
リ
ー
ナ
の
営
業
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
予
算
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

＜
所
管
課
：
産
業
振
興
課
＞

事
業
の
概
要

■
内
容

・
既
設
の
固
定
式
桟
橋
を
活
用
し
、
整
備
費
用
も

安
価
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
な
浮
桟
橋
全
６
基
中

３
基
を
新
設
す
る
。

・
浮
桟
橋
本
体
及
び
付
属
設
備
設
置
工
事
一
式

【
浮
桟
橋
の
状
況
】
（
フ
ロ
ー
ト
の
落
下
、
バ
ン
ド
破
損
、
床
面
破
損
等
）

【
新
設
桟
橋
設
置
イ
メ
ー
ジ
】

（
函
館
マ
リ
ー
ナ
）
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南
が
丘
第
4
団
地
耐
力
度
調
査
業
務
概
要

■
実
施
住
棟
：
南
が
丘
第
４
団
地
で
昭
和
５
２
年
に
建
設
し
た
２
棟
１
０

戸
の
内
の
１
棟
５
戸
を
実
施
。

■
事
業
費
：
１
，
４
３
７
千
円

■
業
務
内
容
：
平
成
３
１
年
度
に
長
寿
命
化
改
修
を
予
定
し
て
い
る
住
棟

の
躯
体
の
耐
力
度
調
査
。
建
物
の
耐
用
年
数
が
１
０
年
未

満
で
あ
る
こ
と
か
ら
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
対
象
事

業
と
す
る
た
め
の
必
須
調
査
。

昭
和
5
2
年
建
設
住
棟
２
棟
の
内
１
棟
を
調
査
。

南
が
丘
第
４
団
地
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総
事
業
費

　
新
型
受
信
機
等
整
備
　
　
　
3
,
3
4
8
千
円

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
新
型
受
信
機
整
備
委
託
事
業

事
業
概
要

　
平
成
３
１
年
度
か
ら
現
行
受
信
機
に
よ
る
情
報
受
信
が
不
可
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
型
受
信
機
整
備
を
行
う
。

　
※
　
全
国
の
市
町
村
で
新
型
受
信
機
へ
の
更
新
が
必
要

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
対
象
（
平
成
３
０
年
度
ま
で
）

【
新
型
受
信
機
の
導
入
効
果
】

○
処
理
時
間
の
大
幅
な
短
縮
（
１
～
２
秒
以
内
に
短
縮
）

○
気
象
等
の
特
別
警
報
等
に
係
る
伝
達
情
報
の
充
実
　
　
２
区
分
（
「
大
雨
」
「
そ
の
他
」
）
　
⇒
　
６
区
分
（
「
大
雨
」
「
暴
風
」
「
高
潮
」
「
波
浪
」
「
大
雪
」
「
暴
風
雪
」
）

　
※
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
テ
ロ
等
の
国
民
保
護
情
報
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
等
は
従
来
ど
お
り
配
信
。

　
地
域
の
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
及
び
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の

情
報
網
の
構
築
な
ど
の
地
方
単
独
事
業
等
が
対
象
。

【
交
付
税
措
置
：
元
利
償
還
金
の
7
0
％
が
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
】
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【陸上競技場第４種公認検定事業概要】           
■陸上競技場第４種公認検定事業  事業費４，１８３千円 

■公認有効期限 平成 30 年 4 月 28 日 ※検定後５年間公認有効 

■陸上競技場内クレー部分（土面） 6,587.7 ㎡ 

■クレー部分へ真砂土平均 10mm の補充及び不陸整正処理工事（4,050 千円） 

■日本陸上競技連盟公認検定員関連経費（133 千円）    
【町民野球場照明安定器取替工事概要】 

 
■町民野球場照明安定器取替工事   事業費１，８５５千円 
■野球場内照明全８基のうち赤で囲んだ４基に絶縁不良箇所あり 
■照明４基の安定器は全３６個のうち、絶縁不良の原因となっている１３個を取替  

No5 安定器 14 個の

うち 5個絶縁不良 

No6 安定器 14 個の 

うち 4個絶縁不良 

No7 安定器 4 個の

うち 2個絶縁不良 
No8 安定器 4 個の

うち 2個絶縁不良 
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国保情報集約システム運用に伴う負担金

　国保新制度が始まる４月より、市町村ごとに保有する資格情報等を都道府県単位で集約

管理するシステム。被保険者が北海道内市町村間で転居した場合に、高額療養費の多数回

該当に係る該当回数を引継ぐなど、市町村間の情報連携等を支援するための機能をもつ。

　４月以降は資格情報等について北海道内一元管理となるため、システム導入については

全市町村必須となる。

１　国保情報集約システムの概要

◆　主な機能

　(１)　被保険者の北海道内市町村転入出に伴う、被保険者資格情報の引継ぎ

　(２)　被保険者の北海道内市町村転入出に伴う、高額療養費の多数回該当に係る該当回数引継ぎ

◆　国保情報集約システムによる４月以降高額療養費多数回該当イメージ図

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

A市 ① ② ③

B町 ❹ ❺ ❻

C町 ❼

多数回

引継ぎ

※　これまで、町外への転出や転⼊があった場合は、保険者も変更となるため⾼額療養費該当回数は⼀度

　　 リセットされていた。

　　 平成３０年４⽉以降に道内市町村間で住所変更しても⾼額療養費該当回数がB町へ引き継がれる

　　 ため、７⽉が第４回⽬として多数回に該当し、⾃⼰負担限度額が引き下がる。

平成３０年度

⽉

北海道

A市からB町

転居

B町からC町へ

転居

ここから多数回該当※

２　平成３０年度予算額

(１)　負担金については、被保険者数・負担割合に応じ全市町村で按分されたもの。

(１)　江差町　　月額　２６，３１０円　　年額　３１５，７３１円

別　紙

総事業費 ： ３１６千円
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国保新制度システム運用に伴う北海道クラウド、 月報クラウド経費

１　北海道クラウド経常費

⽉総額（⼈⼝規模別） （補助率１／２） 実質負担額

５千⼈未満 ２３２，０００円 １１６，０００円 １１６，０００円

５千⼈〜１万⼈ ２３７，０００円 １１８，５００円 １１８，５００円 ←江差町

１万⼈〜３万⼈ ２７３，０００円 １３６，５００円 １３６，５００円

３万⼈〜５万⼈ ２８３，０００円 １４１，５００円 １４１，５００円

５万⼈〜１０万⼈ ３３０，０００円 １６５，０００円 １６５，０００円

１０万⼈〜２０万⼈ ４１６，０００円 ２０８，０００円 ２０８，０００円

２０万⼈〜３０万⼈ ５０１，０００円 ２５０，５００円 ２５０，５００円

経常費

（H30年度）

北海道クラウド

運⽤負担⾦

（⽉額）①

⼈⼝規模

道調交

補助額

（①／２）

市町村の

実質負担額

（⽉額）

北海道クラウド経常経費（参加市町村：１０５市町村）

歳入

　・　北海道特別調整交付金（補助率１／２）　　　 金額：１，４２２，０００円

歳出

　・　年間経費：２３７，０００円 ×１２カ月 × 消費税＝３，０７１，５２０円

　平成２９年度よりシステム構築を進めてきた『国保事務処理標準システム』を運用する

ためのクラウド経常経費。

　北海道クラウドに参加する１０５市町村において、平成３０年度以降以下の経常経費が

発生する。

２　月報クラウド・地方単独事業オプション

　本システムの経常費用については、人口規模による積算ではなく、北海道内参加１６０

市町村において、一律に按分された負担となる。

歳出

　・　月報クラウド年間経費：１７，０００円 ×１２カ月 × 消費税＝２２０，３２０円

　・　地方単独事業オプション経費：年額２１，６００円

◆　月報クラウド・地方単独事業オプションの効果

　　　導入により、事業年報・月報・地方単独事業等の道・国保連合会に対する報告書類や、

　　国保事業費納付金の算定等について情報が手入力ではなく自動連携されることにより、

　　従来業務の平準化や効率化が図られる等事務処理に関するメリットが大きい。

◆　平成３０年度予算額

◆　平成３０年度予算額

総事業費 ： ３， ３１５千円
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江
差
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
の
算
出
）

 
第
１
４
条
 
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
給
料
及
び
寒
冷
地
手
当
の
月
額
に
１
２

を
乗
じ
、
そ
の
額
を
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
５
２
を
乗
じ
た
も
の
か
ら
規
則
で

定
め
る
時
間
を
減
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

（
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
の
算
出
）

 
第
１
４
条
 
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
給
料
 
 
 
 
 
 
 
の
月
額
に
１
２

を
乗
じ
、
そ
の
額
を
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
５
２
を
乗
じ
た
も
の
か
ら
規
則
で

定
め
る
時
間
を
減
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
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江
差

町
都

市
公

園
条

例
改

正
の

概
要

 

改
正

条
項

 
改

 
 

正
 

 
概

 
 

要
 

        第
２

条
の

３
第

６
項

（
新

設
）

 

 

 

こ
れ

ま
で

、
都

市
公

園
に

お
け

る
運

動
施

設
率

(
都

市
公

園
の

運
動

施
設

の
敷

地
面

積
の

総
計

の
当

該
都

市
公

園
の

敷
地

面
積

に
対

す
る

割
合

)
は

、
１

０
０

分
の

５
０

を
超

え
て

は
な

ら
な

い
と

し
て

き
た

が
、

既
設

運
動

施
設

を
社

会
状

況
等

に
対

応
し

て
改

修
を

す

る
際

に
運

動
施

設
の

敷
地

面
積

が
増

加
し

、
改

修
が

困
難

と
な

る
事

例
が

発
生

し
て

い
た

。
こ

れ
に

対
応

す
る

た
め

に
都

市
公

園
法

施
行

令
が

改
正

さ
れ

、
運

動
施

設
率

を
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

１
０

０
分

の
５

０
を

参
酌

し
て

条
例

で
定

め
る

こ
と

が
必

要
と

な
っ

た
。

つ
い

て
は

町
条

例
に

お
い

て
運

動
施

設
率

を
定

め
る

た
め

の
改

正
を

す
る

も
の

。
 

 

 

都
市

公
園

に
お

け
る

運
動

施
設

率
 

施
行

令
で

定
め

て
い

た
率

【
旧

】
 

条
例

改
正

で
定

め
る

率
【

新
】

 

１
０

０
分

の
５

０
 

１
０

０
分

の
５

０
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江
差
町
都
市
公
園
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
公
園
施
設
の
設
置
基
準
）
 

（
公
園
施
設
の
設
置
基

準
）
 

第
２
条
の
３
 
（
略
）
 

第
２
条
の
３
 
（
略
）
 

２
～
５
 
（
略
）
 

２
～
５
 
（
略
）
 

６
 
令
第
８
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
１
０
０
分
の
５
０
と
す
る
。
 

（
新
設
）
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○
 
第
2
条

１
　
国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
に
よ
る
改
正

（
課
税
額
）

国
民

健
康

保
険

の
都

道
府

県
化

に
伴

い
、

市
町

村
の

国
保

事
業

に
要

す
る

費
用

か
ら

都
道

府
県

の
国

民
健

康
保

険
事

業
納

付
金

に

充
て
る
た
め
の
費
用
と
し
て
課
税
す
る
旨
の
規
定
の
整
備

○
 
第
2
条
②
～
④

２
　
課
税
限
度
額
の
改
正

（
課
税
額
）

賦
課
方
式
を
4
方
式
か
ら
3
方
式
へ
の
変
更
に
よ
る
資
産
割
廃
止
に
伴
う
関
係
す
る
部
分
の
文
言
削
除

国
民

健
康

保
険

税
に

お
け

る
課

税
限

度
額

の
引

上
げ

（
平

成
2
8
年

度
税

制
改

正
基

準
へ

改
正

）

・
第

2
項

～
基

礎
課

税
額

　
5
2
0
,0

0
0
円

　
⇒

　
5
4
0
,0

0
0
円

　
（
+
2
0
,0

0
0
円

）

・
第

3
項

～
支

援
金

分
　

  
1
7
0
,0

0
0
円

　
⇒

　
1
9
0
,0

0
0
円

　
（
+
2
0
,0

0
0
円

）

○
 
第
3
条

３
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

基
礎

課
税

額
に

係
る

所
得

割
額

の
税

率
の

改
正

　
・
現
行
　
1
0
0
分
の
7
.
6
　
⇒
　
改
正
後
　
1
0
0
分
の
7
.
1
4
　
（
▲
0
.
4
6
）

○
 
第
4
条

４
　
賦
課
方
式
の
変
更
に
伴
う
改
正

賦
課

方
式

を
4
方

式
か

ら
3
方

式
へ

の
変

更
に

よ
る

資
産

割
廃

止
に

伴
い

条
項

を
削

除

　

○
 
第
5
条

５
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

基
礎

課
税

額
に

係
る

均
等

割
額

の
税

率
の

改
正

・
現
行
　
2
1
,
6
0
0
円
　
⇒
　
改
正
後
　
1
9
,
8
0
0
円
　
（
▲
1
,
8
0
0
円
）

条
項

繰
上

げ
　

第
5
条

　
⇒

　
第

4
条

○
 
第
5
条
の
2

６
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

基
礎

課
税

額
に

係
る

平
等

割
額

の
税

率
の

改
正

・
一
般
　
　
　
3
2
,
8
0
0
円
　
⇒
　
3
2
,
0
0
0
円
　
（
▲
8
0
0
円
）

・
特
定
世
帯
　
1
6
,
4
0
0
円
　
⇒
　
1
6
,
0
0
0
円
　
（
▲
4
0
0
円
）

・
特
定
継
続
　
2
4
,
6
0
0
円
　
⇒
　
2
4
,
0
0
0
円
　
（
▲
6
0
0
円
）

条
項

繰
上

げ
　

第
5
条

の
2
　

⇒
　

第
5
条

○
 
第
6
条

７
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

　
後

期
高

齢
者

支
援

金
等

課
税

額
に

係
る

所
得

割
額

の
税

率
改

正

・
現
行
　
1
0
0
分
の
2
.
0
　
⇒
　
改
正
後
　
1
0
0
分
の
2
.
4
0
　
（
+
0
.
4
0
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
の
所
得
割
額
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
資
産
割
額
）

江
 
差

 
町

 
国

 
民

 
健

 
康

 
保

 
険

 
税

 
条

 
例

 
 
の

 
一

 
部

 
改

 
正

 
の

 
概

 
要

改
正

条
項

等
改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　

概
　
　
　
　
　
　
　
要

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
世
帯
別
平
等
割
額
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
所
得
割
額
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
）
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改
正

条
項

等
改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　

概
　
　
　
　
　
　
　
要

○
 
第
7
条

８
　
賦
課
方
式
の
変
更
に
伴
う
改
正

賦
課

方
式

を
4
方

式
か

ら
3
方

式
へ

の
変

更
に

よ
る

資
産

割
廃

止
に

伴
い

条
項

を
削

除

○
 
第
7
条
の
2

９
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

に
係

る
均

等
割

額
の

税
率

の
改

正

・
現
行
　
5
,
4
0
0
円
　
⇒
　
改
正
後
　
6
,
6
0
0
円
　
（
+
1
,
2
0
0
円
）

条
項

繰
上

げ
　

第
7
条

の
2
　

⇒
　

第
7
条

○
 
第
7
条
の
3

1
0
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

に
係

る
平

等
割

額
の

税
率

の
改

正

・
一
般
　
　
　
8
,
2
0
0
円
　
⇒
　
1
0
,
8
0
0
円
　
（
+
2
,
6
0
0
円
）

・
特
定
世
帯
　
4
,
1
0
0
円
　
⇒
　
 
5
,
4
0
0
円
　
（
+
1
,
3
0
0
円
）

・
特
定
継
続
　
6
,
1
5
0
円
　
⇒
　
 
8
,
1
0
0
円
　
（
+
1
,
9
5
0
円
）

条
項

繰
上

げ
　

第
7
条

の
3
　

⇒
　

第
7
条

の
2

○
 
第
8
条

1
1
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

介
護

納
付

金
課

税
額

に
係

る
所

得
割

額
の

税
率

の
改

正

　
・
現
行
　
1
0
0
分
の
1
.
1
　
⇒
　
改
正
後
　
1
0
0
分
の
1
.
8
8
　
（
+
0
.
7
8
）

○
 
第
9
条

1
2
　
賦
課
方
式
の
変
更
に
伴
う
改
正

賦
課

方
式

を
4
方

式
か

ら
3
方

式
へ

の
変

更
に

よ
る

資
産

割
廃

止
に

伴
い

条
項

を
削

除

○
 
第
9
条
の
2

1
3
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

介
護

納
付

金
課

税
額

に
係

る
均

等
割

額
の

税
率

の
改

正

・
現
行
　
6
,
5
0
0
円
　
⇒
　
改
正
後
　
6
,
4
0
0
円
　
（
▲
1
0
0
円
）

条
項

繰
上

げ
　

第
9
条

の
2
　

⇒
　

第
9
条

○
 
第
9
条
の
3

1
4
　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

介
護

納
付

金
課

税
額

に
係

る
平

等
割

額
の

税
率

の
改

正

・
現
行
　
7
,
0
0
0
円
　
⇒
　
改
正
後
　
7
,
8
0
0
円
　
（
+
8
0
0
円
）

条
項

繰
上

げ
　

第
9
条

の
3
　

⇒
　

第
9
条

の
2

○
 
第
2
0
条

1
5
　
対
象
条
項
誤
り
の
修
正

（
普
通
徴
収
税
額
へ
の
繰
入
）

条
文

内
に

お
け

る
対

象
条

項
の

ズ
レ

を
修

正

・
第
1
0
条
第
2
項
　
⇒
　
第
1
2
条
第
2
項

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
る
世
帯
別
平
等
割
額
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
の
世
帯
別
平
等
割
額
）

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
る
所
得
割
額
）

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
資

産
割
額
）

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
）

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
る
資
産
割
額
）
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改
正

条
項

等
改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　

概
　
　
　
　
　
　
　
要

○
 
第
2
3
条

1
6
　
賦
課
限
度
額
及
び
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
改
正

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）

国
民

健
康

保
険

税
に

お
け

る
課

税
限

度
額

の
引

上
げ

（
平

成
2
8
年

度
税

制
改

正
基

準
へ

改
正

）

・
基

礎
課

税
額

　
　

　
　

　
　

　
　

5
2
0
,0

0
0
円

　
⇒

　
5
4
0
,0

0
0
円

　
（
+
2
0
,0

0
0
円

）

・
後

期
高

齢
者

支
援

金
分

　
  

1
7
0
,0

0
0
円

　
⇒

　
1
9
0
,0

0
0
円

　
（
+
2
0
,0

0
0
円

）

税
率

改
正

に
よ

る
額

変
更

に
伴

う
、

保
険

税
軽

減
率

に
よ

る
均

等
割

及
び

平
等

割
か

ら
軽

減
す

る
額

を
変

更

・
第

1
号

（
7
割

軽
減

）
■
基
礎
課
税
額
　
　

均
等
割
　
　
1
5
,
1
2
0
円
　
⇒
　
1
3
,
8
6
0
円

平
等
割
　

(
一
般
）
　
　
　
2
2
,
9
6
0
円
　
⇒
　
2
2
,
4
0
0
円

(
特
定
世
帯
）
　
2
7
,
8
8
0
円
　
⇒
　
1
1
,
2
0
0
円

(
特
定
継
続
）
　
1
7
,
2
2
0
円
　
⇒
　
1
6
,
8
0
0
円

■
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

均
等
割
　
　
3
,
7
8
0
円
　
⇒
　
4
,
6
2
0
円

平
等
割
　

(
一
般
）
　
　
　
5
,
7
4
0
円
　
⇒
　
7
,
5
6
0
円

(
特
定
世
帯
）
　
6
,
9
7
0
円
　
⇒
　
3
,
7
8
0
円

(
特
定
継
続
）
　
4
,
3
0
5
円
　
⇒
　
5
,
6
7
0
円

■
介
護
納
付
金
課
税
額

均
等
割
　
　
4
,
5
5
0
円
　
⇒
　
4
,
4
8
0
円

平
等
割
　
　
4
,
9
0
0
円
　
⇒
　
5
,
4
6
0
円

・
第

2
号

（
5
割

軽
減

）
■
基
礎
課
税
額
　
　

均
等
割
　
　
1
0
,
8
0
0
円
　
⇒
　
9
,
9
0
0
円

平
等
割
　

(
一
般
）
　
　
　
1
6
,
4
0
0
円
　
⇒
　
1
6
,
0
0
0
円

(
特
定
世
帯
）
　
2
4
,
6
0
0
円
　
⇒
　
 
8
,
0
0
0
円

(
特
定
継
続
）
　
1
2
,
3
0
0
円
　
⇒
　
1
2
,
0
0
0
円

■
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

均
等
割
　
　
2
,
7
0
0
円
　
⇒
　
3
,
3
0
0
円

平
等
割
　

(
一
般
）
　
　
　
4
,
1
0
0
円
　
⇒
　
5
,
4
0
0
円

(
特
定
世
帯
）
　
6
,
1
5
0
円
　
⇒
　
2
,
7
0
0
円

(
特
定
継
続
）
　
4
,
1
0
0
円
　
⇒
　
4
,
0
5
0
円

■
介
護
納
付
金
課
税
額

均
等
割
　
　
3
,
2
5
0
円
　
⇒
　
3
,
2
0
0
円

平
等
割
　
　
3
,
5
0
0
円
　
⇒
　
3
,
9
0
0
円

・
第

3
号

（
2
割

軽
減

）
■
基
礎
課
税
額
　
　

均
等
割
　
　
4
,
3
2
0
円
　
⇒
　
3
,
9
6
0
円

平
等
割
　

(
一
般
）
　
　
　
6
,
5
6
0
円
　
⇒
　
6
,
4
0
0
円

(
特
定
世
帯
）
 
1
9
,
6
8
0
円
　
⇒
　
3
,
2
0
0
円

(
特
定
継
続
）
　
4
,
9
2
0
円
　
⇒
　
4
,
8
0
0
円

■
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

均
等
割
　
　
1
,
0
8
0
円
　
⇒
　
1
,
3
2
0
円

平
等
割
　

(
一
般
）
　
　
　
1
,
6
4
0
円
　
⇒
　
2
,
1
6
0
円

(
特
定
世
帯
）
　
4
,
9
2
0
円
　
⇒
　
1
,
0
8
0
円

(
特
定
継
続
）
　
1
,
2
3
0
円
　
⇒
　
1
,
6
2
0
円

■
介
護
納
付
金
課
税
額

均
等
割
　
　
1
,
3
0
0
円
　
⇒
　
1
,
2
8
0
円

平
等
割
　
　
1
,
4
0
0
円
　
⇒
　
1
,
5
6
0
円
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１
　

平
成

3
0
年

度
国

民
健

康
保

険
の

北
海

道
へ

の
納

付
金

額
及

び
必

要
保

険
税

総
額

■
①
は
北
海
道
へ
納
付
す
る
納
付
金
の
総
額

■
②
及
び
③
は
町
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
経
費
（
＋
調
整
）
や
国
や
道
の
交
付
金
等
（
－
調
整
）
に
よ
り
負
担
す

る
控
除
対
象
経
費

■
④
が
納
付
金
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
収
納
す
る
必
要
額

※
④
は
加
入
世
帯
か
ら
の
保
険
税
額
と
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
分
（
公
費
負
担
）
が
含
ま
れ
る

２
　

賦
課

方
式

の
見

直
し

※
賦
課
方

式
別
の
北
海

道
に

お
け

る
市

町
村

数
及
び

被
保

険
者
数
（

H
2
7
.
4
.
1
 
現

在
）

・
北
海
道
で
は
4
方
式
を
採
用
す
る
市

町
村
が
多

数
だ
が
、
都
市
部
を
中

心
に
３

方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
被
保

険
者
数
と
世
帯
数
を

み
る
と
全

道
の
約
８
割
が

３
方
式
。

・
現
在
、
檜
山
管
内
で
は
７
町
の

う
ち
４
町
が
４
方
式

を
採
用
（

江
差
、
厚
沢

部
、
奥
尻
、
今
金
）
。
今
回
改
正

で
江
差
、
今
金
が
３

方
式
へ
変

更
。

　
現
在
、
江
差
町
の
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
は
４
方
式
（
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）
を
採
用

し
て
い

る
が
、
北

海
道

の
納
付

金
算

定
や

標
準

保
険

料
率

が
3
方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と

や
、
加
入
者
間
の
所
得
状
況
に
応
じ
た
均
衡
を
図
る
こ

と
な
ど
か

ら
、

３
方

式
に

よ
る

賦
課

方
式
を

変
更

す
る
。

8
0
.
6
0
%

1
9
.
4
0
%

被
保
険

者
数

世
帯
数

7
8
.
5
0
%

2
1
.
5
0
%

（
世

帯
）

7
0
1
,
2
4
2

1
6
8
,
6
3
4

5
2

1
2
7

（
人
）

1
,
0
9
2
,
2
6
7

2
9
9
,
8
2
3

区
分

３
方
式

４
方
式

市
町

村
数

割
合

割
合

2
1
6
,
6
1
6
,
7
0
5

退
職

1
,
0
0
0
,
8
0
0

3
3
0
,
5
2
8

-
1
,
3
3
1
,
3
2
8

医
療
分

支
援
分

介
護
分
（
退
職
含
）

計

確
定
納
付
金
額
 
①

一
般

1
5
3
,
4
0
4
,
4
8
9

4
5
,
9
8
5
,
5
6
8

1
7
,
2
2
6
,
6
4
8

計
1
5
4
,
4
0
5
,
2
8
9

4
6
,
3
1
6
,
0
9
6

1
7
,
2
2
6
,
6
4
8

2
1
7
,9
4
8
,0
3
3

控
除
対
象
額
（
＋
調
整
）
②

1
6
,
2
8
1
,
0
0
0

0
4
4
,
6
8
6

1
6
,
3
2
5
,
6
8
6

控
除
対
象
額
（
－
調
整
）
③

4
7
,
3
1
9
,
2
5
6

5
,
7
3
4
,
3
9
1

2
,
2
3
7
,
3
9
3

5
5
,
2
9
1
,
0
4
0

必
要
保
険
料
総
額
 
④
＝
①
＋
②
－
③

1
2
2
,
3
6
6
,
2
3
3

4
0
,
2
5
1
,
1
7
7

1
5
,
0
3
3
,
9
4
1

1
7
7
,6
5
1
,3
5
1

■
標
準
的
な
保
険
料

(税
)の
算
定
方
式
に
係
る
北
海
道
の
考
え
方

○
小
規
模
市
町
村
に
お
け
る
医
療
費
増
加
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
負
担
の
公
平
化
を
進
め
る
た

め
、 納
付
金
算
定
上
、
市
町
村
間
の
医
療
費
水
準
の
差
を
反
映
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
納
付
金

算
定
が
賦
課
３
方
式
の
要
素
の
み
と
な
り
、
全
道
で
配
分
基
準
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
保
険
料
水

準
の
統
一
と
定
義
し
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
の
保
険
料
（
税
）
の
収
納
率
や
健
康
づ
く
り
の
費
用
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
収

納
必
要
額
の
算
定
に
反
映
さ
れ
て
、
標
準
保
険
料
率
の
設
定
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
保
険
料
（
税
）
水
準
を
統
一
し
て
も
標
準
保
険
料
率
は
市
町
村
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
保
険
料
（
税
）
率
を
一
本
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
か
つ
て
は
、
資
産
を
有
す
る
農
林
水
産
業
及
び
自
営
業
者
が
国
保
加
入
の
中
心
で
し
た
が
、
現
在
は

就
業
形
態
が
変
化
し
、
無
職
者
や
低
所
得
者
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
応
能
負
担
で
あ
る
資
産
割
に
用
い

る
固
定
資
産
は
居
住
用
資
産
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
産
割
を
除
い
た
３
方
式
と
し
ま
す
。

○
市
町
村
は
、
市
町
村
標
準
保
険
料
（
税
）
率
等
を
参
考
に
、
市
町
村
に
お
け
る
所
得
や
世
帯
な
ど
、
そ

31



■
平

成
３

０
年

度
　

国
民

健
康

保
険

税
率

積
算

に
お

け
る

賦
課

割
合

■
（
参
考
）
北
海

道
標
準
保
険
料

率
賦
課
割
合

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
前

年
度

の
所
得
額
に

税
率

を
か
け
て
積
算

賦
課

方
式

４
方
式

３
方
式

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
固

定
資

産
税
額
（
町

内
に

所
有
す
る
土
地
及

び
建
物
）
に
税
率
を
か
け
て
積
算

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
税
額

加
入
世
帯
１
世
帯
当
た
り
の
税

額

所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
に

よ
り
の
合
算

に
よ

る
保
険
税
算

定

所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
合
算
に
よ

る
保
険
税
算

定
方

式

均
等
割

3
8
.
9
1
%

平
等
割

1
7
.
7
3
%

均
等
割

3
8
.
6
8
%

平
等
割

1
7
.
6
3
%

均
等
割

2
8
.
0
0
%

平
等

割
2
8
.
0
0
%

均
等

割
2
8
.
0
0
%

応 益

所
得
割

資
産
割

均
等
割

平
等
割

応 能

平
等
割

2
4
.
8
4
%

平
等
割

2
3
.
7
0
%

所
得

割
4
4
.
0
0
%

所
得
割

3
9
.
0
6
%

所
得
割

4
1
.
3
4
%

所
得
割

3
1
.
6
3
%

所
得

割
4
4
.
0
0
%

5
.
0
5
%

均
等
割

3
3
.
4
2
%

資
産
割

9
.
9
8
%

資
産
割

1
0
.
0
4
%

均
等
割

2
8
.
0
0
%

均
等
割

2
6
.
1
2
%

(
介
護
)

(
医
療
)

(
支

援
金

)
(
介

護
)

≪
現
行
≫

≪
算
定
賦
課

割
合

≫

所
得
割

4
4
.
0
0
%

均
等
割

2
4
.
9
2
%

平
等
割

2
9
.
9
0
%

平
等
割

2
8
.
0
0
%

平
等
割

2
8
.
0
0
%

所
得
割

4
3
.
3
6
%

所
得
割

4
3
.
6
9
%

所
得

割
4
4
.
1
1
%

均
等

割
3
9
.
1
3
%

平
等

割
1
6
.
7
6
%

(
医
療
)

(
支
援
金
)

(
介
護
)

(
医
療
)

(
支

援
金

)

『
資
産
割
』
の
課
題

○
他
の
市
町
村
に
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
は
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
。

○
居
住
用
の
土
地
・
家
屋
な
ど
非
収
益
性
の
固
定
資
産
も
賦
課
対
象
と
な
る
。

○
協
会
け
ん
ぽ
等
ほ
か
の
医
療
保
険
制
度
に
は
資
産
割
は
な
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
保
険
に
は
資
産
割
が
な
い

○
固
定
資
産
税
と
の
２
重
課
税
感
が
あ
る
。

※
資
産
割
は
所
得
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
賦
課
さ
れ
る
た
め
、
自
宅
等
の
資
産

が
高
齢
世
帯
や
低
所
得
層
で
の
所
有
割
合
も
高
い
こ
と
か
ら
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

⇒
資
産
割
廃
止
に
よ
り
所
得
及
び
世
帯
状
況
で
負
担
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
。
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３
　

平
成

3
0
年

度
国

民
健

康
保

険
税

率
（

案
）

（
参
考
）
標
準
保
険
料
率

現
行

比
較

賦
課

割
合

税
率

賦
課
割
合

資
産
割

0
.
0
0
%

3
6
,
8
2
6

0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

9
,
6
1
7

3
9
.
1
3
%

4
,
9
8
2

1
6
.
7
6
%

9
,
2
6
4

3
8
.
6
8
%

6
,
4
2
1

1
7
.
6
3
%

1
.
8
7
%

平
等
割

賦
課
割
合

税
率

所
得
割

資
産
割

均
等
割

平
等
割

所
得
割

3
2
,8
0
0

1
4
.
0
0
%

5
,
4
0
0

7
,8
0
0

8
,
2
0
0

2
3
.
7
0
%

1
.
1
0
%

3
1
.
6
3
%

7
.
0
0
%

5
.
0
5
%

4
6
,
4
4
3

3
0
,
5
0
5

所
得
割

資
産
割

均
等
割

平
等
割

所
得
割

資
産
割

均
等
割

平
等
割

所
得
割

資
産
割

均
等
割

平
等
割

2
5
,
5
2
3

1
1
.
6
4
%

0
.
0
0
%

9
.
7
7
%

4
4
.
1
1
%

1
9
,
1
0
2

1
7
.
7
3
%

2
.
4
3
%

4
3
.
9
6
%

0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

7
.
3
4
%

4
3
.
3
6
%

0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

2
7
,
5
6
2

3
8
.
9
1
%

4
2
,8
0
0

1
,
8
0
0

1
1
.4
2
%

0
.
7
2
%

0
.0
0
%

-
7
7
.
0
0
%

9
.5
4
%

-
0
.
0
6
%

0
.0
0
%

2
,
6
0
0

4
4
.
0
9
%

0
.
0
0
%

2
7
.
3
8
%

2
8
.
5
3
%

4
4
.
2
9
%

0
.
0
0
%

2
7
.
1
1
%

2
8
.
6
0
%

4
4
.
3
9
%

0
.
0
0
%

2
7
.
4
7
%

2
8
.
1
4
%

-
6
0
0
 

7
.1
4
%

-
0
.
4
6
%

0
.0
0
%

-
5
6
.
0
0
%

1
9
,8
0
0

-
1
,
8
0
0
 

3
2
,0
0
0

-
8
0
0
 

2
.4
0
%

0
.
4
0
%

0
.0
0
%

-
1
4
.
0
0
%

6
,6
0
0

1
,
2
0
0

1
0
,8
0
0

4
1
.
3
4
%

1
0
.
0
4
%

2
4
.
9
2
%

6
,4
0
0

-
1
0
0
 

-
7
0
0
 

5
0
,6
0
0

支
援
分

介
護
分

医
療
＋
支
援

合
計

2
7
,
0
0
0

4
1
,
0
0
0

1
0
.
7
0
%

7
7
.
0
0
%

3
3
,
5
0
0

4
8
,
0
0
0

6
,
5
0
0

3
3
.
4
2
%

7
,
0
0
0

2
9
.
9
0
%

9
.
6
0
%

7
0
.
0
0
%

均
等
割

医
療
分

8
0
0

現
行
税
率

改
正

後
税

率

7
.
6
0
%

3
9
.
0
6
%

5
6
.
0
0
%

9
.
9
8
%

2
1
,
6
0
0

2
6
.
1
2
%

3
2
,
8
0
0

2
4
.
8
4
%

2
.
0
0
%

2
,
6
0
0

1
.8
8
%

0
.
7
8
%

0
.0
0
%

-
7
.
0
0
%

-
7
0
.
0
0
%

2
6
,4
0
0
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江
差
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
課
税
額
）
 

（
課
税
額
）
 

第
２
条
 
前
条
の
者
に
対
し
て
課
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
は
、
世
帯
主
及

び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
次
に
掲
げ

る
額
の
合
算
額
と
す
る
。
 

（
１
）
 
基
礎
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
国
民
健

康
保
険
法
（
昭
和
３
３
年
法
律
第
１
９
２
号
）
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金
」
と

い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
北
海
道
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す

る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
５
７
年
法
律
第
８
０
号
）
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
及
び
介
護
保
険
法
（
平

成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
を
除
く
。
）

に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 

（
２
）
 
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
北
海
道
の
国
民
健
康
保
険
に

関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
納
付
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 

（
３
）
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
う
ち
、

介
護
保
険
法
第
９
条
第
２
号
に
規
定
す
る
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
を
い

第
２
条
 
前
条
の
者
に
対
し

て
課
す

る
国
民
健
康
保
険
の
課
税
額

は
、

世
帯

主
お
よ

び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民

健
康
保

険
の
被
保
険
者
に
つ
き
、
算

定
し

た
基

礎
課

税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の

う
ち
、

国
民
健
康
保
険
に
要
す
る
費

用
（

高
齢

者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（
昭
和

５
７
年
法
律
第
８
０
号
）
の

規
定

に
よ

る
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下

こ
の
条

に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
支

援
金

等
」

と
い

う
。
）
及
び
介
護
保
険
法
（

平
成
９

年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規

定
に

よ
る

納
付

金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を

除
く
。

）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健

康
保

険
税

の
課

税
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
及
び

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
（

国
民

健
康

保
険
税
の
う
ち
、
後
期
高
齢

者
支
援

金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用

に
充

て
る

た
め

の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

額
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び
に

当
該

世
帯

主
及

び
該
当
世
帯
に
属
す
る
国
民

健
康
保

険
の
被
保
険
者
の
う
ち
同
法

第
９

条
第

２
号

に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ

る
も
の

に
つ
き
算
定
し
た
介
護
納
付

金
課

税
額

（
国

民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
同

法
の
規

定
に
よ
る
納
付
金
の
納
付
に

要
す

る
費

用
に

充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保

険
税
の

課
税
額
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）

の
合

算
額

と
す
る
。
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う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
介
護
納
付
金
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険

税
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
北
海
道

の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
介
護
納
付
金
の
納

付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 

２
 
前
項
第
１
号
の
基
礎
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）

及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割

額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
５
４
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い

て
は
、
基
礎
課
税
額
は
５
４
０
，
０
０
０
円
と
す
る
。
 

２
 
前
項
 
 
 
 
 
 
の
基
礎
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）

及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国

民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
に
つ
き
算

定
し

た
所

得
割

額
及
び
資
産
割
額
並
び
に
被

保
険
者

均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等

割
額

の
合

算
額

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合

算
額
が

５
２
０
，
０
０
０
円
を
超
え

る
場

合
に

お
い

て
は
、
基
礎
課
税
額
は
５
２

０
，
０

０
０
円
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項

の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所

得
割
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合

算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
１
９
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に

お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
１
９
０
，
０
０
０
円
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
 
 
 
 
 
 
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項

の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び

そ
の
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ

き
算

定
し

た
所

得
割
額
及
び
資
産
割
額
並
び

に
被
保

険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別

平
等

割
額

の
合

算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
合
算

額
が
１
７
０
，
０
０
０
円
を

超
え

る
場

合
に

お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等

課
税
額
は
、
１
７
０
，
０
０

０
円

と
す

る
。
 

４
 
第
１
項
第
３
号
の
介
護
納
付
金
課
税
額
は
、
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
あ
る
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯

主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
つ
き
算

定
し
た
所
得
割
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等

割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
１
６
０
，
０
０
０
円
を
超
え

る
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
納
付
金
課
税
額
は
１
６
０
，
０
０
０
円
と
す
る
。
 

４
 
第
１
項
 
 
 
 
 
 
の
介
護
納
付
金
課
税
額
は
、
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
（
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

う
ち
介

護
保
険
法
第
９
条
第
２
号
に

規
定

す
る

被
保

険
者
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同

じ
。
）
で
あ
る
世
帯
主
（
前

条
第

２
項

の
世

帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の

世
帯
に

属
す
る
介
護
納
付
金
課
税
被

保
険

者
に

つ
き

算
定
し
た
所
得
割
額
及
び
資

産
割
額

並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額

及
び

世
帯

別
平

等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。

た
だ
し

、
当
該
合
算
額
が
１
６
０
，

０
０

０
円

を
超

え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
介

護
納
付

金
課
税
額
は
１
６
０
，
０
０

０
円

と
す

る
。
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（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
所
得
割
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係

る
所
得

割
額
）
 

第
３
条
 
前
条
第
２
項
の
所
得
割
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
、
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得
に

係
る
地
方
税
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
２
６
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

３
１
４
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
後
の
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
計
額
（
以
下
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
と
い
う
。
）
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
１
０
０
分
の
７
．
１
４
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。
 

第
３
条
 
前
条
第
２
項
の
所

得
割
額

（
退
職
所
得
に
係
る
所
得
割

を
除

く
。

第
９
条

の
２
第
１
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
は

、
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の

前
年

の
所

得
に

係
る
地
方
税
法
（
昭
和
２
５

年
法
律

第
２
２
６
号
。
以
下
「
法
」

と
い

う
。

）
第

３
１
４
条
の
２
第
１
項
に
規

定
す
る

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額

の
合

計
額

か
ら
同
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
る
控

除
を
し
た
後
の
総
所
得
金
額

及
び

山
林

所
得

金
額
 
 
 
 
 
 
 
 
（
以
下
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
と
い
う
。
）
の
合
計

額
を
課
税
標
準
と
し
、
こ
れ
に
１
０
０
分
の
７
．
６
 
 
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

（
削
除
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
に
係
る

資
産
割
額
）
 

第
４
条
 
第
２
条
第
２
項
の

資
産
割

額
は
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税

額
の

う
ち
、

土
地
及
び
家
屋
に
係
る
部
分

の
額
に

１
０
０
分
の
５
６
を
乗
じ
て

算
定

す
る

。
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係

る
被
保

険
者
均

等
割
額
）
 

第
４
条
 
第
２
条
第
２
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
被
保
険
者
１
人
に
つ
い
て
１

９
，
８
０
０
円
と
す
る
。
 

第
５
条
 
第
２
条
第
２
項
の

被
保
険

者
均
等
割
額
は
、
被
保
険
者

１
人

に
つ

い
て
２

１
，
６
０
０
円
と
す
る
。
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係

る
世
帯

別
平
等

割
額
）
 

第
５
条
 
第
２
条
第
２
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

第
５
条
の
２
 
第
２
条
第
２
項
の
世

帯
別
平
等
割
額
は

、
次
の
各

号
に
掲
げ

る
世
帯

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

（
１
）
 
特
定
世
帯
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
国
民
健
康
保
険
法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
６
条
第
８
号
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
の
資
格
を
喪

失
し
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
以
後
継
続
し
て
同
一

（
１
）
 
特
定
世
帯
（
特
定

同
一

世
帯

所
属

者
（
国
民

健
康
保
険
法

（
昭
和
３
３

年
法
律
第
１
９
２
号
）
第
６
条
第

８
号
の
規
定
に

よ
り
被
保

険
者
の
資

格
を
喪

失
し
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
資
格

を
喪
失
し
た
日

の
前
日
以

後
継
続
し

て
同
一
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の
世
帯
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て
同
日
の
属
す
る
月
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
特
定
月
」
と
い
う
。
）
以
後
５
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
（
当

該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
を
い
う
。
次
号
、
第
７

条
の
２
及
び
第
２
３
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
定
継
続
世
帯
（
特
定
同
一

世
帯
所
属
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て
特

定
月
以
後
５
年
を
経
過
す
る
月
の
翌
月
か
ら
特
定
月
以
後
８
年
を
経
過
す
る
月

ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限

る
。
）
を
い
う
。
第
３
号
、
第
７
条
の
２
及
び
第
２
３
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

以
外
の
世
帯
 
３
２
，
０
０
０
円
 

の
世
帯
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

と
同
一
の

世
帯
に
属

す
る
被

保
険
者
が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て

同
日
の
属
す
る

月
（
以
下

こ
の
号
に

お
い
て

「
特
定
月
」
と
い
う
。
）
以
後
５

年
を
経
過

す
る
月
ま

で
の
間
に
あ
る

も
の
（
当

該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な

い
場
合
に
限
る

。
）
を
い

う
。
次
号

、
第
７

条
の
３
及
び
第
２
３
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び

特
定
継
続

世
帯
（
特

定
同
一

世
帯
所
属
者
と
同
一
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者

が
属
す
る

世
帯
で
あ

つ
て
特

定
月
以
後
５
年
を
経
過
す
る
月
の

翌
月
か
ら
特
定

月
以
後
８

年
を
経
過

す
る
月

ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
（
当
該
世

帯
に
他
の
被
保

険
者
が
い

な
い
場
合

に
限

る
。
）
を
い
う
。
第
３
号
、
第
７

条
の
３
及
び
第

２
３
条
に

お
い
て
同

じ
。
）

以
外
の
世
帯
 
３
２
，
８
０
０
円

 

（
２
）
 
特
定
世
帯
 
１
６
，
０
０
０
円
 

（
２
）
 
特
定
世
帯
 
１
６

，
４
０

０
円
 

（
３
）
 
特
定
継
続
世
帯
 
２
４
，
０
０
０
円
 

（
３
）
 
特
定
継
続
世
帯
 

２
４
，

６
０
０
円
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
所
得
割

額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係

る
後
期

高
齢
者

支
援
金
等
課

税
額
の
所

得
割

額
）
 

第
６
条
 
第
２
条
第
３
項
の
所
得
割
額
は
、
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得

に
係
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
１
０
０
分
の
２
．
４
０
を
乗
じ
て
算
定

す
る
。
 

第
６
条
 
第
２
条
第
３
項
の
所
得
割

額
は
、
賦
課
期
日

の
属
す
る

年
の
前
年

の
所
得

に
係
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
 
 
に
１
０
０
分
の
２
．
０
 
 
を
乗
じ
て
算
定

す
る
。
 

（
削
除
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
に
係
る

後
期
高
齢
者

支
援
金
等
の
資
産
割
額
）
 

第
７
条
 
第
２
条
第
３
項
の

資
産
割

額
は
、
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
額
の
う

ち
、

土
地
及
び
家
屋
に
係
る
部
分

の
額
に

１
０
０
分
の
１
４
を
乗
じ
て

算
定

す
る

。
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
被
保
険

（
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係

る
後
期

高
齢
者

支
援
金
等
課

税
額
の
被

保
険
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者
均
等
割
額
）
 

者
均
等
割
額
）
 

第
７
条
 
第
２
条
第
３
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
被
保
険
者
１
人
に
つ
い
て
６
，

６
０
０
円
と
す
る
。
 

第
７
条
の
２
 
第
２
条
第
３

項
の
被

保
険
者
均
等
割
額
は
、
被
保

険
者

１
人

に
つ
い

て
５
，
４
０
０
円
と
す
る
。
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
世
帯
別

平
等
割
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
係

る
後
期

高
齢
者

支
援
金
等
課

税
額
の
世

帯
別

平
等
割
額
）
 

第
７
条
の
２
 
第
２
条
第
３
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

第
７
条
の
３
 
第
２
条
第
３
項
の
世

帯
別
平
等
割
額
は

、
次
の
各

号
に
掲
げ

る
世
帯

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

（
１
）
 
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
１
０
，
８
０
０
円
 

（
１
）
 
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
８
，
２
０
０
円
 
 
 

（
２
）
 
特
定
世
帯
 
５
，
４
０
０
円
 

（
２
）
 
特
定
世
帯
 
４
，

１
０
０

円
 

（
３
）
 
特
定
継
続
世
帯
 
８
，
１
０
０
円
 

（
３
）
 
特
定
継
続
世
帯
 

６
，
１

５
０
円
 

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
所
得
割
額
）
 

（
介
護
納
付
金
課
税
被

保
険
者
に
係

る
所
得

割
額
）
 

第
８
条
 
第
２
条
第
４
項
の
所
得
割
額
は
、
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
１
０
０
分
の
１
．
８
８
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。
 

第
８
条
 
第
２
条
第
４
項
の

所
得
割

額
は
、
介
護
納
付
金
課
税
被

保
険

者
に

係
る
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
１
０

０
分
の

１
．
１

０
を
乗
じ
て

算
定
す
る

。
 

（
削
除
）
 

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険

者
に
係
る

資
産
割
額
）
 

第
９
条
 
第
２
条
第
４
項
の

資
産
割

額
は
、
介
護
納
付
金
課
税
被

保
険

者
に

係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

の
う
ち

、
土
地
及
び
家
屋
に
係
る
部

分
の

額
に

１
０

０
分
の
７
．
０
を
乗
じ
て
算

定
す
る

。
 

（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
）
 

（
介
護
納
付
金
課
税
被

保
険
者
に
係

る
被
保

険
者
均

等
割
額
）
 

第
９
条
 
第
２
条
第
４
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

１
人
に
つ
い
て
６
，
４
０
０
円
と
す
る
。
 

第
９
条
の
２
 
第
２
条
第
４

項
の
被

保
険
者
均
等
割
額
は
、
介
護

納
付

金
課

税
被
保

険
者
１
人
に
つ
い
て
６
，
５

０
０
円

と
す
る
。
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（
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
）
 

（
介
護
納
付
金
課
税
被

保
険
者
に
係

る
世
帯

別
平
等

割
額
）
 

第
９
条
の
２
 
第
２
条
第
４
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
１
世
帯
に
つ
い
て
７
，
８

０
０
円
と
す
る
。
 

第
９
条
の
３
 
第
２
条
第
４

項
の
世

帯
別
平
等
割
額
は
、
１
世
帯

に
つ

い
て

７
，
０

０
０
円
と
す
る
。
 

（
普
通
徴
収
税
額
へ
の
繰
入
）
 

（
普
通
徴
収
税
額
へ
の

繰
入
）
 

第
２
０
条
 
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け

な
く
な
つ
た
こ
と
等
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴

収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴

収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
額
に
相
当
す
る
国
民
健
康
保
険
税
を
、
そ
の
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る

第
１
２
条
第
１
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い

て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る
同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
直
ち
に
、

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
 

第
２
０
条
 
特
別
徴
収
対
象
被
保
険

者
が
特
別
徴
収
対

象
年
金
給

付
の
支
払

を
受
け

な
く
な
つ
た
こ
と
等
に

よ
り
国
民
健

康
保
険

税
を
特

別
徴
収
の
方

法
に
よ
つ

て
徴

収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

つ
た
場
合
に

お
い
て

は
、
特

別
徴
収
の
方

法
に
よ
つ

て
徴

収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

つ
た
額
に
相

当
す
る

国
民
健

康
保
険
税
を

、
そ
の
特

別
徴

収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴

収
さ
れ
な
い

こ
と
と

な
つ
た

日
以
後
に
お

い
て
到
来

す
る

第
１
０
条
第
１
項
の
納

期
が
あ
る
場

合
に
お

い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の

納
期
に
お

い

て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す

る
同
項

の
納
期
が
な
い
場
合
に
お
い

て
は

直
ち

に
、

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て

徴
収
す

る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
）
 

第
２
３
条
 
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て

課
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
額
は
、
第
２
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア

及
び
イ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
５
４
０
，

０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
５
４
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額

（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
１
９
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
１
９
０
，

０
０
０
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら
オ
及
び
カ
に

第
２
３
条
 
次
の
各
号
の
一

に
掲
げ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

義
務

者
に

対
し
て

課
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
額
は
、

第
２
条

第
２
項

本
文
の
基
礎

課
税
額
か

ら
ア

及
び
イ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得

た
額
（

当
該
減

額
し
て
得
た

額
が
５
２

０
，

０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に

は
５
２

０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第

３
項

本
文

の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

か
ら
ウ

及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額

し
て

得
た

額

（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が

１
７
０

，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合

に
は

１
７

０
，

０
０
０
円
）
並
び
に
同
条
第

４
項
本

文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か

ら
オ

及
び

カ
に
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掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
１
６
０
，
０
０
０
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
１
６
０
，
０
０
０
円
）
の
合
算
額
と
す
る
。
 

掲
げ
る
額
を
減
額
し
て

得
た
額
（
当

該
減
額

し
て
得

た
額
が
１
６

０
，
０
０

０
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、

１
６
０
，
０

０
０
円

）
の
合

算
額
と
す
る

。
 

（
１
）
 
法
第
７
０
３
条
の
５
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
３
３
０
，
０
０
０
円
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
 

（
１
）
 
法
第
７
０
３

条
の
５
に
規

定
す
る

総
所
得

金
額
及
び
山

林
所
得
金

額
の

合
計
額
が
、
３
３
０

，
０
０
０
円

を
超
え
な
い
世

帯
に
係
る

納
税
義
務

者
 

ア
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
 
被
保
険
者

（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）
 
１
人
に
つ
い
て
 
１

３
，
８
６
０
円
 

ア
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
被
保
険

者
均
等
割

額
 
被
保

険
者

（
第
１
条
第
２
項
に
規

定
す
る
世
帯
主

を
除
く
。
）
 
１
人
に
つ
い

て
 
１

５
，
１
２
０
円
 

イ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
 
次
に
掲
げ
る
世

帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
 

イ
 
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に

係
る
世
帯
別
平

等
割
額
 
次

に
掲
げ
る

世

帯
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
に

定
め
る
額
 

・
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
２
２
，
４
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
及
び

特
定
継
続

世
帯
以
外

の
世

帯
 
２
２

，
９
６
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
１
１
，
２
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
２

７
，
８
８

０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯
 
１
６
，
８
０
０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯

 
１
７
，

２
２
０
円
 

ウ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
 
被
保
険
者
（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除

く
。
）
 
１
人
に
つ
い
て
 
４
，
６
２
０
円
 

ウ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
後
期
高

齢
者
支
援

金
等
課
税

額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
 
被

保
険
者
（
第
１

条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯

主
を
除

く
。
）
 
１
人
に
つ
い

て
 
３
，
７
８

０
円
 

エ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
世

帯
別
平
等
割
額
 
次
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る

額
 

エ
 
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
等

課
税
額
の

世

帯
別
平
等
割
額
 
次

に
掲
げ
る
世

帯
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
定

め
る

額
 

・
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
７
，
５
６
０
円
 

・
特
定
世
帯
及
び

特
定
継
続

世
帯
以
外

の
世

帯
 
５
，

７
４
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
３
，
７
８
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
６

，
９
７
０

円
 

・
特
定
継
続
世
帯
 
５
，
６
７
０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯

 
４
，
３

０
５
円
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照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

オ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
 
介
護
納
付
金

課
税
被
保
険
者
（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）
 
１
人

に
つ
い
て
 
４
，
４
８
０
円
 

オ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
被
保
険

者
均
等
割

額
 
介
護

納
付
金

課
税
被
保
険
者
（
第
１

条
第
２
項
に
規

定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）

 
１
人

に
つ
い
て
 
４
，
５
５

０
円
 

カ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
 
１
世
帯
に
つ
い

て
 
５
，
４
６
０
円
 

カ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
世
帯
別

平
等
割
額

 
１
世
帯

に
つ
い

て
 
４
，
９
０
０
円
 

（
２
）
 
法
第
７
０
３
条
の
５
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、
３
３
０
，
０
０
０
円
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
１

人
に
つ
き
、
２
７
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

（
２
）
 
法
第
７
０
３

条
の
５
に
規

定
す
る

総
所
得

金
額
及
び
山

林
所
得
金

額
の

合
算
額
が
、
３
３
０

，
０
０
０
円

に
被
保
険
者
及

び
特
定
同

一
世
帯
所

属
者
１

人
に
つ
き
、
２
７
０

，
０
０
０
円

を
加
算
し
た
金

額
を
超
え

な
い
世
帯

に
係
る

納
税
義
務
者
（
前
号

に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）

 

ア
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
 
被
保
険
者

（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）
 
１
人
に
つ
い
て
 
９
，

９
０
０
円
 
 
 

ア
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
被
保
険

者
均
等
割

額
 
被
保

険
者

（
第
１
条
第
２
項
に
規

定
す
る
世
帯
主

を
除
く
。
）
 
１
人
に
つ
い

て
 
１

０
，
８
０
０
円
 

イ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
 
次
に
掲
げ
る
世

帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
 

イ
 
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に

係
る
世
帯
別
平

等
割
額
 
次

に
掲
げ
る

世

帯
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
に

定
め
る
額
 

・
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
１
６
，
０
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
及
び

特
定
継
続

世
帯
以
外

の
世

帯
 
１
６

，
４
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
８
，
０
０
０
円
 
 
 

・
特
定
世
帯
 
２

４
，
６
０

０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯
 
１
２
，
０
０
０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯

 
１
２
，

３
０
０
円
 

ウ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
 
被
保
険
者
（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除

く
。
）
 
１
人
に
つ
い
て
 
３
，
３
０
０
円
 

ウ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
後
期
高

齢
者
支
援

金
等
課
税

額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
 
被

保
険
者
（
第
１

条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯

主
を
除

く
。
）
 
１
人
に
つ
い

て
 
２
，
７
０

０
円
 

エ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
世

エ
 
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
等

課
税
額
の

世
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差
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健
康
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旧
対
照
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改
正
後
 

改
正

前
 

帯
別
平
等
割
額
 
次
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る

額
 

帯
別
平
等
割
額
 
次

に
掲
げ
る
世
帯

の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ

ぞ
れ

に
定

め
る

額
 

・
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
５
，
４
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
及
び

特
定
継
続

世
帯
以
外

の
世

帯
 
４
，

１
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
２
，
７
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
６

，
１
５
０

円
 

・
特
定
継
続
世
帯
 
４
，
０
５
０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯

 
４
，
１

０
０
円
 

オ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
 
介
護
納
付
金

課
税
被
保
険
者
（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）
 
１
人

に
つ
い
て
 
３
，
２
０
０
円
 

オ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
被
保
険

者
均
等
割

額
 
介
護

納
付
金

課
税
被
保
険
者
（
第
１

条
第
２
項
に
規

定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）

 
１
人

に
つ
い
て
 
３
，
２
５

０
円
 

カ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
 
１
世
帯
に
つ
い

て
 
３
，
９
０
０
円
 

カ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
世
帯
別

平
等
割
額

 
１
世
帯

に
つ
い

て
 
３
，
５
０
０
円
 

（
３
）
 
法
第
７
０
３
条
の
５
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、
３
３
０
，
０
０
０
円
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
１

人
に
つ
き
４
９
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納

税
義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

（
３
）
 
法
第
７
０
３

条
の
５
に
規

定
す
る

総
所
得

金
額
及
び
山

林
所
得
金

額
の

合
算
額
が
、
３
３
０

，
０
０
０
円

に
被
保
険
者
及

び
特
定
同

一
世
帯
所

属
者
１

人
に
つ
き
４
９
０
，

０
０
０
円
を

加
算
し
た
金
額

を
超
え
な

い
世
帯
に

係
る
納

税
義
務
者
（
前
２
号

に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）

 

ア
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
 
被
保
険
者

（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）
 
１
人
に
つ
い
て
 
３
，

９
６
０
円
 

ア
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
被
保
険

者
均
等
割

額
 
被
保

険
者

（
第
１
条
第
２
項
に
規

定
す
る
世
帯
主

を
除
く
。
）
 
１
人
に
つ

い
て

 
４

，

３
２
０
円
 

イ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
 
次
に
掲
げ
る
世

帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
 

イ
 
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に

係
る
世
帯
別
平

等
割
額
 
次

に
掲
げ
る

世

帯
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
に

定
め
る
額
 

・
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
６
，
４
０
０
円
 

・
特
定
世
帯
及
び

特
定
継
続

世
帯
以
外

の
世

帯
 
６
，

５
６
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
３
，
２
０
０
円
 
 
 

・
特
定
世
帯
 
１

９
，
６
８

０
円
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・
特
定
継
続
世
帯
 
４
，
８
０
０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯

 
４
，
９

２
０
円
 

ウ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
 
被
保
険
者
（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除

く
。
）
 
１
人
に
つ
い
て
 
１
，
３
２
０
円
 

ウ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
後
期
高

齢
者
支
援

金
等
課
税

額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
 
被

保
険
者
（
第
１

条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯

主
を
除

く
。
）
 
１
人
に
つ
い

て
 
１
，
０
８

０
円
 

エ
 
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
世

帯
別
平
等
割
額
 
次
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る

額
 

エ
 
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に

係
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
等

課
税
額
の

世

帯
別
平
等
割
額
 
次

に
掲
げ
る
世

帯
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
定

め
る

額
 

・
特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯
 
２
，
１
６
０
円
 

・
特
定
世
帯
及
び

特
定
継
続

世
帯
以
外

の
世

帯
 
１
，

６
４
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
１
，
０
８
０
円
 

・
特
定
世
帯
 
４

，
９
２
０

円
 

・
特
定
継
続
世
帯
 
１
，
６
２
０
円
 

・
特
定
継
続
世
帯

 
１
，
２

３
０
円
 

オ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
 
介
護
納
付
金

課
税
被
保
険
者
（
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）
 
１
人

に
つ
い
て
 
１
，
２
８
０
円
 

オ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
被
保
険

者
均
等
割

額
 
介
護

納
付
金

課
税
被
保
険
者
（
第
１

条
第
２
項
に
規

定
す
る
世
帯
主
を
除
く
。
）

 
１
人

に
つ
い
て
 
１
，
３
０

０
円
 

カ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
世
帯
別
平
等
割
額
 
１
世
帯
に
つ
い

て
 
１
，
５
６
０
円
 

カ
 
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
世
帯
別

平
等
割
額

 
１
世
帯

に
つ
い

て
 
１
，
４
０
０
円
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江
差

町
国

民
健

康
保

険
条

例
新

旧
対

照
表

 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
趣
旨
）
 

（
趣
旨
）
 

第
１
条
 
町
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
定
め
が
あ
る
も
の
の

ほ
か
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
１
条
 
町
が
行
う
国
民
健
康
保
険
 
 
 
 
 
 
に
つ
い
て
は
、
法
令
に

定
め
が
あ
る
も
の

の

ほ
か
こ
の
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ

る
。
 

（
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
）
 

（
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
委
員

の
定

数
）
 

第
２
条
 
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い

う
。
）
の
委
員
の
定
数
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
２
条
 
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
の
委
員
の
定
数
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

（
１
）
～
（
３
）
 
（
略
）
 

（
１
）
～
（
３
）
 
（
略
）
 

２
 
協
議
会
委
員
の
任
期
は
３
年
と
す
る
。
 

（
新
設
）
 

（
葬
祭
費
）
 

（
葬
祭
費
）
 

第
７
条
 
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
葬
祭
を
行
う
者
に
対
し
葬
祭
費
と

し
て
金
３
０
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
。
 

第
７
条
 
被
保
険
者
が
死
亡

し
た
と
き

は
、
そ
の

者
の
葬
祭
を
行

う
者

に
対

し
葬
祭
費

と

し
て
金
５
０
，
０
０
０
円
を
支
給

す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
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江
差

町
国

民
健

康
保

険
事

業
会

計
財

政
調

整
基

金
の

設
置

、
管

理
及

び
処

分
に

関
す

る
条

例
新

旧
対

照
表

 

改
正
後
 

改
正

前
 

江
差
町
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
財
政
調
整
基
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
条
例

 
江
差
町
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
財
政
調
整
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処

分
に
関
す
る
条
例

 
（
設
置
の
目
的
）
 

（
設
置
の
目
的
）
 

第
１
条
 
江
差
町
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安
定
に
資
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
た
め
財
政
調
整

基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

第
１
条
 
江
差
町
国
民
健
康
保
険
財

政
を
調
整
す
る
資

金
に
あ
て

る
た
め
財

政
調
整

基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い

う
。
）

を
設
置
す
る
。
 

（
基
金
の
処
分
）
 

（
基
金
の
処
分
）
 

第
６
条
 
町
長
は
、
第
１
条
に
規
定
す
る
基
金
の
設
置
の
目
的
の
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基
金
の
全
部
又
は
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

第
６
条
 
町
長
は
、
こ
の
基
金
を
議

会
の
議
決
を
経
て

療
養
給
付

費
の
急
増

及
び
経

済
事
情
の
変
動
等
に
よ
り
財

源
が
著

し
く
不
足
す
る
場
合
に
お
い

て
は

、
当

該
不

足
額
を
う
め
る
た
め
の
財
源

に
基
金

の
全
部
又
は
一
部
を
処
分
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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江
差
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
）
 

第
８

条
 

特
定

教
育

・
保

育
施

設
は

、
特

定
教

育
・

保
育

の
提

供
を

求
め

ら
れ

た

場
合

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
支

給
認

定
保

護
者

の
提

示
す

る
支

給
認

定
証

（
支

給

認
定

保
護

者
が

支
給

認
定

証
の

交
付

を
受

け
て

い
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

、
子

ど

も
・

子
育

て
支

援
法

施
行

規
則

（
平

成
２

６
年

内
閣

府
令

第
４

４
号

）
第

７
条

第

２
項

に
規

定
す

る
通

知
）

に
よ

つ
て

、
支

給
認

定
の

有
無

、
支

給
認

定
子

ど
も

の

該
当

す
る

法
第

１
９

条
第

１
項

各
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

区
分

、

支
給
認
定
の
有
効
期
間
及
び
保
育
必
要
量
等
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
特
定
教
育
・
保
育
の
取
扱
方
針
）
 

第
１

５
条

 
特

定
教

育
・

保
育

施
設

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

施
設

の
区

分
に

応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
も

の
に

基
づ

き
、

小
学

校
就

学
前

子
ど

も

の
心

身
の

状
況

等
に

応
じ

て
、

特
定

教
育

・
保

育
の

提
供

を
適

切
に

行
わ

な
け

れ

ば
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２

）
 

認
定

こ
ど

も
園

（
認

定
こ

ど
も

園
法

第
３

条
第

１
項

又
は

第
３

項
の

認

定
を

受
け

た
施

設
及

び
同

条
第

１
１

項
の

規
定

に
よ

る
公

示
が

さ
れ

た
も

の
に

限
る
。
）
 
次
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
 

（
３
）
・
（
４
）
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

（
受
給
資
格
等
の
確

認
）
 

第
８

条
 

特
定

教
育

・
保

育
施

設
は

、
特

定
教

育
・

保
育

の
提

供
を

求
め

ら
れ

た

場
合

は
 

 
 

 
 

 
 

、
支

給
認

定
保

護
者

の
提

示
す

る
支

給
認

定
証

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
よ

つ
て

、
支

給
認

定
の

有
無

、
支

給
認

定
子

ど
も

の

該
当

す
る

法
第

１
９

条
第

１
項

各
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

区
分

、

支
給
認
定
の
有
効
期
間
及
び
保
育
必
要
量
等
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
特
定
教
育
・
保
育
の
取
扱
方
針
）
 

第
１

５
条

 
特

定
教

育
・

保
育

施
設

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

施
設

の
区

分
に

応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
も

の
に

基
づ

き
、

小
学

校
就

学
前

子
ど

も

の
心

身
の

状
況

等
に

応
じ

て
、

特
定

教
育

・
保

育
の

提
供

を
適

切
に

行
わ

な
け

れ

ば
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２

）
 

認
定

こ
ど

も
園

（
認

定
こ

ど
も

園
法

第
３

条
第

１
項

又
は

第
３

項
の

認

定
を

受
け

た
施

設
及

び
同

条
第

９
項

 
の

規
定

に
よ

る
公

示
が

さ
れ

た
も

の
に

限
る
。
）
 
次
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
 

（
３
）
・
（
４
）
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
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１
階
改
修
部
分

２
階
改
修
部
分

江
差
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
の
概
要

事
務
室
（
受
付
）

多
目
的
ト
イ
レ

シ
ャ
ワ
ー
室

海
　
側
　
↑

開 陽丸側　⇒

艇 　庫　ス　ペ　ー　ス

廊 下及び階段

食
　
堂

休
憩
室

駐
車
場
側
　
↓
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江
差
港
マ
リ
ー
ナ
施
設
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
設
置
）
 

（
設
置
）
 

第
１
条
 
青
少
年
の
健
全
育
成
を
基
本
と
し
、
海
洋
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ス
ポ

ー
ツ
と
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を
図
る
た
め
、
江

差
港
マ
リ
ー
ナ
施
設
（
以
下
「
施
設
 
 
 
 
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

第
１
条
 
青
少
年
の
健
全
育

成
を
基

本
と
し
、
海
洋
の
自
然
環
境

を
生

か
し

た
ス
ポ

ー
ツ
と
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
の
振
興
を

図
る
た
め

、
江

差
港
マ
リ
ー
ナ
 
 
 
 
（
以
下
「
マ
リ
ー
ナ
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

（
名
称
及
び
位
置
）
 

（
名
称
及
び
位
置
）
 

第
２
条
 
施
設
 
 
 
 
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
２
条
 
マ
リ
ー
ナ
の
名
称

及
び
位

置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（
略
）
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（

略
）
 

（
事
業
）
 

（
事
業
）
 

第
３
条
 
施
設
は
、
第
１
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行

う
。
 

第
３
条
 
施
設
は
、
第
１
条
の
目
的
を

達
成
す
る
た

め
、
次
に
掲

げ
る
事
業

を
行

う
。
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（
略
）
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（

略
）
 

（
３
）
 
施
設
利
用
者
の
た
め
の
宿
泊
事
業
 

（
新
設
）
 

（
４
）
 
そ
の
他
施
設
 
 
 
 
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
 

（
３
）
 
そ
の
他
マ
リ
ー
ナ

の
設
置

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な

事
業
 

（
利
用
期
間
等
）
 

（
開
館
時
間
及
び
休
業
日
）
 

第
４
条
 
施
設
は
常
時
利
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
条
第
３
号
に
よ
る

屋
内
施
設
の
利
用
期
間
は
５
月
１
日
か
ら
１
０
月
３
１
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
４
条
 
マ
リ
ー
ナ
の
開
館

時
間
及

び
休
業
日
は
、
次
の
と
お
り

と
す

る
。

た
だ

し
、
町
長
が
特
に
必
要
が
あ

る
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更

し
、

又
は

臨
時

に
休
業
日
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る

。
 

（
１
）
及
び
（
２
）
 
削
除
 

（
１
）
 
開
館
時
間
 
午
前

９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
 

（
２
）
 
休
業
日
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江
差
港
マ
リ
ー
ナ
施
設
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

ア
 
１
２
月
３
１
日
か
ら
翌
年
１

月
５
日
ま
で
 

イ
 
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
２
３
年

法
律
第
１

７
８
号
）

に
規
定

す
る
日
の
翌
日
 

２
 
施
設
の
使
用
申
請
等
に
係
る
受
付
時
間
等
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

町
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
臨
時
に
休

業
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
受
付
時
間
 
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

（
２
）
 
休
業
日
 
 
１
２
月
３
１
日
か
ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
 

（
新
設
）
 

（
管
理
の
代
行
等
）
 

（
管
理
の
代
行
等
）
 

第
１
３
条
 
町
長
は
、
施
設
 
 
 
 
の
管
理
運
営
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

指
定
管
理
者
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４
条
の
２

第
３
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
施
設
の
管
理
を
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
１
３
条
 
町
長
は
、
マ
リ
ー
ナ
の

管
理
運
営
上
必
要

が
あ
る
と

認
め
る
と

き
は
、

指
定
管
理
者
（
地
方
自
治
法

（
昭
和

２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第

２
４

４
条

の
２

第
３
項
に
規
定
す
る
指
定
管

理
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
施

設
の

管
理

を
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
施
設
 
 
 
 
の
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
当

該
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理

者
に
マ
リ
ー
ナ
の

管
理
を
行

わ
せ
る
場

合
の
当

該
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

は
、
次

に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。
 

（
１
）
～
（
４
）
 
（
略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 
（

略
）
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
施
設
 
 
 
 
の
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に

お
け
る
第
４
条
、
第
７
条
、
第
８
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
町
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管

理
者
に
マ
リ
ー
ナ

の
管
理
を

行
わ
せ
る

場
合
に

お
け
る
第
４
条
、
第
７
条
、

第
８
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
こ

れ
ら

の
規

定
中
「
町
長
」
と
あ
る
の
は

、
「
指

定
管
理
者
」
と
す
る
。
 

（
利
用
料
金
の
収
受
等
）
 

（
利
用
料
金
の
収
受
等

）
 

第
１
４
条
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
施
設
 
 
 
 
の
管
理
を
行
わ

第
１
４
条
 
前
条
第
１
項
の

規
定
に

よ
り
指
定
管
理
者
に
マ
リ
ー

ナ
の

管
理

を
行
わ
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江
差
港
マ
リ
ー
ナ
施
設
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
管
理
者
に
マ
リ
ー
ナ
の
利
用
に
係
る
料
金

（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
を
当
該
指
定
管
理
者
の
収
入
と
し
て
収
受
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。
 

せ
る
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
指
定

管
理
者

に
マ
リ

ー
ナ
の
利
用

に
係
る
料

金

（
以
下
「
利
用
料
金
」

と
い
う
。
）

を
当
該

指
定
管

理
者
の
収
入

と
し
て
収

受
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。
 

２
～
５
 
（
略
）
 

２
～
５
 
（
略
）
 

別
表
（
第
１
０
条
関
係
）
 

別
表
（
第
１
０
条
関
係
）
 

単
位
：
円

単
位
：
円
 

【
別
記
1
 
参
照
】
 

【
別
記
1
 
参
照
】
 

備
考
 

備
考
 

１
 
暖
房
を
使
用
し
て
い
る
期
間
の
各
施
設
料
金
は
３
割
増
し
と
す
る
。
 

１
 
暖
房
を
使
用
し
て

い
る
期
間
の

各
施
設
料
金
は

３
割
増
し
と

す
る
。
 

２
 
陸
上
施
設
で
使
用
す
る
水
道
使
用
料
は
、
１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
と
す

る
。
 

２
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水
道
使
用
料
は
、
１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
と
す

る
。
 

３
 
江
差
町
以
外
の
者
の
料
金
は
３
割
増
し
と
し
、
更
に
営
利
を
目
的
と
す
る

使
用
に
つ
い
て
の
料
金
は
、
町
内
業
者
は
５
割
増
し
、
町
外
業
者
は
６
割
増

し
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
条
第
３
号
で
使
用
す
る
屋
内
施
設
の
使
用
料
に

つ
い
て
適
用
し
な
い
。
 

３
 
江
差
町
以
外
の
者
の
料
金
は

３
割
増
し
と
し

、
更
に
営

利
を
目
的

と
す
る

使
用
に
つ
い
て
の
料
金

は
、
町
内
業
者

は
５
割
増
し
、
町
外
業
者
は

６
割
増

し
と
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
 
ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド
の
長
さ
及
び
幅
の
基
準
は
、
長
さ
は
５
m
ま
た
は
５
m
×
２

区
画
、
幅
は
２
．
５
m
と
し
、
船
台
、
推
進
器
等
を
含
む
実
測
と
し
、
長
さ

及
び
幅
が
基
準
を
超
え
る
場
合
は
そ
の
割
合
に
よ
り
割
り
増
し
料
金
を
徴
収

す
る
も
の
と
す
る
。
 

４
 
ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド
の
長
さ
及
び
幅
の
基
準
は
、
長
さ
は
５
m
ま
た
は
５
m
×
２

区
画
、
幅
は
２
．
５
m
と
し
、
船
台
、
推
進
器
等
を
含
む
実
測
と
し
、
長
さ

及
び
幅
が
基
準
を
超

え
る
場
合
は

そ
の
割
合
に
よ

り
割
り
増

し
料
金
を

徴
収

す
る
も
の
と
す
る
。
 

５
 
平
成
１
５
年
度
か
ら
引
き
続
き
年
額
で
使
用
す
る
も
の
に
限
り
、
平
成
１

６
年
度
の
料
金
が
平
成
１
５
年
度
に
比
べ
て
１
．
１
５
倍
を
超
え
る
場
合
は

５
 
平
成
１
５
年
度
か

ら
引
き
続
き

年
額
で
使
用
す

る
も
の
に
限

り
、
平
成

１

６
年
度
の
料
金
が
平

成
１
５
年
度

に
比
べ
て
１
．

１
５
倍
を

超
え
る
場

合
は
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江
差
港
マ
リ
ー
ナ
施
設
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

上
記
別
表
に
か
か
わ
ら
ず
１
．
１
５
倍
の
額
と
し
、
以
後
同
様
に
上
記
別
表

に
定
め
る
料
金
に
達
す
る
ま
で
１
年
度
当
た
り
の
料
金
の
増
加
額
は
前
年
度

に
比
べ
て
１
．
１
５
倍
以
内
と
す
る
。
（
た
だ
し
、
浮
桟
橋
、
物
揚
場
、
固

定
桟
橋
、
ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド
、
艇
庫
に
限
る
も
の
と
し
、
備
考
４
に
定
め
る
実

測
に
よ
り
５
m
未
満
か
ら
５
m
以
上
に
変
更
と
な
つ
た
場
合
は
５
m
以
上
の
艇

の
例
に
よ
り
適
用
す
る
。
）
 

上
記
別
表
に
か
か
わ

ら
ず
１
．
１
５

倍
の
額
と
し

、
以
後
同

様
に

上
記

別
表

に
定
め
る
料
金
に
達

す
る
ま
で
１
年

度
当
た
り
の

料
金
の
増

加
額

は
前

年
度

に
比
べ
て
１
．
１
５

倍
以
内
と
す
る

。
（
た
だ
し

、
浮
桟
橋

、
物

揚
場

、
固

定
桟
橋
、
ボ
ー
ト
ヤ

ー
ド
、
艇
庫
に

限
る
も
の
と

し
、
備
考

４
に

定
め

る
実

測
に
よ
り
５
m
未
満
か
ら
５
m
以
上
に
変
更
と
な
つ
た
場
合
は
５
m
以
上
の
艇

の
例
に
よ
り
適
用
す

る
。
）
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【
別
記
1
】
 

 

改
正
後
 

施
設
区
分
 

単
位
 

年
額
料
金
 

月
額

料
金
 

日
額

（
１
回
）
料

金
 

宿
泊

（
１
泊
）
料
金
 

１
５
:
０
０
～
翌
１

１
:
０
０
 

係
留
・
上
架
施
設
 

浮
桟
橋
・
物
揚
場
・
固
定
桟
橋

１
隻
・
揚
降
１
回
 

４
６
，
２
０
０

９
，

２
０
０

１
，

６
０
０

―
 

斜
路
 

２
４
，

６
０
０

４
，
８
０
０

１
，
１

０
０

―
 

ヨ
ッ
ト
リ
フ
タ
ー
 

３
０
，

８
０
０

６
，
２
０
０

１
，
３

０
０

―
 

陸
上
施
設
 

ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド
 

５
m
未
満
 

３
０
，
８
０
０

６
，
２
０
０

１
，
１
０
０

―
 

５
m
以
上
 

６
１
，
６
０
０

１
２
，
３
０
０

２
，
２
０
０

―
 

駐
車
場
 

１
台
 

３
，
０
０
０

―
―

―
 

屋
内
施
設
 

艇
庫
 

５
m
未
満
 

６
１
，
６
０
０

１
２
，
３
０
０

―
―
 

５
m
以
上
 

１
２
３
，
２
０
０

２
４
，
６
０
０

―
―
 

シ
ャ
ワ
ー
 
 
 
 
室
 

１
人
 

―
―

２
０

０
２
０

０
 

食
堂
・
休
憩
室
 

１
人
 

―
―

５
０
０
（
１
時

間
）

２
，

８
０
０
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改
正
前
 

施
設
区
分
 

単
位
 

年
額
 

月
額
 

日
額
 

係
留
・
上
架
施
設
 

浮
桟
橋
・
物
揚
場
・
固
定
桟
橋
 

１
隻
・
揚
降
１
回
 

４
６
，
２
０
０

９
，

２
０
０

１
，

６
０
０
 

斜
路
 

２
４
，
６
０
０

４
，

８
０
０

１
，

１
０
０
 

ヨ
ッ
ト
リ
フ
タ
ー
 

３
０
，
８
０
０

６
，

２
０
０

１
，

３
０
０
 

陸
上
施
設
 

ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド
 

５
m
未
満
 

３
０
，
８
０
０

６
，

２
０
０

１
，

１
０
０
 

５
m
以
上
 

６
１
，
６
０
０

１
２

，
３
０
０

２
，

２
０
０
 

駐
車
場
 

１
台
 

３
，
０
０
０

―
―
 

室
内
施
設
 

艇
庫
 

５
m
未
満
 

６
１
，
６
０
０

１
２

，
３
０
０

―
 

５
m
以
上
 

１
２
３
，
２
０
０

２
４

，
６
０
０

―
 

シ
ャ
ワ
ー
施
設
室
 

１
人
 

―
―

２
０

０
 

会
議
室
等
 

１
時
間
 

―
―

７
０

０
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占用料 占用料

27円 28円

3円 3円

2円 2円

 270円  270円

540円 560円

230円       

670円 760円

540円 560円

11円 12円

16円 17円

24円 25円

33円 34円

49円 50円

65円 67円

110円 120円

160円 170円

330円 340円

7円 8円

67円 76円

一時的に設けるもの 67円 一時的に設けるもの 76円

その他のもの 670円 その他のもの 760円

440円 450円

祭礼、縁日その他の催しに際
し、一時的に設けるもの

7円
祭礼、縁日その他の催しに際
し、一時的に設けるもの

8円

その他のもの 67円 その他のもの 76円

540円 560円

67円 76円

54円 56円

1本につき1日

旗ざお

1本につき1日

1本につき1月

令第７条第６号に掲げる仮設建築物及び同条第７号に掲
げる施設

備考
1　電柱及び電話柱に支柱又は支線(以下「支柱等」という。)が付設されている場合は支柱等を含めて単位とし、支柱等のみ
の占用の場合は支柱等をもって単位とする。
2　共架電線とは、電柱又は電話柱を設置する者以外の者が当該電柱又は電話柱に設置する電線をいうものとする。
3　広告塔又看板の面積は表示部分の面積とする。
4　表示面積、占用面積若しくは占用物件の面積若しくは長さが0.01平方メートル若しくは長さに0.01メートル未満の端数が
あるときは、その全面積若しくは全長又はその端数の面積若しくは長さを切り捨てて計算するものとする。
5　1件の占用許可に係る年度ごとの占用料の額が100円に満たない場合は占用料の額を100円とする。
6　占用期間が年ぎめで1年未満のときは月割計算し、1ヶ月未満の端数があるときには、1ヶ月として計算する。
7　占用期間が月ぎめの場合で1ヶ月未満のときは1ヶ月として計算する。
8　令とは、道路法施行令(昭和27年政令第479号)をいう。

備考
1　電柱及び電話柱に支柱又は支線(以下「支柱等」という。)が付設されている場合は支柱等を含めて単位とし、支柱等のみ
の占用の場合は支柱等をもって単位とする。
2　共架電線とは、電柱又は電話柱を設置する者以外の者が当該電柱又は電話柱に設置する電線をいうものとする。
3　広告塔又看板の面積は表示部分の面積とし、1平方メートル未満であるときは、1平方メートルとして計算する。
4　1件の占用許可に係る年度ごとの占用料の額が100円に満たない場合は占用料の額を100円とする。
5　占用期間が年ぎめで1年未満のときは月割計算し、1ヶ月未満の端数があるときには、1ヶ月として計算する。
6　占用期間が月ぎめの場合で1ヶ月未満のときは1ヶ月として計算する。
7　令とは、道路法施行令(昭和27年政令第479号)をいう。

1本につき1月

令第７条第２号に揚げる工作物
占用面積１平方メート
ルにつき１年

令第７条第２号に揚げる工作物
占用面積１平方メート
ルにつき１年

令第７条第４号に掲げる工事用施設及び同条第５号に掲
げる工事用材料 占用面積１平方メート

ルにつき１月

令第７条第４号に掲げる工事用施設及び同条第５号に掲
げる工事用材料 占用面積１平方メート

ルにつき１月令第７条第６号に掲げる仮設建築物及び同条第７号に掲
げる施設

外径が0.7ｍ以上1ｍ未満のもの

外径が1ｍ以上のもの 外径が1ｍ以上のもの

法
第
3
2
条
第
１
項
第
６
号
に
掲
げ
る
施
設

祭礼、縁日その他の催しに際し、一時的に設けるも
の

占用面積１平方メート
ルにつき１日 法

第
3
2
条
第
１
項
第
６
号
に
掲
げ
る
施
設

祭礼、縁日その他の催しに際し、一時的に設けるも
の

占用面積１平方メート
ルにつき１日

その他のもの
占用面積１平方メート
ルにつき１月

その他のもの
占用面積１平方メート
ルにつき１月

看板

表示面積１平方メート
ルにつき１月

看板

表示面積１平方メート
ルにつき１月

表示面積１平方メート
ルにつき１年

表示面積１平方メート
ルにつき１年

標識 １本につき１年 標識 １本につき１年

旗ざお

その他のもの
占用面積１平方メート
ルにつき１年

その他のもの
占用面積１平方メート
ルにつき１年

法
第
3
2
条
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
物
件

外径が0.07ｍ未満のもの

長さ１メートルにつき
１年

法
第
3
2
条
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
物
件

外径が0.07ｍ未満のもの

長さ１メートルにつき
１年

法
第
3
2
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
工
作
物

外径が0.2ｍ以上0.3ｍ未満のもの 外径が0.2ｍ以上0.3ｍ未満のもの

外径が0.3ｍ以上0.4ｍ未満のもの 外径が0.3ｍ以上0.4ｍ未満のもの

外径が0.4ｍ以上0.7ｍ未満のもの 外径が0.4ｍ以上0.7ｍ未満のもの

外径が0.07ｍ以上0.1ｍ未満のもの 外径が0.07ｍ以上0.1ｍ未満のもの

外径が0.1ｍ以上0.15ｍ未満のもの 外径が0.1ｍ以上0.15ｍ未満のもの

外径が0.15ｍ以上0.2ｍ未満のもの 外径が0.15ｍ以上0.2ｍ未満のもの

外径が0.7ｍ以上1ｍ未満のもの

表示面積１平方メート
ルにつき１年

広告塔
表示面積１平方メート
ルにつき１年

共架電線その他上空に設ける線類
長さ1メートルにつき1
年

地下に設ける電線その他の線類 地下に設ける電線その他の線類

路上に設ける変圧器

1個につき1年

路上に設ける変圧器

1個につき1年

変圧塔その他これに類するもの及び公衆電話所 変圧塔その他これに類するもの及び公衆電話所

１本につき１年

480円

（支柱・支線及び支線柱を含む） （支柱・支線及び支線柱を含む）

電話柱

270円

電話柱

280円

（支柱・支線及び支線柱を含む） （支柱・支線及び支線柱を含む）

電柱

１本につき１年

470円

法
第
3
2
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
工
作
物

電柱

その他の柱類 その他の柱類

共架電線その他上空に設ける線類
長さ1メートルにつき1
年

郵便差出箱 1個につき1年                                                

広告塔

道路占用徴収条例の一部改正に係る条例新旧対照表

改　　　　正 現　　　　行

　別表（第2条関係） 　別表（第2条関係）

占用物件 単位 占用物件 単位
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農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ
い
て
（
概
要
）

農
業
委
員
会
法
改
正
の
全
体
像

農
業
委
員
会
が
、
そ
の
主
た
る
使
命
で
あ
る
、
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
を
よ
り
良
く
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

○
農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
点
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化

○
地
域
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
就
任
す
る
た
め
に
、

市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更

○
農
業
委
員
と
は
別
に
、
各
地
域
に
お
い
て
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員

を
新
設
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農
業
委
員
会
の
変
更
点
①
（
業
務
の
重
点
化
）

農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
）
を
強
力
に
進
め
て
い
く
た
め
に

改
正
前

改
正
後

【
必
須
業
務
】

【
任
意
業
務
】

①
農
地
法
等
に
よ
り
そ
の
権
限
を
属
さ
せ
た
事
項

②
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消

③
法
人
化
そ
の
他
農
業
経
営
の
合
理
化

⑥
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
意
見

公
表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
又
は
諮
問
へ
の
答
申

⑤
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
情
報
提
供

④
農
業
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

【
必
須
業
務
】

【
任
意
業
務
】

①
農
地
法
等
に
よ
り
そ
の
権
限
を
属
さ
せ
た
事
項

②
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
）
の
推
進

③
法
人
化
そ
の
他
農
業
経
営
の
合
理
化

④
農
業
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
提
供

任
意
業
務
か
ら

必
須
業
務
に

位
置
付
け
る

法
的
根
拠
が
な
く
て

も
行
え
る
た
め
、
法

令
業
務
か
ら
削
除

農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

P
D

C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善

)サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
改
善
し
て
い
く
た
め
、

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
施
策
の
改
善

意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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農
業
委
員
会
の
変
更
点
②
（
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
）

地
域
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
就
任
す
る
た
め
に

改
正
前

改
正
後

○
選
挙
制
と
市
町
村
長
の
選
任
制

（
議
会
・
団
体
推
薦
）
の
併
用

○
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
一
本
と
す
る
。

○
過
半
を
原
則
と
し
て
認
定
農
業
者
と
す
る

○
農
業
者
以
外
の
者
で
、
中
立
的
な
立
場
で
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
１
人
以
上

入
れ
る
。

○
女
性
・
青
年
も
積
極
的
に
登
用
す
る
。

市
町
村
長
は
、
推
薦
・
公
募
を
実
施
（
４
月
）

市
町
村
長
が
任
命
（
７
月
２
７
日
）

市
町
村
長
は
、
推
薦
・
公
募
の
情
報
を
整
理
し
、
公
表
（
５
月
）

市
町
村
長
は
、
推
薦
・
公
募
の
結
果
を
尊
重
し
て
、
選
任
議
案
を
作
成

市
町
村
議
会
が
同
意
（
６
月
定
例
会
）
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農
業
委
員
会
の
変
更
点
③
（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
）

現
在
の
農
業
委
員
会
の
機
能
が
、
委
員
会
と
し
て
の
決
定
行
為
、
各
委
員
の
地
域
で
の
活
動
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
的
確
に
機
能
す
る
た
め
に

改
正
前

改
正
後

○
農
業
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

○
現
場
活
動
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、
主
に
合
議
体
と
し
て
の
意
思
決
定
を
行
う
農
業
委
員
と
は

別
に
原
則
と
し
て
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
設
置
。

農
業
委
員
と
推
進
委
員
は
密
接
に
連
携
。

○
推
進
委
員
は
、
自
ら
の
担
当
区
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
の
地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
を
行
う
。

○
推
進
委
員
の
定
数
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
。

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
推
薦
・
公
募
を
実
施
（
４
月
）

農
業
委
員
会
が
委
嘱
（
７
月
２
７
日
）

農
業
委
員
会
は
、
推
薦
・
公
募
の
情
報
を
整
理
し
、
公
表
（
５
月
）

農
業
委
員
会
は
、
推
薦
・
公
募
の
結
果
を
尊
重

①
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
等
の

「
合
議
体
と
し
て
の
決
定
行
為
」
と

②
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
等
の
「
地
域
に
お
け
る
現

場
活
動
」

の
両
方
を
実
施

○
②
の
現
場
活
動
が
必
ず
し
も
う
ま
く
い

か
ず
、
遊
休
農
地
が
増
加
し
た
り
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
が

円
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。

具
体
的
業
務

・
人
･農
地
プ
ラ
ン
の
な
ど
、
地
域
の
農
業
者
等
の
話
合
い
を
推
進

・
農
地
の
出
し
手
･受
け
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
農
地
利
用
の
集
積
･集
約
化
を
推
進

・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
を
推
進

・
こ
の
た
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
密
接
に
連
携

選
出
方
法

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
農
地
面
積

1
0
0
h
a
当
た
り
１
人
以
下
と
さ
れ
、
江
差
町
に
お
い
て
は
、
最
大
１
１
人
ま
で
委
嘱

で
き
る
こ
と
と
な
る
。

江
差
町
に
お
け
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
、
北
部
（
五
厘
沢
町
・
鰔
川
町
・
朝
日
町
・
小
黒
部
町
・
中
網
町
・
越
前
町
・
水
堀
町
・

柳
崎
町
・
伏
木
戸
町
）
に
２
名
、
南
部
（
田
沢
町
以
南
）
に
１
名
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

※
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
次
の
条
件
を
満

た
し
て
い
な
い
市
町
村
は
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

①
遊
休
農
地
率
（
再
生
可
能
な
耕
作
放
棄
地
）

１
％
以
下
（
全
国
平
均
は
約
３
％
）

②
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
率

７
０
％
以
上
（
全
国
平
均
は
約
５
０
％
）

江
差
町
は
①
約
０
．
４
％
②
約
６
５
％
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江
差

町
特

別
職

の
職

員
で

非
常

勤
の

も
の

の
報

酬
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
新

旧
対

照
表

 

 

改
 

 
 

 
正

 
 

 
 
後

 
改

 
 

 
 
正

 
 

 
 
前

 

別
表

(第
2

条
関

係
) 

 
 

公
職

名
 

区
分

 
報

酬
額

 

執 行 機 関 の 委 員
 

（
略

）
 

 

（
略

）
 

（
略

）
 

法 令 又 は 条 例 に 基 づ く 委 員
 

社
会

福
祉

委
員

 
委

員
長

 
年

 
1
6
0
,0

0
0

円
 

副
委

員
長

 
年

 
1
3
5
,0

0
0

円
 

委
員

 
年

 
1
3
0
,0

0
0

円
 

介
護

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

副
委

員
長

 
日

 
 
1
1
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
1
0
,0

0
0

円
 

障
害

支
援

区
分

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
1
0
,0

0
0

円
 

法
務

嘱
託

職
員

 
  

時
 

 
1
0
,0

0
0

円
 

農
地

利
用

最
適

化
推

進
委

員
 

委
員

 
年

 
2
2
0
,0

0
0

円
 

そ
の

他
の

委
員

 
委

員
長

 
日

 
 
 
5
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
 
4
,0

0
0

円
 

非
常

勤
職

員
 

（
略

）
 

 

別
表

(第
2

条
関

係
) 

 
 

公
職

名
 

区
分

 
報

酬
額

 

執 行 機 関 の 委 員

（
略

）
 

 

（
略

）
 

（
略

）
 

法 令 又 は 条 例 に 基 づ く 委 員

社
会

福
祉

委
員

 
委

員
長

 
年

 
1
6
0
,0

0
0

円
 

副
委

員
長

 
年

 
1
3
5
,0

0
0

円
 

委
員

 
年

 
1
3
0
,0

0
0

円
 

介
護

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 
 

1
4
,9

0
0

円
 

副
委

員
長

 
日

 
 
1
1
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 

1
0
,0

0
0

円
 

障
害

支
援

区
分

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
1
0
,0

0
0

円
 

法
務

嘱
託

職
員

 
  

時
 

 
1
0
,0

0
0

円
 

農
地

利
用

最
適

化
推

進
委

員
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の

他
の

委
員

 
委

員
長

 
日

 
 
 
5
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
 
4
,0

0
0

円
 

非
常

勤
職

員
 

（
略

）
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江
差

町
特

別
職

の
職

員
で

非
常

勤
の

も
の

の
報

酬
及

び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
新

旧
対

照
表

 

 

改
 

 
 

 
正

 
 

 
 
後

 
改

 
 

 
 
正

 
 

 
 
前

 

附
則

別
表

第
1
(附

則
第

4
項

関
係

) 

 
 

公
職

名
 

区
分

 
報

酬
額

 

執 行 機 関 の 委 員
 

（
略

）
 

 

（
略

）
 

（
略

）
 

法 令 又 は 条 例 に 基 づ く 委 員
 

社
会

福
祉

委
員

 
委

員
長

 
年

 
1
4
4
,0

0
0

円
 

副
委

員
長

 
年

 
1
2
1
,5

0
0

円
 

委
員

 
年

 
1
1
7
,0

0
0

円
 

介
護

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

副
委

員
長

 
日

 
 
1
1
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
1
0
,0

0
0

円
 

障
害

支
援

区
分

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 

1
0
,0

0
0

円
 

法
務

嘱
託

職
員

 
  

時
 

 
1
0
,0

0
0

円
 

農
地

利
用

最
適

化
推

進
委

員
 

委
員

 
年

 
1
9
8
,0

0
0

円
 

そ
の

他
の

委
員

 
委

員
長

 
日

 
 
 
3
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 
 
2
,0

0
0

円
 

非
常

勤
職

員
 

（
略

）
 

 

附
則

別
表

第
1
(附

則
第

4
項

関
係

) 

 
 

公
職

名
 

区
分

 
報

酬
額

 

執 行 機 関 の 委 員

（
略

）
 

（
略

）
 

（
略

）
 

法 令 又 は 条 例 に 基 づ く 委 員

社
会

福
祉

委
員

 
委

員
長

 
年

 
1
4
4
,0

0
0

円
 

副
委

員
長

 
年

 
1
2
1
,5

0
0

円
 

委
員

 
年

 
1
1
7
,0

0
0

円
 

介
護

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

副
委

員
長

 
日

 
 

1
1
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 

1
0
,0

0
0

円
 

障
害

支
援

区
分

認
定

審
査

会
委

員
 

委
員

長
 

日
 

 
1
4
,9

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 

1
0
,0

0
0

円
 

法
務

嘱
託

職
員

 
  

時
 

 
1
0
,0

0
0

円
 

農
地

利
用

最
適

化
推

進
委

員
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の

他
の

委
員

 
委

員
長

 
日

 
 
3
,0

0
0

円
 

委
員

 
日

 
 

2
,0

0
0

円
 

非
常

勤
職

員
 

（
略

）
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江差町指定居宅介護⽀援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居宅介護⽀援等の事業

の⼈員及び運営に関する基準を定める条例 

 

【制定概要】 

 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する

法律（平成 26 年法律第 83 号）第 6 条の規定による介護保険法（平成 9 年法律第 123 号）

の改正（平成 30 年 4 ⽉ 1 ⽇施⾏分）により、指定居宅介護⽀援事業者の指定等は、同⽇以

降、市町村が実施することとされているため。 

 

【制定理由】 

 現在、居宅介護⽀援事業者の指定は、都道府県・指定都市・中核市が⾏っているが、⾼

齢者が住み慣れた地域で⾃⽴した⽇常⽣活を営めるようにするため、地域包括ケアシステ

ムの構築とともに、⾼齢者の⾃⽴⽀援に資するケアマネジメントが必要となってくること

から、地域でケアマネジメントの役割を担っている介護⽀援専⾨員の育成や⽀援などに市

町村が積極的に関わっていくよう、保険者機能の強化という観点から、居宅介護⽀援事業

者の指定権限を市町村に移譲（都道府県条例から市町村条例へ切り替え）となること。 

 

条 例 委 任 事 項 ①指定居宅介護⽀援の事業の⼈員及び運営に関する基準 

②基準該当居宅介護⽀援の事業の⼈員及び運営に関する基準 

③指定居宅介護⽀援事業者の指定の申請者の資格（法⼈格の有無） 

根 拠 規 定 ①介護保険法第 81 条第 1 項及び第 2 項 

②同法第 47 条第 1 項第 1 号 

③同法第 79 条第 2 項第 1 号

基 準 省 令 ①指定居宅介護⽀援等の事業の⼈員及び運営に関する基準 

 （平成 11 年厚⽣省令第 38 号） 

②介護保険法施⾏規則（平成 11 年厚⽣省令第 36 号）第 132 条の 3 の 2 

基 準 類 型 ①・②従うべき基準、参酌すべき基準 

③従うべき基準

経 過 措 置 平成３０年４⽉１⽇から起算して１年を超えない期間 

【経過措置を適⽤しない理由】 

 基準条例制定の特徴として、省令から市町村条例への切替えではなく、都道府県条例か

ら市町村条例への切替えとなるため、市町村が定める同種の基準条例との整合性を図る必

要がある。また、都道府県条例においては平成 30 年 3 ⽉ 31 ⽇までの基準となるため、⽭

盾抵触を回避する必要がある。 

 

【施⾏年⽉⽇】 

 平成３０年４⽉１⽇ 
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江
差
町
介
護
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
保
険
料
率
）
 

（
保
険
料
率
）
 

第
２
条
 
平
成
３
０
年
度
か
ら
平
成
３
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第
１
号
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

第
２
条
 
平
成
２
７
年
度
か
ら
平
成

２
９
年
度
ま
で
の

各
年
度
に

お
け
る
保

険
料
率

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第

１
号
被

保
険
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

（
１
）
 
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
１
０
年
政
令
第
４
１
２
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
３
８
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
 
３
７
，
５
０
０
円
 

（
１
）
 
介
護
保
険
法
施
行

令
（
平

成
１
０
年
政
令
第
４
１
２
号

。
以

下
「

令
」

と
い
う
。
）
第
３
８
条
第
１
項
第

１
号
に
掲

げ
る
者
 

３
６
，
６
０

０
円
 

（
２
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
者
 
５
６
，
２
０
０
円
 

（
２
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
２

号
に
掲
げ
る
者
 
５
４
，
９

０
０

円
 

（
３
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
者
 
５
６
，
２
０
０
円
 

（
３
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
３

号
に
掲
げ
る
者
 
５
４
，
９

０
０

円
 

（
４
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
４
号
に
掲
げ
る
者
 
６
７
，
５
０
０
円
 

（
４
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
４

号
に
掲
げ
る
者
 
６
５
，
８

０
０

円
 

（
５
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
５
号
に
掲
げ
る
者
 
７
５
，
０
０
０
円
 

（
５
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
５

号
に
掲
げ
る
者
 
７
３
，
２

０
０

円
 

（
６
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
６
号
に
掲
げ
る
者
 
９
０
，
０
０
０
円
 

（
６
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
６

号
に
掲
げ
る
者
 
８
７
，
８

０
０

円
 

（
７
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
７
号
に
掲
げ
る
者
 
９
７
，
５
０
０
円
 

（
７
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
７

号
に
掲
げ
る
者
 
９
５
，
１

０
０

円
 

（
８
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
８
号
に
掲
げ
る
者
 
１
１
２
，
５
０
０
円
 

（
８
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
８

号
に
掲
げ
る
者
 
１
０
９
，

８
０

０
円
 

（
９
）
 
令
第
３
８
条
第
１
項
第
９
号
に
掲
げ
る
者
 
１
２
７
，
５
０
０
円
 

（
９
）
 
令
第
３
８
条
第
１

項
第
９

号
に
掲
げ
る
者
 
１
２
４
，

４
０

０
円
 

（
削
除
）
 

２
 
前
項
の
保
険
料
率
を
決
定
す
る
場

合
に
お
い
て

、
１
０
０
円

未
満
の
端

数
が

あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
も

の
と
す
る
。
 

（
普
通
徴
収
に
係
る
納
期
）
 

（
普
通
徴
収
に
係
る
納

期
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
納
期
に
よ
り
難
い
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
納
期
は
、
町
長

が
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
町
長
は
、
当
該
第
１
号

２
 
前
項
に
規
定
に
よ
り
が
た
い
 
 
 
 
 
 
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
納
期
は
、
町
長

が
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
町
長
は

、
当

該
第

１
号
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江
差
町
介
護
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

被
保
険
者
 
 
及
び
連
帯
納
付
義
務
者
 
 
に
対
し
そ
の
納
期
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 

被
保
険
者
（
及
び
連
帯

納
付
義
務
者

）
に
対

し
そ
の

納
期
を
通
知

し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

（
削
除
）
 

３
 
次
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
額

の
算
定
を
行

な
つ
た
と
き

は
、
納
期
を
定

め
、

こ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

。
 

３
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
 

（
賦
課
期
日
後
に
お
い
て
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
取
得
、
喪
失
等
が
あ
つ
た
場

合
）
 

（
賦
課
期
日
後
に
お
い

て
第
１
号
被

保
険
者

の
資
格

取
得
、
喪
失

等
が
あ
つ

た
場

合
）
 

第
４
条
 
保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
 
 
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合

に
お
け
る
当
該
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
の
算
定
は
、
第
１
号
被
保

険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
月
割
り
を
も
つ
て
行
う
。
 

第
４
条
 
保
険
料
の
賦
課
期

日
後
に

、
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格

を
取

得
し

た
場
合

に
お
け
る
当
該
第
１
号
被
保

険
者
に

係
る
保
険
料
の
額
の
算
定
は

、
当

該
被

保
険

者
資
格
 
 
 
 
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
月
割
り
を
も
つ
て
行
う
。
 

２
 
保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
 
 
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
の
算
定
は
、
第
１
号
被
保
険
者

の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
、
月
割
り
を
も
つ
て
行
う
。
 

２
 
保
険
料
の
賦
課
期
日
後

に
、
第

１
号
被
保
険
者
の
資
格
を
喪

失
し

た
場

合
に
お

け
る
当
該
被
保
険
者
 
 
 
 
 
 
に
係
る
保
険
料
 
 
額
の
算
定
は
、
第
１
号
被
保
険
者

の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属

す
る
月

の
前
月
ま
で
の
月
割
り
を
も

つ
て

行
う

。
 

３
 
保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
令
第
３
８
条
第
１
項
第
１
号
イ
（
同
号
に
規
定
す
る
 

 
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
及
び
(
1
)
に
係
る
者
を
除

く
。
）
、
ロ
若
し
く
は
ニ
、
第
２
号
ロ
、
第
３
号
ロ
、
第
４
号
ロ
第
５
号
ロ
、
第

６
号
ロ
、
第
７
号
ロ
又
は
第
８
号
ロ
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
第
１
号
被
保
険
者
（
第

１
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
料
の
額
は
、
当
該
該
当
す
る
に
至

つ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
月
割
り
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
被
保
険
者
に
係

る
保
険
料
の
額
と
当
該
該
当
す
る
 
 
 
 
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
令
第
３
８

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
規
定
す
る
者
と
し
て
月
割
り

３
 
保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
令
第

３
８
条
第
１
項
第

１
号
イ
（

同
号
に
規

定
す
る

、

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
及
び
(
1
)
に
係
る
者
を
除
く
。
）
、

ロ
若
し
く
は
ニ
、
第
２
号
ロ

、
第
３

号
ロ
、
第
４
号
ロ
第
５
号
ロ

、
第

６
号

ロ
、

第
７
号
ロ
又
は
第
８
号
ロ
に

該
当
す

る
に
至
つ
た
第
１
号
被
保
険

者
（

第
１

項
に

規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
に

係
る
保

険
料
の
額
は
、
当
該
該
当
す

る
に

至
つ

た
日

の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
月

割
り
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
被
保
険

者
に

係
る

保
険

料
の
額
と
当
該
該
当
す
る
す

る
に
至

つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
令

第
３

８
条

第
１

項
第
１
号
か
ら
第
８
号
ま
で

の
い
ず

れ
か
に
規
定
す
る
者
と
し
て

月
割

り
に

よ
り
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江
差
町
介
護
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

に
よ
り
算
定
し
た
保
険
料
の
額
の
合
算
額
と
す
る
。
 

算
定
し
た
保
険
料
の
額

の
合
算
額
と

す
る
。
 

４
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
 

（
普
通
徴
収
の
特
例
）
 

（
普
通
徴
収
の
特
例
）
 

第
５
条
 
保
険
料
の
算
定
の
基
礎
に
用
い
る
市
町
村
民
税
の
課
税
非
課
税
の
別
又
は

地
方
税
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
２
６
号
）
第
２
９
２
号
第
１
項
第
１
３
号
に

規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
が
確
定
し
な
い
た
め
当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
を
確
定

で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
確
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
到
来
す
る

納
期
に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
保
険
料
に
限
り
、
当
該
第
１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
、

そ
の
者
の
前
年
度
の
保
険
料
の
額
を
当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額

（
町
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
年
の
範
囲
内
に
お
い
て
町
長

が
定
め
る
額
と
す
る
。
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
係
る
保
険
料
と
し
て
普
通
徴

収
す
る
。
 

第
５
条
 
保
険
料
の
算
定
の
基
礎
に
用
い
る
町
民
税
 
 
 
 
の
課
税
非
課
税
の
別
又
は

地
方
税
法
（
昭
和
２
５
年
法

律
第
２

２
６
号
）
第
２
９
２
号
第
１

項
第

１
３

号
に

規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
が

確
定
し

な
い
た
め
当
該
年
度
分
の
保

険
料

額
を

確
定

で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
確
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
限
り
、
当
該
第
１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
、

そ
の
者
の
前
年
度
の
保
険
料

額
 
 
を

当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
除

し
て

得
た

額

（
町
長
が
必
要
と
認
め
る
場

合
に
お

い
て
は
、
当
該
年
の
範
囲
内

に
お

い
て

町
長

が
定
め
る
額
と
す
る
。
）
を

、
そ
れ

ぞ
れ
の
納
期
に
係
る
保
険
料

と
し

て
普

通
徴

収
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
 
 
保
険
料
を
賦
課
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
険
料

の
額
が
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
年

度
分
の
保
険
料
の
額
が
確
定
し
た
日
以
後
に
お
い
て
そ
の
不
足
額
を
徴
収
し
、
す

で
に
徴
収
し
た
保
険
料
が
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と

き
は
、
そ
の
過
納
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
被
保
険
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に

充
当
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
、
保
険

料
を
賦
課
し
た
場

合
に
お
い

て
、
当
該

保
険
料

額
が
当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
 
 
 
 
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
保

険
料
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
確
定
し
た
日
以
後
に
お
い
て
そ
の
不
足
額
を
徴
収
し
、
す

で
に
徴
収
し
た
保
険
料
が
当

該
年
度

分
の
保
険
料
額
を
超
え
る
 
 
こ
と

と
な

る
と

き
は
、
そ
の
過
納
額
を
還
付

し
、
又

は
当
該
被
保
険
者
の
未
納
に

係
る

徴
収

金
に

充
当
す
る
。
 

（
普
通
徴
収
の
特
例
に
係
る
保
険
料
額
の
修
正
の
申
出
等
）
 

（
普
通
徴
収
の
特
例
に
係
る

保
険
料

額
の
修
正
の
申
し
出
）
 

第
６
条
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
保
険
料
を
賦
課
 
 
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
が
前
年
度
の
保
険
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
に
満

第
６
条
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

つ
て
保
険
料
額
を

賦
課
し
た

場
合
に
お

い
て
、

当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
が

前
年
度

の
保
険
料
の
２
分
の
１
に
相

当
す

る
額

に
満
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江
差
町
介
護
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

た
な
い
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
保
険
料
を

普
通
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
保
険
料

の
額
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
３
１
条
の

規
定
に
よ
る
納
入
の
通
知
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
３
０
日
以
内
に
町
長
に
同
項

の
規
定
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
る
保
険
料
額
の
修
正
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

た
な
い
こ
と
と
な
る
と

認
め
ら
れ
る

と
き
は

、
同
項

の
規
定
に
よ

つ
て
保
険

料
を

普
通
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
者
は

、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定

さ
れ

た
保

険
料

額
 
 
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
２
３
１
条
の

規
定
に
よ
る
納
入
の
通
知
の

交
付
を

受
け
た
日
か
ら
３
０
日
以
内

に
町

長
に

同
項

の
規
定
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ

る
保
険

料
額
の
修
正
を
申
し
出
る
こ

と
が

で
き

る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
に
つ

い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
町
長
は
、
当
該
年
度
分
の
保

険
料
額
の
見
積
額
を
基
礎
と
し
て
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
徴
収
す
る
保

険
料
額
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
の
申

出
が
あ
つ
た
場
合

に
お
い
て

、
当
該
申

出
に
つ

い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
町
長
は
 
 
当
該
年
度
分
の
保

険
料
額
の
見
積
額
を
基
礎
と

し
て
、

前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
つ

て
徴

収
す

る
保

険
料
額
を
修
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
 

（
保
険
料
の
額
の
通
知
）
 

（
保
険
料
の
額
の
通
知

）
 

第
７
条
 
保
険
料
の
額
が
決
ま
つ
た
と
き
は
、
町
長
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
第
１
号

被
保
険
者
 
 
及
び
連
帯
納
付
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
額
に

変
更
が
あ
つ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
 

第
７
条
 
保
険
料
の
額
が
決
ま
つ
た
と
き
は
、
町
長
は
 
 
速
や
か
に
こ
れ
を
第
１
号

被
保
険
者
（
及
び
連
帯
納
付

義
務
者

）
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
の

額
に

変
更
が
あ
つ
た
と
き
も
 
 
同
様
と
す
る
。
 

（
保
険
料
の
督
促
）
 

（
保
険
料
の
督
促
）
 

第
８
条
 
町
長
は
、
普
通
徴
収
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務
者
（
以
下
「
納
付
義
務

者
」
と
い
う
。
）
が
納
期
限
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

で
に
完
納
し
な
い
と
き
は
、
納
期
限
後
２
０
日
以
内
に
督
促
状
を
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
１
４
３
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
地
方
税
法
第
１

３
条
の
２
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
及
び
第
１
３
条
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
の
納

付
を
猶
予
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
８
条
 
町
長
は
、
普
通
徴
収
に
係

る
保
険
料
の
納
付

義
務
者
（

以
下
「
納

付
義
務

者
」
と
い
う
。
）
が
納

期
限
（
第
６

条
第
２

項
の
規

定
に
よ
る
同

条
第
１
項

に
規

定
す
る
納
期
に
よ
り
が
た
い

場
合
は

、
別
に
定
め
ら
れ
た
納
期
限

と
す

る
。

）
ま

で
に
完
納
し
な
い
と
き
は
、

納
期
限

後
２
０
日
以
内
に
督
促
状
を

発
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第

１
４
３

条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る

地
方

税
法

第
１

３
条
の
２
の
規
定
を
適
用
す

る
場
合

及
び
第
１
３
条
の
規
定
に
よ

る
保

険
料

の
納

付
を
猶
予
す
る
場
合
は
、
こ

の
限
り

で
な
い
。
 

65



江
差
町
介
護
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
延
滞
金
）
 

（
延
滞
金
）
 

第
９
条
 
保
険
料
の
納
付
義
務
者
は
、
納
期
限
後
に
そ
の
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
納
付
金
額
に
、
そ
の
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

期
間
に
応
じ
、
当
該
金
額
に
つ
き
年
１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
も
つ
て
計

算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
を
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
延
滞
金
額
が
１
０
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
９
条
 
保
険
料
の
納
付
義
務
者
は

、
納
期
限
後
に
そ

の
保
険
料

を
納
付
す

る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
納

付
金
額
に
、

そ
の
期

限
 
 
の

翌
日
か
ら
納

付
の
日
ま

で
の

期
間
に
応
じ
、
当
該
金
額
に

つ
き
年

１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
を

も
つ

て
計

算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延

滞
金
を

加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し
、
延
滞
金
額
が
１
０
円

未
満
で
あ

る
場

合
に
お
い

て
は
、
こ

の
限
り
で

な
い
。
 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
年
当
た
り
の
割
合
は
、
閏
年
の
日
を
含
む
期
間
に
つ
い
て
も
、

３
６
５
日
当
た
り
の
割
合
と
す
る
。
 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
年
当

り
 
 
の

割
合
は
、
閏
年
の

日
を
含
む

期
間
に
つ
い
て
も

、

３
６
５
日
あ
た
り
の
割
合
と

す
る
。
 

３
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

（
保
険
料
の
徴
収
猶
予
）
 

（
保
険
料
の
徴
収
猶
予

）
 

第
１
０
条
 
町
長
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
納
付
す

べ
き
保
険
料
の
全
部
又
は
一
部
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る

場
合
に
お
い
て
は
、
納
付
義
務
者
の
申
請
に
よ
つ
て
そ
の
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
た
金
額
を
限
度
と
し
て
、
６
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
、
そ
の

徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
１
０
条
 
町
長
は
次
の
各

号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に

よ
り

そ
の

納
付
す

べ
き
保
険
料
の
全
部
又
は
一
部
を
一

時
に
納

付
す
る

こ
と
が
で
き

な
い
と
認

め
る

場
合
に
お
い
て
は
、
納
付
義
務
者
の

申
請
に

よ
つ
て

そ
の
納
付
す

る
こ
と
が

で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
た
金
額
を
限
度
と

し
て
、

６
月
以

内
の
期
間
を

限
つ
て
徴

収
猶

予
 
 
 
 
 
 
 
 
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
第
１
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
が

死
亡
し
た
こ
と
、
又
は
そ
の
者
が
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
若
し
く
は
長

期
間
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
。
 

（
２
）
 
第
１
号
被
保
険
者

の
属

す
る

世
帯

の
生
計
を

主
と
し
て
維

持
す
る
者
が

死
亡
し
た
こ
と
、
又
は

そ
の
者
が
心

身
に
重
大
な
損

害
を
受
け
、

若
し
く
は

長

期
間
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
者
の
収
入
が

著
し
く
減

少
し
た
こ

と
。
 

（
３
）
・
（
４
）
 
（
略
）
 

（
３
）
・
（
４
）
 
（

略
）
 

２
 
前
項
の
申
請
を
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
徴
収
猶

２
 
前
項
の
申
請
を
す
る
者

は
、
次

に
掲
げ
る
次
項
を
記
載
し
た

申
請

書
に

徴
収
猶
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差
町
介
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保
険
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例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

予
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
明
す
べ
き
書
類
を
添
付
し
て
、
町
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

予
を
必
要
と
す
る
理
由

を
証
明
す
べ

き
書
類

を
添
付

し
て
、
町
長

に
提
出
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
 
第
１
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す

る
者
の
氏
名
及
び
住
所
 

（
１
）
 
被
保
険
者
 
 
 
 
 
 
及
び
主
た
る
生
計
維
持
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
の
氏
名
及
び
住
所
 

（
２
）
・
（
３
）
 
（
略
）
 

（
２
）
・
（
３
）
 
（

略
）
 

（
保
険
料
の
減
免
）
 

（
保
険
料
の
減
免
）
 

第
１
１
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
保
険
料
を
減
免
す
る
。
 

第
１
１
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
の

う
ち
必
要

が
あ

る

と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、

保
険
料
を

減
免
す
る
。
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
第
１
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
が

死
亡
し
た
こ
と
、
又
は
そ
の
者
が
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
若
し
く
は
長

期
間
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
。
 

（
２
）
 
第
１
号
被
保
険
者

の
属

す
る

世
帯

の
生
計
を

主
と
し
て
維

持
す
る
者
が

死
亡
し
た
こ
と
、
又
は

そ
の
者
が
心

身
に
重
大
な
損

害
を
受
け
、

若
し
く
は

長

期
間
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
者
の
収
入
が

著
し
く
減

少
し
た
こ

と
。
 

（
３
）
・
（
４
）
 
（
略
）
 

（
３
）
・
（
４
）
 
（

略
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
 
 
保
険
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限

前
７
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
、
保
険

料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す

る
者
は
、

納
期
限

前
７
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る

事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を

受
け

よ
う

と
す

る
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
し

て
、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
１
）
 
第
１
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す

る
者
の
氏
名
及
び
住
所
 

（
１
）
 
被
保
険
者
 
 
 
 
 
 
及
び
主
た
る
生
計
維
持
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
の
氏
名
及
び
住
所
 

（
２
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
（
略
）
 

（
３
）
 
減
免
を
必
要
 
 
 
 
と
す
る
理
由
 

（
３
）
 
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る

理
由
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改
正
後
 

改
正

前
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
保
険
料
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
理
由
が
消
滅

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
た
だ
ち
に
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
つ
て
保
険

料
の
減
免
を
受
け

た
者
は
、

そ
の
理
由

が
消
滅

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
た

だ
ち
に

そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
保
険
料
に
関
す
る
申
告
）
 

（
保
険
料
に
関
す
る
申

告
）
 

第
１
２
条
 
第
１
号
被
保
険
者
は
、
毎
年
度
４
月
１
５
日
ま
で
（
保
険
料
の
賦
課
期

日
後
に
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
当
該
資
格
を
取
得
し
た
日

か
ら
１
４
日
以
内
）
に
、
第
１
号
被
保
険
者
本
人
の
所
得
状
況
並
び
に
当
該
者
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
市
町
村
民
税
の
課
税
者

の
有
無
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
町
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
２
条
 
第
１
号
被
保
険
者
は
、

毎
年
度
４
月
１
５

日
ま
で
（

保
険
料
の

賦
課
期

日
後
に
第
１
号
被
保
険

者
の
資
格
を

取
得
し

た
者
は

、
当
該
資
格

を
取
得
し

た
日

か
ら
１
４
日
以
内
）
に

、
第
１
号
被

保
険
者

本
人
の

所
得
状
況
並

び
に
当
該

者
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
町
民
税
 
 
 
 
の
課
税
者

の
有
無
そ
の
他
町
長
が
必
要

と
認
め

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

を
町

長
に

提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
罰
則
）
 

（
罰
則
）
 

第
１
３
条
 
町
は
、
第
１
号
被
保
険
者
が
法
第
１
２
条
第
１
項
本
文
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
な
い
と
き
（
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
第
１
号
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
ら
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
又
は
虚
偽
の
届
出

を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
１
０
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。
 

第
１
３
条
 
町
は
、
第
１
号
被
保
険

者
が
法
第
１
２
条

第
１
項
本

文
の
規
定

に
よ
り

届
出
を
し
な
い
と
き
（
同
条

第
２
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
第
１
号

被
保

険
者

の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
ら
届

出
が
な

さ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
又

は
虚

偽
の

届
出

を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に

対
し
、

１
０
万
円
以
下
の
過
料
を
科

す
る

。
 

第
１
５
条
 
町
は
、
被
保
険
者
、
第
１
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
第
１
号
被

保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
で

あ
つ
た
者
が
正
当
な
理
由
な
し
に
、
法
第
２
０
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
文
書

そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
、
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

答
弁
を
し
た
と
き
は
、
１
０
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。
 

第
１
５
条
 
町
は
、
被
保
険

者
、
第

１
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
若

し
く

は
第

１
号
被

保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
又
は
こ
れ
ら
で

あ
つ
た
者
が
正
当
な
理
由
な

し
に
、

法
第
２
０
２
条
第
１
項
の
規

定
に

よ
り

文
書

そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し

く
は
、

提
示
を
命
じ
ら
れ
て
こ
れ
に

従
わ

ず
、

又
は

同
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職

員
の
質

問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若

し
く

は
虚

偽
の

答
弁
を
し
た
と
き
は
、
１
０

万
 
 
以

下
の
過
料
を
科
す
る
。
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江
差
町
介
護
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

第
１
６
条
 
町
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
法
第
１
５
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
納
付
金
及
び
法
第
１

５
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
を
除
く
。
）
の
徴
収
 
 
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。
 

第
１
６
条
 
町
は
、
偽
り
そ
の
他
不

正
の
行
為
に
よ
り

保
険
料
そ

の
他
こ
の

法
律
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
（

法
第
１
５
０

条
第
１

項
に
規

定
す
る
納
付

金
及
び
法

第
１

５
７
条
第
１
項
に
規
定

す
る
延
滞
金

を
除
く

。
）
の
徴
収
金
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の

５
倍
に

相
当
す
る
金
額
以
下
の
過
料

を
科

す
る

。
 

第
１
７
条
 
第
１
３
条
か
ら
前
条
ま
で
の
過
料
の
額
は
、
情
状
に
よ
り
、
町
長
が
定

め
る
。
 

第
１
７
条
 
前
４
条
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
過
料
の
額
は
、
情
状
に
よ
り
、
町
長
が
定

め
る
。
 

２
 
前
４
条
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
額
告
知
書
に
指
定
す
べ

き
納
期
限
は
、
そ
の
発
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
１
０
日
以
上
を
経
過
し
た
日
と
す

る
。
 

２
 
前
４
条
の
過
料
を
徴
収
す
る
場

合
に
お
い
て
発
す

る
納
額
告

知
者
に
指

定
す
べ

き
納
期
限
は
、
そ
の
発
布
の

日
か
ら

起
算
し
て
１
０
日
以
上
を
経

過
し

た
日

と
す

る
。
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江差町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正について  
１ 改正する条例  

江差町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例（平成２７年条例第６号）  
この条例は包括的支援事業を実施するために必要な基準を定めたものです。 

  ●根拠法令：介護保険法（平成９年法律第１２３号） 

  ●基準省令：介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）  
２ 改正理由  

（１）「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整 

備等に関する法律（平成２６年法律第８３号）第５条の規定」による改正（平 

成２７年４月１日施行）に伴い、第１条において引用している介護保険法第１ 

１５条の４６に項ずれが生じていることから引用規定を改めるもの 

 

  （２）「介護保険法施行規則の一部を改正する省令（平成２９年厚生労働省令第４ 

８号。以下「省令」という。）」による主任介護支援専門員の定義改正に伴い、 

第４条第１項第３号の主任介護支援専門員に関する記載内容を定義に沿う様、 

改めるもの。 

なお、当該省令については、経過措置規定に関する一部改正が予定（平成 
３０年４月１日施行）されていますが、今回当該箇所の改正において、「介護 

保険法施行規則第１４０条の６６第１号イ（３）に規定する主任介護支援専門 

員をいう」との文言で改正したため、省令の主任介護支援専門員の定義に関す 
る全ての経過措置を含めた内容で理解がなされることから、条例の再度改正の 
必要はありません。  

３ 施行期日 

  平成 30 年 4 月 1 日施行  
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江
差
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
趣
旨
）
 

（
趣
旨
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
１
１
５
条
の
４
６
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
包
括
的
支
援
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
介

護
保
険
法
（
平
成
９

年
法
律
第
１
２
３

号
。
以
下
「

法
」

と
い
う
。
）
第
１
１
５

条
の
４
６
第

４
項
の

規
定
に

基
づ
き
、
包

括
的
支
援

事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

基
準
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数
）
 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員

に
係
る

基
準
及

び
当
該
職
員

の
員
数
）
 

第
４
条
 
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
１
号
被
保

険
者
の
数
が
お
お
む
ね
３
，
０
０
０
人
以
上
６
，
０
０
０
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ

き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
及
び
そ
の
員
数
は
、
原
則
と
し
て
次

の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
４
条
 
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
担
当
す

る
区
域
に
お

け
る
第
１

号
被

保

険
者
の
数
が
お
お
む
ね
３
，

０
０
０
人

以
上
６
，
０

０
０
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ

き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す

る
常
勤
の

職
員
及
び
そ

の
員
数
は
、
原
則
と
し
て
次

の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（
略
）
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（

略
）
 

（
３
）
 
主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
１
１
年
厚
生

省
令
第
３
６
号
。
次
項
第
２
号
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
１
４
０
条

の
６
６
第
１
号
イ
(
3
)
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
を
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
 
１
人
 

（
３
）
 
主
任
介
護
支
援
専

門
員
（

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平

成
１

１
年

厚
生

省
令
第
３
６
号
。
次
項
第
２
号
に

お
い
て
「

省
令
」
と

い
う
。
）
第

１
４
０
条

の
６
８
第
１
項
 
 
 
 
 
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を
修
了
し
た

者
を
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
者
 
１
人

 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

附
 
則
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２

７
年
４
月
１

日
か
ら

施
行
す

る
。
 

附
 
則
 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
３
０
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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江差町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例（平成 25 年条例第 13 号）の一部改正 

 

【全部改正概要】 

① 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成 11 年厚生労働省

令第 17 号。）等については、介護報酬に係る改定と併せて、社会保障審議会介護給付費

分科会の審議を踏まえ、３年に１度の改正を行っており、平成 30 年度においても、関係

省令について所要の改正が行われ、この改正に伴い、江差町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の改正を行う必要がある。 

② なお、居宅基準等を改正した場合、地方公共団体においては、地域の自主性及び自立

性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成 23 年法律

第 37 号）等の規定により、条例改正を要する可能性があることを踏まえ、介護報酬に先

駆けて関係省令について所要の改正が行われ、江差町指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の改正を行い、整合性を図る必要がある。 

 

【改正の目的】 

「地域密着型介護予防サービス」は、利用者が住み慣れた地域で生活が送れるよう、身

近な市町村で提供されることが適切な介護保険サービスです。サービスの「人員、設備

及び運営に関する基準」については、厚生労働省令を基準として、市町村の条例で定め

ることとされており、地域の実情に応じた規定を設けることが目的となる。 

 

条 例 委 任 事 項 ①指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準 

②基準該当居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準 

根 拠 規 定 ①介護保険法（平成 9年法律第 123 号）第 115 条の 14 第 1項及び第 2項 

基 準 省 令 ①指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を

改正する省令（平成 30 年 1 月厚生労働省令第 4号）による地域密着型介護

予防サービス基準省令の改正による改正 

基 準 類 型 ①従うべき基準、参酌すべき基準 

 

【施行年月日】 

平成 30 年４月１日 
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
従
業
者
の
員
数
）
 

（
従
業
者
の
員
数
）
 

第
５
条
 
単
独
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
３
８
年
法
律
第
１
３
３
号
）

第
２
０
条
の
５
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、

同
法
第
２
０
条
の
４
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
医
院
、
社
会
福
祉
施
設
又
は
特
定
施
設
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
併
設
さ
れ
て
い
な
い
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
及
び
併

設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
併

設
さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以

下
「
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い

う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
５
条
 
単
独
型
指
定
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
通
所

介
護
（
特

別
養
護
老

人
ホ
ー

ム
等
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人

福
祉
法
（

昭
和
３

８
年
法
律
第

１
３
３
号
）

第
２
０
条
の
５
に
規
定

す
る
特
別
養

護
老
人

ホ
ー
ム

を
い
う
。
以

下
同
じ
。

）
、

同
法
第
２
０
条
の
４
に

規
定
す
る
養

護
老
人

ホ
ー
ム

、
病
院
、
診

療
所
、
介

護
老

人
保
健
施
設
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社
会
福
祉
施
設
又
は
特
定
施
設
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
併
設

さ
れ
て
い
な
い
事
業
所
に
お

い
て

行
わ

れ
る

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
通
所

介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
を

行
う

者
及

び
併

設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型

通
所
介
護
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
等

に
併

設
さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
お

い
て
行

わ
れ
る
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対

応
型

通
所

介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
を

行
う
者

（
以
下
「
単
独
型
・
併
設
型

指
定

介
護

予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事

業
を
行
う

事
業

所
（
以

下
「
単
独
型
・
併
設
型
指
定

介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業

所
」

と
い

う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従

業
者
の

員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。
 

（
１
）
～
（
３
）
 
（
略
）
 

（
１
）
～
（
３
）
 
（

略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

４
 
前
３
項
の
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
単
位

は
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
で
あ
つ
て
そ
の

提
供
が
同
時
に
１
又
は
複
数
の
利
用
者
（
当
該
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
単
独
型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
事
業
者
（
江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

４
 
前
３
項
の
単
独
型
・
併
設
型
指
定

介
護
予
防
認

知
症
対
応
型

通
所
介
護

の
単

位

は
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定

介
護
予
防

認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
で
あ
つ
て
そ
の

提
供
が
同
時
に
１
又
は
複
数

の
利
用
者

（
当
該
単
独

型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
者
が
単

独
型
・
併
設

型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
事
業
者
（
江
差
町
指
定

地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
２
５
年
江
差
町
条
例
第
１
２
号
。
以

下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
」
と
い
う
。
）
第
６
１
条
第
１
項
に

規
定
す
る
単
独
型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
単
独
型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
（
同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
単
独
型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
単
独
型
・
併
設
型
指

定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
単
独
型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
一
体
的
に

行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
、
そ
の
利
用
定
員
（
当
該
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介

護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
の
数

の
上
限
を
い
う
。
第
７
条
第
２
項
第
１
号
ア
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
１
２
人
以
下

と
す
る
。
 

運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

（
平
成

２
５
年

江
差
町
条
例

第
１
２
号

。
以

下
「
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
基

準
条
例

」
と
い

う
。
）
第
８

０
条
第
１

項
に

規
定
す
る
単
独
型
・
併
設
型

指
定
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

者
を

い
う

。
以

下
同
じ
。
）
の
指
定
を
併
せ

て
受
け

、
か
つ
、
単
独
型
・
併
設
型

指
定

介
護

予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の

事
業
と

単
独
型
・
併
設
型
指
定
認
知

症
対

応
型

通
所

介
護
（
同
項
第
１
号
に
規
定

す
る
単

独
型
・
併
設
型
指
定
認
知
症

対
応

型
通

所
介

護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
事
業

と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い

て
一

体
的

に
運

営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、

当
該
事
業
所
に
お
け
る
単
独

型
・

併
設

型
指

定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介

護
又
は
単
独
型
・
併
設
型
指

定
認

知
症

対
応

型
通
所
介
護
の
利
用
者
。
以

下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対

し
て

一
体

的
に

行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
、
そ

の
利
用

定
員
（
当
該
単
独
型
・
併
設

型
指

定
介

護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業
所

に
お
い
て
同
時
に
単
独
型
・

併
設

型
指

定
介

護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
利

用
者

の
数

の
上
限
を
い
う
。
第
７
条
第

２
項
第

１
号
ア
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
１

２
人

以
下

と
す
る
。
 

５
・
６
 
（
略
）
 

５
・
６
 
（
略
）
 

７
 
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い

て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

７
 
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応

型
通
所
介
護

事
業
者
が

単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対

応
型
通
所

介
護
事
業
者

の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定

介
護
予
防

認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
の
事
業
と
単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対

応
型
通
所

介
護
の
事
業

と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い

て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
場
合
に

つ
い
て
は
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

基
準
条
例
第
６
１
条
第
１
項
か
ら
第
６
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準

を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準
条
例
第
８
０
条
第

１
項
か
ら
第

６
項
ま

で
に
規

定
す
る
人
員

に
関
す
る

基
準

を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、

前
各
項

に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し

て
い

る
も

の
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
管
理
者
）
 

（
管
理
者
）
 

第
６
条
 
（
略
）
 

第
６
条
 
（
略
）
 

２
 
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者

は
、
適
切
な
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
提
供

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
別
に
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

２
 
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護

事
業
所
の

管
理
者

は
、
適
切
な
単
独
型
・

併
設
型
指
定

介
護
予

防
認
知

症
対
応
型
通

所
介
護
を

提
供

す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
及
び
経
験

を
有
す

る
者
で

あ
つ
て
、
地

域
指
定
密

着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
１

８
年

厚
生

労
働
省
令
第
３
４
号
。
以
下

「
省
令

」
と
い
う
。
）
第
６
条
第
２

項
の

規
定

に
よ

り
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
研

修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

（
設
備
及
び
備
品
等
）
 

（
設
備
及
び
備
品
等
）
 

第
７
条
 
（
略
）
 

第
７
条
 
（
略
）
 

２
 
前
項
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

２
 
前
項
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、

次
の
と
お
り

と
す
る
。
 

（
１
）
 
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
 

（
１
）
 
食
堂
及
び
機

能
訓
練
室
 

ア
 
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
広
さ
を

有
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
合
計
し
た
面
積
は
、
３
平
方
メ
ー
ト
ル
に
利
用
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面

積
以
上
と
す
る
こ
と
。
 

ア
 
食
堂
及
び
機
能
訓

練
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ

必
要
な

広
さ
を
有
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
合
計
し
た
面
積

は
、
３
平
方

メ
ー
ト
ル
に
利

用
定
員
を

乗
じ
て
得

た
面

積
以
上
と
す
る
こ
と

。
 

イ
 
ア
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
食
事
の
提
供
の

イ
 
ア
 
 
 
 
 
 
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
食
事
の
提
供
の
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

際
に
は
そ
の
提
供
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
機
能
訓
練
を

行
う
際
に
は
そ
の
実
施
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
同
一
の
場
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

際
に
は
そ
の
提
供
に

支
障
が
な
い
広

さ
を
確
保
で

き
、
か
つ

、
機

能
訓

練
を

行
う
際
に
は
そ
の
実

施
に
支
障
が
な

い
広
さ
を
確

保
で
き
る

場
合

に
あ

つ
て

は
、
同
一
の
場
所
と

す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

（
２
）
 
相
談
室
 
遮
蔽
物
 
 
の
設
置
等
に
よ
り
相
談
の
内
容
が
漏
え
い
し
な
い

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

（
２
）
 
相
談
室
 
遮
へ
い

物
の

設
置

等
に

よ
り
相
談

の
内
容
が
漏

え
い
し
な
い

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

３
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

４
 
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
第
１
項
に
掲
げ
る
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜

に
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
き
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
開
始

前
に
町
長
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
 

（
新
設
）
 

５
 
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い

て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

基
準
条
例
第
６
３
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準

を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
単
独
型
・
併
設
型
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護

事
業
者
が

単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対

応
型
通

所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併

せ
て

受
け

、
か

つ
、
単
独
型
・
併
設
型
指
定

介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

の
事

業
と

単
独

型
・
併
設
型
指
定
認
知
症
対

応
型
通

所
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の

事
業

所
に

お
い

て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
場
合

に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

基
準
条
例
第
８
２
条
第
１
項

か
ら
第

３
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備

に
関

す
る

基
準

を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
３
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ

と
が
で

き
る
。
 

（
従
業
者
の
員
数
）
 

（
従
業
者
の
員
数
）
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

第
８
条
 
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
基
準
条
例
第
１
０
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
事
業
所
（
第
７
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
次
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
居
間

若
し
く
は
食
堂
又
は
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

基
準
条
例
第
１
２
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
い

う
。
次
条
第
１
項
及
び
第
４
４
条
第
６
項
第
２
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例

第
１
４
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い

う
。
次
条
第
１
項
及
び
第
４
４
条
第
６
項
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
食
堂
若

し
く
は
共
同
生
活
室
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
又
は
施
設
の
利
用
者
、
入
居

者
又
は
入
所
者
と
と
も
に
行
う
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
以
下

「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行

う
者
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い

う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
利

用
者
、
当
該
入
居
者
又
は
当
該
入
所
者
の
数
と
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
（
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
事
業
者
が
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
６
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対

第
８
条
 
指
定
認
知
症
対
応

型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
地

域
密

着
型

サ
ー
ビ

ス
基
準
条
例
第
１
２
９
条
第
１
項
に

規
定
す

る
指
定

認
知
症
対
応

型
共
同
生

活
介

護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
認

知
症

対
応

型
共

同
生
活
介
護
事
業
所
（
第
７

１
条
第

１
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護

予
防

認
知

症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

を
い
う

。
次
条
第
１
項
に
お
い
て
同

じ
。

）
の

居
間

若
し
く
は
食
堂
又
は
指
定
地

域
密
着

型
特
定
施
設
（
指
定
地
域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

基
準
条
例
第
１
４
８
条
第
１

項
に
規

定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
特

定
施

設
を

い

う
。
次
条
第
１
項
及
び
第
４

４
条
第

６
項
第
２
号
に
お
い
て
同
じ

。
）

若
し

く
は

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施

設
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス

基
準

条
例

第
１
６
９
条
第
１
項
に
規
定

す
る
指

定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福

祉
施

設
を

い

う
。
次
条
第
１
項
及
び
第
４

４
条
第

６
項
第
３
号
に
お
い
て
同
じ

。
）

の
食

堂
若

し
く
は
共
同
生
活
室
に
お
い

て
、
こ

れ
ら
の
事
業
所
又
は
施
設
の

利
用

者
、

入
居

者
又
は
入
所
者
と
と
も
に
行

う
指
定

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通

所
介

護
（

以
下

「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認

知
症
対

応
型
通
所
介
護
」
と
い
う
。

）
の

事
業

を
行

う
者
（
以
下
「
共
用
型
指
定

介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業

者
」

と
い

う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う

事
業
所

（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護

予
防

認
知

症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と

い
う
。

）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員

数
は

、
当

該
利

用
者
、
当
該
入
居
者
又
は
当

該
入
所

者
の
数
と
当
該
共
用
型
指
定

介
護

予
防

認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用

者
（
当

該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認

知
症

対
応

型
通

所
介
護
事
業
者
が
共
用
型
指

定
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者

（
指

定
地

域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第

８
３
条

第
１
項
に
規
定
す
る
共
用
型

指
定

認
知

症
対
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

応
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
共
用
型
指
定
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
（
同
項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
。

次
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
を
合
計
し
た
数
に
つ
い
て
、
第
７
１
条
又

は
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
０
１
条
、
第
１
２
１
条
若
し
く
は

第
１
４
１
条
の
規
定
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。
 

応
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応

型
通
所
介
護
の
事
業
と
共
用

型
指

定
認

知
症

対
応
型
通
所
介
護
（
同
項
に

規
定
す

る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応

型
通

所
介

護
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事

業
と
が

同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的

に
運

営
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は

、
当
該

事
業
所
に
お
け
る
共
用
型
指

定
介

護
予

防
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は

共
用
型

指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
の

利
用

者
。

次
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
の

数
を
合
計
し
た
数
に
つ
い
て

、
第

７
１

条
又

は
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
基
準

条
例
第
１
２
９
条
、
第
１
４

９
条

若
し

く
は

第
１
７
０
条
の
規
定
を
満
た

す
た
め

に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。

 

２
 
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
用
型
指
定
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
共
用
型
指
定
介
護

予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
６
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
人

員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し

て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護

事
業
者
が

共
用
型
指

定
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
者
の
指
定

を
併
せ

て
受
け

、
か
つ
、
共

用
型
指
定

介
護

予
防
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
の
事

業
と
共

用
型
指

定
認
知
症
対

応
型
通
所

介
護

の
事
業
と
が
同
一
の
事

業
所
に
お
い

て
一
体

的
に
運

営
さ
れ
て
い

る
場
合
に

つ
い

て
は
、
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス

基
準
条

例
第
８

３
条
第
１
項

に
規
定
す

る
人

員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す

こ
と
を

も
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る

基
準

を
満

た
し

て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と

が
で
き

る
。
 

（
利
用
定
員
等
）
 

（
利
用
定
員
等
）
 

第
９
条
 
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
利
用
定
員

（
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時

に
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
利
用
者
の
数
の
上
限
を
い
う
。
）
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

第
９
条
 
共
用
型
指
定
介
護

予
防
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
の

利
用

定
員

（
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応

型
通
所

介
護
事
業
所

に
お
い
て

同
時

に
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通

所
介
護

の
提
供
を
受

け
る
こ
と

が
で

き
る
利
用
者
の
数
の
上
限
を
い
う
。

）
は
、

指
定
認

知
症
対
応
型

共
同
生
活

介
護
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差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

事
業
所
又
は
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
は

共
同
生
活
住
居
（
法
第
８
条
第
２
０
項
又
は
法
第
８
条
の
２
第
１
５
項
に
規
定
す

る
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
を
い
う
。
）
ご
と
に
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施

設
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
６
８
条
に
規

定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
ご
と
に
１
日
当
た
り
３
人
以
下
と
し
、
ユ
ニ

ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
当

該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
居
者
の
数
と
当
該
共

用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
の
数
の
合
計
が
１
日
当

た
り
１
２
人
以
下
と
な
る
数
と
す
る
。
 

事
業
所
、
 
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設

又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
と
に
１
日
当
た
り
３
人
以
下
と
す
る
。
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

（
管
理
者
）
 

（
管
理
者
）
 

第
１
０
条
 
（
略
）
 

第
１
０
条
 
（
略
）
 

２
 
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
適
切

な
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
第
６
条
第
２
項
に
規
定
す
る
町
長
 
 
 
 
 

 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
共
用
型
指
定
介
護
予
防

認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の

管
理

者
は

、
適
切

な
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通

所
介
護

を
提
供
す
る

た
め
に
必

要
な

知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ

て
、
第

６
条
第

２
項
に
規
定

す
る
厚
生

労
働

大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了

し
て
い

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
）
 

（
心
身
の
状
況
等
の
把

握
）
 

第
１
６
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防

第
１
６
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通
所
介

護
事
業
者
は

、
指
定
介

護
予

防
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
つ
て
は
、
利
用
者
に
係
る
介
護
予
防
支

援
事
業
者
が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
江
差
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
２
７
年
江
差
町
条
例
第
５
号
 

 
 
 
。
以
下
「
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
３
２
条
第
９
号
に
規

定
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
を

通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
の
提
供
に

当
た
つ

て
は
、

利
用
者
に
係

る
介
護
予

防
支

援
事
業
者
が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
 
 
 
 
 
 
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護

予
防

の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す

る
基
準
（
平
成
１
８
年
厚
生

労
働

省
令

第
３

７
号
。
以
下
「
指
定
介
護
予

防
支
援

等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
３

０
条

第
９

号
に

規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

会
議
を

い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
同

じ
。

）
等

を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況

、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

、
他

の
保

健
医

療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の

利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

（
苦
情
処
理
）
 

（
苦
情
処
理
）
 

第
３
６
条
 
（
略
）
 

第
３
６
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
関
し
、
法
第
２
３
条
の
規
定
に
よ
り
町
が
行
う
文

書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め
又
は
 
 
 
 
町
の
職
員
か
ら
の
質

問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
町
が
行
う
調
査

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
町
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
つ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
者

は
、
提
供

し
た
指
定

介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
に
関
し

、
法
第

２
３
条

の
規
定
に
よ

り
町
が
行

う
文

書
そ
の
他
の
物
件
の
提

出
若
し
く
は

提
示
の

求
め
又

は
当
該
町
の

職
員
か
ら

の
質

問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、

及
び
利

用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て

町
が

行
う

調
査

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
町

か
ら
指

導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合

に
お

い
て

は
、

当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
つ

て
必
要

な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
 

４
～
６
 
（
略
）
 

４
～
６
 
（
略
）
 

（
地
域
と
の
連
携
等
）
 

（
地
域
と
の
連
携
等
）
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

第
３
９
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
つ
て
は
、
利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、

地
域
住
民
の
代
表
者
、
町
の
職
員
（
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
事
業
所
が
町
の
区
域
外
に
所
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
）

又
は
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
所
在
す
る
区
域

を
管
轄
す
る
法
第
１
１
５
条
の
４
６
第
１
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
等

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営
推
進
会
議
」
と
い

う
。
）
を
設
置
し
、
お
お
む
ね
６
月
に
１
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動

状
況
を
報
告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
運
営
推
進

会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
３
９
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護

事
業
者
は

、
指
定
介

護
予
防

認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
の
提
供
に

当
た
つ

て
は
、

利
用
者
、
利

用
者
の
家

族
、

地
域
住
民
の
代
表
者
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
町
の

職
員
又
は
当
該
指
定
介
護
予

防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所

が
所

在
す

る
区

域
を
管
轄
す
る
法
第
１
１
５

条
の
４

６
第
１
項
に
規
定
す
る
地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
の
職
員
、
介
護
予
防
認

知
症
対

応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知

見
を

有
す

る
者

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議

会
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営

推
進

会
議

」
と

い
う
。
）
を
設
置
し
、
お
お

む
ね
６

月
に
１
回
以
上
、
運
営
推
進

会
議

に
対

し
活

動
状
況
を
報
告
し
、
運
営
推

進
会
議

に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と

も
に

、
運

営
推

進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、

助
言
等

を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
・
３
 
（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

４
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当

た
つ
て
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
関
す
る
利
用

者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
 
 
町
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業

そ
の
他
の
町
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
者

は
、
そ
の

事
業
の
運

営
に
当

た
つ
て
は
、
提
供
し
た

指
定
介
護
予

防
認
知

症
対
応

型
通
所
介
護

に
関
す
る

利
用

者
か
ら
の
苦
情
に
関
し

て
、
町
等
が

派
遣
す

る
者
が

相
談
及
び
援

助
を
行
う

事
業

そ
の
他
の
町
が
実
施
す
る
事

業
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

５
 
（
略
）
 

５
 
（
略
）
 

（
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
）
 

（
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通

所
介
護

の
具
体

的
取
扱
方
針

）
 

第
４
２
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
方
針
は
、
第
４
条
に
規
定

第
４
２
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通
所
介

護
の
方
針
は

、
第
４
条

に
規

定
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江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る

と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

す
る
基
本
方
針
及
び
前

条
に
規
定
す

る
基
本

取
扱
方

針
に
基
づ
き

、
次
に
掲

げ
る

と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（
略
）
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（

略
）
 

（
３
）
 
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
内
容

に
沿
つ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
３
）
 
介
護
予
防
認
知
症

対
応

型
通

所
介

護
計
画
は

、
既
に
介
護

予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
内
容

に
沿
つ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

（
４
）
～
（
１
４
）
 
（
略
）
 

（
４
）
～
（
１
４
）
 

（
略
）
 

（
従
業
者
の
員
数
等
）
 

（
従
業
者
の
員
数
等
）
 

第
４
４
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下

「
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事

業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」

と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提

供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」

と
い
う
。
）
の
員
数
は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
以
外
の
時
間
帯
に
指
定
介
護

予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
通
い
サ
ー
ビ
ス
（
登
録
者

（
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
利
用
す
る
た
め
に
指
定
介
護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
登
録
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に

通
わ
せ
て
行
う
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

第
４
４
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
の
事
業

を
行
う
者

（
以

下

「
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居

宅
介
護
事
業

者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事

業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定

介
護
予
防

小
規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
事

業
所

」

と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ

き
指
定
介

護
予
防
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提

供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下

「
介
護
予

防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」

と
い
う
。
）
の
員
数
は
、
夜

間
及
び
深

夜
の
時
間
帯

以
外
の
時
間
帯
に
指
定
介
護

予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
の
提

供
に
当
た
る

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
従
業
者
に
つ
い
て

は
、
常
勤

換
算
方
法
で

、
通
い
サ
ー
ビ
ス
（
登
録
者

（
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居

宅
介
護
を
利

用
す
る
た
め
に
指
定
介
護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所

に
登
録
を
受

け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
指

定
介
護
予

防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に

通
わ
せ
て
行
う
介
護
予
防
小

規
模
多
機

能
型
居
宅
介

護
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
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改
正
後
 

改
正

前
 

お
い
て
同
じ
。
）
の
提
供
に
当
た
る
者
を
そ
の
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
７
４
条
第
１
項
 
 
に
規
定
す
る
指
定

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

事
業
と
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条

例
第
７
３
条
 
 
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営

さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
又
は
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ

の
節
及
び
次
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
が
３
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
１

以
上
及
び
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
が
登

録
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、
当
該
居
宅
に
お
い
て
行
う
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
（
第
７
項
に
規
定
す
る
本
体
事
業
所
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
つ
て
は
当
該
本
体
事
業
所
に
係
る
同
項
に
規
定
す

る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
者

の
居
宅
に
お
い
て
行
う
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
、
同
項
に

規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に

あ
つ
て
は
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
本
体
事
業
所
及
び
当
該
本
体
事
業
所
に
係
る
他
の
同

項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

お
い
て
同
じ
。
）
の
提

供
に
当
た
る

者
を
そ

の
利
用

者
（
当
該
指

定
介
護
予

防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
者
が

指
定
小

規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
事
業

者

（
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
基
準

条
例
第

１
０
１

条
第
１
項
に

規
定
す
る

指
定

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
者

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て

同
じ

。
）

の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
指

定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居

宅
介

護
の

事
業
と
指
定
小
規
模
多
機
能

型
居
宅

介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ

ス
基

準
条

例
第
１
０
０
条
に
規
定
す
る

指
定
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を

い
う

。
以

下
こ

の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

事
業
と

が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て

一
体

的
に

運
営

さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当

該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介

護
予

防
小

規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
又
は
指

定
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
利

用
者

。
以

下
こ

の
節
及
び
次
節
に
お
い
て
同

じ
。
）

の
数
が
３
又
は
そ
の
端
数
を

増
す

ご
と

に
１

以
上
及
び
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（

介
護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
従

業
者

が
登

録
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、
当

該
居
宅

に
お
い
て
行
う
介
護
予
防
小

規
模

多
機

能
型

居
宅
介
護
（
第
７
項
に
規
定

す
る
本

体
事
業
所
で
あ
る
指
定
介
護

予
防

小
規

模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に

あ
つ
て

は
当
該
本
体
事
業
所
に
係
る

同
項

に
規

定
す

る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護

予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所

の
登

録
者

の
居
宅
に
お
い
て
行
う
指
定

介
護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
を

、
同

項
に

規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指

定
介
護

予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護

事
業

所
に

あ
つ
て
は
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト

型
指
定

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅

介
護

事
業

所
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る

本
体
事

業
所
及
び
当
該
本
体
事
業
所

に
係

る
他

の
同

項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト

型
指
定

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅

介
護

事
業
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対
照
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改
正
後
 

改
正

前
 

所
の
登
録
者
の
居
宅
に
お
い
て
行
う
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
提
供
に
当
た
る
者
を

１
以
上
と
し
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者

に
つ
い
て
は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
勤
務
（
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る

勤
務
（
宿
直
勤
務
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
５
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
当
た
る

者
を
１
以
上
及
び
宿
直
勤
務
に
当
た
る
者
を
当
該
宿
直
勤
務
に
必
要
な
数
以
上
と

す
る
。
 

所
の
登
録
者
の
居
宅
に

お
い
て
行
う

指
定
介

護
予
防

小
規
模
多
機

能
型
居
宅

介
護

を
含
む
。
）
を
い
う
。

以
下
こ
の
章

に
お
い

て
同
じ

。
）
の
提
供

に
当
た
る

者
を

１
以
上
と
し
、
夜
間
及

び
深
夜
の
時

間
帯
を

通
じ
て

指
定
介
護
予

防
小
規
模

多
機

能
型
居
宅
介
護
の
提
供

に
当
た
る
介

護
予
防

小
規
模

多
機
能
型
居

宅
介
護
従

業
者

に
つ
い
て
は
、
夜
間
及

び
深
夜
の
勤

務
（
夜

間
及
び

深
夜
の
時
間

帯
に
行
わ

れ
る

勤
務
（
宿
直
勤
務
を
除

く
。
）
を
い

う
。
第

５
項
に

お
い
て
同
じ

。
）
に
当

た
る

者
を
１
以
上
及
び
宿
直

勤
務
に
当
た

る
者
を

当
該
宿

直
勤
務
に
必

要
な
数
以

上
と

す
る
。
 

２
～
６
 
（
略
）
 

２
～
６
 
（
略
）
 

７
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
で

あ
つ
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
そ
の
他
の
保
健
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る

事
業
に
つ
い
て
３
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
者
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
８
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該
指
定
介
護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
以
外
の
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
同
項
に

規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て

当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
対
し
て
指
定
介
護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
係
る
支
援
を
行
う
も
の
（
以
下
「
本
体

７
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
サ
テ
ラ
イ
ト
型

指
定
介
護

予
防
小
規

模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所

（
指
定
介
護

予
防
小

規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
事
業

所
で

あ
つ
て
、
指
定
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業

等
そ
の

他
の
保

健
医
療
又
は

福
祉
に
関

す
る

事
業
に
つ
い
て
３
年
以

上
の
経
験
を

有
す
る

指
定
介

護
予
防
小
規

模
多
機
能

型
居

宅
介
護
事
業
者
又
は
指

定
看
護
小
規

模
多
機

能
型
居

宅
介
護
事
業

者
（
指
定

地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

条
例
第
２
１

０
条
第

１
項
に

規
定
す
る
指

定
看
護
小

規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者

を
い
う

。
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当

該
指

定
介

護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業

所
以
外
の
指
定
介
護
予
防
小

規
模

多
機

能
型

居
宅
介
護
事
業
所
又
は
指
定

看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所

（
同

項
に

規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模

多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う

。
）

で
あ

つ
て

当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
に
対
し

て
指

定
介

護
予

防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
提

供
に
係
る
支
援
を
行
う
も
の

（
以

下
「

本
体
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改
正
後
 

改
正

前
 

事
業
所
」
と
い
う
。
）
と
の
密
接
な
連
携
の
下
に
運
営
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
置
く
べ
き
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
本
体
事
業
所
の
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ

ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
者
の
処
遇

が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
１
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
所
」
と
い
う
。
）

と
の
密
接
な

連
携
の

下
に
運

営
さ
れ
る
も

の
を
い
う

。
以

下
同
じ
。
）
に
置
く
べ

き
訪
問
サ
ー

ビ
ス
の

提
供
に

当
た
る
介
護

予
防
小
規

模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業

者
に
つ
い
て

は
、
本

体
事
業

所
の
職
員
に

よ
り
当
該

サ
テ

ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予

防
小
規
模
多

機
能
型

居
宅
介

護
事
業
所
の

登
録
者
の

処
遇

が
適
切
に
行
わ
れ
る
と

認
め
ら
れ
る

と
き
は

、
１
人

以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
 

８
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
本
体

事
業
所
に
お
い
て
宿
直
勤
務
を
行
う
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業

者
又
は
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

基
準
条
例
第
１
８
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従

業
者
を
い
う
。
）
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
宿
直
勤
務
を
行
う
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

８
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
サ
テ
ラ
イ
ト
型

指
定
介
護

予
防
小
規

模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所

に
つ
い
て
は

、
夜
間

及
び
深

夜
の
時
間
帯

を
通
じ
て

本
体

事
業
所
に
お
い
て
宿
直

勤
務
を
行
う

介
護
予

防
小
規

模
多
機
能
型

居
宅
介
護

従
業

者
又
は
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
従

業
者
（

指
定
地
域
密

着
型
サ
ー

ビ
ス

基
準
条
例
第
２
１
０
条

第
１
項
に
規

定
す
る

看
護
小

規
模
多
機
能

型
居
宅
介

護
従

業
者
を
い
う
。
）
に
よ
り
当

該
サ
テ

ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小

規
模

多
機

能
型

居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
者

の
処
遇

が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め

ら
れ

る
と

き

は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間

帯
を
通

じ
て
宿
直
勤
務
を
行
う
介
護

予
防

小
規

模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を

置
か
な

い
こ
と
が
で
き
る
。
 

９
・
１
０
 
（
略
）
 

９
・
１
０
 
（
略
）
 

１
１
 

前
項
の
介
護
支
援
専
門
員
は
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
に
町
長
 

 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

１
１
 
前
項
の
介
護
支
援
専

門
員
は

、
省
令
第
４
４
条
第
１
１
項

に
よ

り
別

に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を

修
了
し

て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。
 

１
２
 
第
１
０
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
本
体
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
に

よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の

登
録
者
に
対
し
て
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
が
適

１
２
 
第
１
０
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
サ
テ
ラ

イ
ト
型
指
定

介
護
予
防

小
規

模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

に
つ
い
て

は
、
本
体
事

業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
に

よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指

定
介
護
予

防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の

登
録
者
に
対
し
て
指
定
介
護

予
防
サ
ー

ビ
ス
等
の
利

用
に
係
る
計
画
の
作
成
が
適
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改
正
後
 

改
正

前
 

切
に
行
わ
れ
る
と
き
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
代
え
て
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
計
画
の
作
成
に
専
ら
従
事
す
る
前
項
の
別
に
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定

め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
（
第
６
７
条
第
３
号
に
お
い
て
「
研
修
修
了
者
」

と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

切
に
行
わ
れ
る
と
き
は

、
介
護
支
援

専
門
員

に
代
え

て
、
介
護
予

防
小
規
模

多
機

能
型
居
宅
介
護
計
画
の

作
成
に
専
ら

従
事
す

る
前
項

の
別
に
厚
生

労
働
大
臣

が
定

め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る

者
（
第

６
７
条
第
３
号
に
お
い
て
「

研
修

修
了

者
」

と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
が

で
き
る

。
 

１
３
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が
指
定
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
と
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
と
が
同
一

の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
７
４
条
第
１
項
 
 
か
ら
第
１
２
項
ま
で
に
規
定
す

る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を

満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

１
３
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事

業
者
が
指

定
小
規
模

多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
者
の

指
定
を
併
せ

て
受
け

、
か
つ

、
指
定
介
護

予
防
小
規

模
多

機
能
型
居
宅
介
護
の
事

業
と
指
定
小

規
模
多

機
能
型

居
宅
介
護
の

事
業
と
が

同
一

の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的
に
運
営

さ
れ
て

い
る
場

合
に
つ
い
て

は
、
指
定

地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

条
例
第
１
０

１
条
第

１
項
か

ら
第
１
２
項

ま
で
に
規

定
す

る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満

た
す
こ

と
を
も
つ
て
、
前
各
項
に
規

定
す

る
基

準
を

満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な

す
こ
と

が
で
き
る
。
 

（
管
理
者
）
 

（
管
理
者
）
 

第
４
５
条
 
（
略
）
 

第
４
５
条
 
（
略
）
 

２
 
前
項
本
文
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
８
２
条
第
１
項
 
 

 
 
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
本
体
事
業
所
の
管
理
者
を
も
つ
て
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
前
項
本
文
及
び
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
基
準

条
例
第
２

１
１
条
第

１
項
本

文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

指
定
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介

護
事

業
所

の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合

は
、
サ

テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防

小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理

者
は
、

本
体
事
業
所
の
管
理
者
を
も

つ
て

充
て

る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
前
２
項
の
管
理
者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
老
人
福
祉
法
第
２
０
条
の
２
の
２
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

３
 
前
２
項
の
管
理
者
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

、
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス

セ
ン

タ

ー
（
老
人
福
祉
法
第
２
０
条

の
２
の
２

に
規
定
す
る

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
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改
正
後
 

改
正

前
 

ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
、
指
定
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
指
定
介
護

予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
又
は
訪
問
介
護
員
等
（
介

護
福
祉
士
又
は
法
第
８
条
第
２
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
次
条
、

第
７
２
条
第
２
項
及
び
第
７
３
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
３
年
以
上
認
知
症

で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
に
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指
定
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事

業
所
、

指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、

指
定

介
護

予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事

業
所
等
の
従
業
者
又
は
訪
問

介
護

員
等

（
介

護
福
祉
士
又
は
法
第
８
条
第

２
項
に

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

を
い

う
。
次
条

、

第
７
２
条
第
２
項
及
び
第
７

３
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
３

年
以

上
認

知
症

で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し

た
経
験

を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
省

令
第

４
５

条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
厚

生
労
働

大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了

し
て

い
る

も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
の
代
表
者
）
 

（
指
定
介
護
予
防
小
規

模
多
機
能
型

居
宅
介

護
事
業

者
の
代
表
者

）
 

第
４
６
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
の
代
表
者
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
医
療
院
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複
合
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者

若
し
く
は
訪
問
介
護
員
等
と
し
て
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
者
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
経
営
に
携
わ
つ

た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
に
町
長
 
 
 
 
 

 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
４
６
条
 
指
定
介
護
予
防

小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者

の
代

表
者

は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老

人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老

人
保
健
施

設
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防

小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

等
の

従
業

者
若

し
く
は
訪
問
介
護
員
等
と
し

て
認
知

症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事

し
た

経
験

を
有

す
る
者
又
は
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
若

し
く
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
経

営
に

携
わ

つ
た

経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て

、
省
令

第
４
６
条
の
規
定
に
よ
り
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し

て
い
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
 

（
登
録
定
員
及
び
利
用
定
員
）
 

（
登
録
定
員
及
び
利
用

定
員
）
 

第
４
７
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
は
、
そ
の
登
録
定

員
（
登
録
者
の
数
（
当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定

第
４
７
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所

は
、
そ
の

登
録

定

員
（
登
録
者
の
数
（
当
該
指

定
介
護
予

防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業

者
の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
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人
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設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
と
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
登
録
者
の
数
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
７
７
条
第

１
項
 
 
に
規
定
す
る
登
録
者
の
数
の
合
計
数
）
の
上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
２
９
人
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
つ
て
は
、
１
８
人
）
以
下
と
す
る
。
 

介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介

護
の
事

業
と
指

定
小
規
模
多

機
能
型
居

宅
介

護
の
事
業
と
が
同
一
の

事
業
所
に
お

い
て
一

体
的
に

運
営
さ
れ
て

い
る
場
合

に
あ

つ
て
は
、
登
録
者
の
数

及
び
指
定
地

域
密
着

型
サ
ー

ビ
ス
基
準
条

例
第
１
０

１
条

第
１
項
に
規
定
す
る
登
録
者

の
数
の

合
計
数
）
の
上
限
を
い
う
。

以
下

こ
の

章
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
２
９
人

（
サ
テ

ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小

規
模

多
機

能
型

居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
つ
て

は
、
１

８
人
）
以
下
と
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

（
設
備
及
び
備
品
等
）
 

（
設
備
及
び
備
品
等
）
 

第
４
８
条
 
（
略
）
 

第
４
８
条
 
（
略
）
 

２
 
前
項
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

２
 
前
項
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、

次
の
と
お
り

と
す
る
。
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
宿
泊
室
 

（
２
）
 
宿
泊
室
 

ア
 
一
の
宿
泊
室
の
定
員
は
、
１
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
上
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
２
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

ア
 
一
の
宿
泊
室
の
定

員
は
、
１
人

と
す
る
。
た
だ

し
、
利
用
者

の
処
遇
上

必

要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
２
人

と
す
る
こ
と
が

で
き
る
も

の
と
す
る

。
 

イ
 
一
の
宿
泊
室
の
床
面
積
は
、
７
．
４
３
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

イ
 
一
の
宿
泊
室
の
床

面
積
は
、
７

．
４
３
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上

と
し
な
け

れ

ば
な
ら
な
い
。
 

ウ
 
ア
及
び
イ
の
基
準
を
満
た
す
宿
泊
室
（
以
下
「
個
室
」
と
い
う
。
）
以
外

の
宿
泊
室
を
設
け
る
場
合
は
、
個
室
以
外
の
宿
泊
室
の
面
積
を
合
計
し
た
面

積
は
、
お
お
む
ね
７
．
４
３
平
方
メ
ー
ト
ル
に
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員

か
ら
個
室
の
定
員
数
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
と
す
る
も
の
と

ウ
 
ア
及
び
イ
 
 
 
 
 
 
を
満
た
す
宿
泊
室
（
以
下
「
個
室
」
と
い
う
。
）
以
外

の
宿
泊
室
を
設
け

る
場
合
は

、
個
室
以

外
の

宿
泊
室
の

面
積
を
合
計

し
た
面

積
は
、
お
お
む
ね

７
．
４
３

平
方
メ
ー

ト
ル

に
宿
泊
サ

ー
ビ
ス
の
利

用
定
員

か
ら
個
室
の
定
員

数
を
減
じ

た
数
を
乗

じ
て

得
た
面
積

以
上
と
す
る

も
の
と
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改
正
後
 

改
正

前
 

し
、
そ
の
構
造
は
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

し
、
そ
の
構
造
は
利

用
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確

保
さ
れ
た

も
の

で
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

エ
 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
居
間
に
つ
い
て
は
、
ウ
の
個
室
以
外
の
宿

泊
室
の
面
積
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

エ
 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

確
保
さ
れ
た

居
間
に
つ
い
て

は
、
ウ
の
個

室
以
外
の

宿

泊
室
の
面
積
に
含
め

る
こ
と
が
で

き
る
。
 

３
・
４
 
（
略
）
 

３
・
４
 
（
略
）
 

５
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
が
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
の
事
業
と
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の

事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
７
８
条
第
１
項
 
 
か
ら
第
４
項
ま
で
に
規
定
す
る
設

備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業

者
が
指
定

小
規
模
多

機
能
型

居
宅
介
護
事
業
者
の
指

定
を
併
せ
て

受
け
、

か
つ
、

指
定
介
護
予

防
小
規
模

多
機

能
型
居
宅
介
護
の
事
業

と
指
定
小
規

模
多
機

能
型
居

宅
介
護
の
事

業
と
が
同

一
の

事
業
所
に
お
い
て
一
体

的
に
運
営
さ

れ
て
い

る
場
合

に
つ
い
て
は

、
指
定
地

域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条

例
第
１
０
５

条
第
１

項
か
ら

第
４
項
ま
で

に
規
定
す

る
設

備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す

こ
と
を

も
つ
て
、
前
各
項
に
規
定
す

る
基

準
を

満
た

し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ

と
が
で

き
る
。
 

（
非
常
災
害
対
策
）
 

（
非
常
災
害
対
策
）
 

第
５
９
条
 
（
略
）
 

第
５
９
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
第
１
項
に
規
定
す
る

訓
練
の
実
施
に
当
た
つ
て
は
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業

者
は
、
第

１
項
に
規

定
す
る

訓
練
の
実
施
に
当
た
つ

て
、
地
域
住

民
の
参

加
が
得

ら
れ
る
よ
う

連
携
に
努

め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
協
力
医
療
機
関
等
）
 

（
協
力
医
療
機
関
等
）
 

第
６
０
条
 
（
略
）
 

第
６
０
条
 
（
略
）
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び
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営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
確
保
、
夜
間
に
お
け
る
緊
急
時
の
対
応
等
の
た
め
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
、
病
院
等
と
の
間
の
連
携
及
び
支
援
の
体
制

を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業

者
は
、
サ

ー
ビ
ス
の

提
供
体

制
の
確
保
、
夜
間
に
お

け
る
緊
急
時

の
対
応

等
の
た

め
、
介
護
老

人
福
祉
施

設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
病
院
等
と
の
間
の
連
携
及
び
支
援
の
体
制

を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
 

（
記
録
の
整
備
）
 

（
記
録
の
整
備
）
 

第
６
４
条
 
（
略
）
 

第
６
４
条
 
（
略
）
 

２
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指

定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を

整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
５
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事

業
者
は
、
利

用
者
に
対

す
る

指

定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介

護
の
提
供
に

関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を

整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か

ら
５
年
間

保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
～
（
７
）
 
（
略
）
 

（
１
）
～
（
７
）
 
（

略
）
 

（
８
）
 
第
３
９
条
第
２
項
に
規
定
す
る
報
告
、
評
価
、
要
望
、
助
言
等
の
記
録
 

（
８
）
 
第
６
２
条
第
２
項

に
規
定

す
る
報
告
、
評
価
、
要
望
、

助
言

等
の

記
録
 

（
準
用
）
 

（
準
用
）
 

第
６
５
条
 
第
１
１
条
か
ら
第
１
５
条
ま
で
、
第
２
１
条
、
第
２
３
条
、
第
２
４
条
、

第
２
６
条
、
第
２
８
条
及
び
第
３
１
条
か
ら
第
３
８
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
１
１
条
第
１
項
中
「
第
２
７
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の

は
「
運
営
規
程
（
第
５
７
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
い
う
。
第

３
２
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業

者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
２

第
６
５
条
 
第
１
１
条
か
ら
第
１
５

条
ま
で
、
第

２
１
条

、
第
２
３
条

、
第
２
４

条
、

第
２
６
条
、
第
２
８
条

及
び
第
３
１

条
か
ら

第
３
８

条
ま
で
の
規

定
は
、
指

定
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

の
事
業

に
つ
い

て
準
用
す
る

。
こ
の
場

合
に

お
い
て
、
第
１
１
条
第

１
項
中
「
第

２
７
条

に
規
定

す
る
運
営
規

程
」
と
あ

る
の

は
「
第
５
７
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
と
、
「
介
護
予
防

認
知
症
対

応
型
通
所

介
護
従
業
者

」

と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
小

規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」

と
、

第
２

６
条
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後
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正

前
 

６
条
第
２
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
３
章
第
４
節
」
と
、
第
２
８
条
第

３
項
及
び
第
３
２
条
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
３
９
条
第
１
項

中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、

「
６
月
」
と
あ
る
の
は
「
２
月
」
と
、
「
活
動
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
通
い
サ
ー

ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
回
数
等
の
活
動
状
況
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。
 

第
２
項
中
「
こ
の
節
」

と
あ
る
の
は

「
第
３

章
第
４

節
」
と
、
第

２
８
条
第

３
項

及
び
第
３
２
条
中
「
介

護
予
防
認
知

症
対
応

型
通
所

介
護
従
業
者

」
と
あ
る

の
は

「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
 

（
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
）
 

（
指
定
介
護
予
防
小
規

模
多
機
能
型

居
宅
介

護
の
基

本
取
扱
方
針

）
 

第
６
６
条
 
（
略
）
 

第
６
６
条
 
（
略
）
 

２
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ

の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業

者
は
、
自

ら
そ
の
提

供
す
る

指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居

宅
介
護

の
質
の

評
価
を
行
う

と
と
も
に

、
定

期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評

価
を
受

け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
公

表
し

、
常

に
そ

の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

。
 

３
～
５
 
（
略
）
 

３
～
５
 
（
略
）
 

（
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
）
 

（
指
定
介
護
予
防
小
規

模
多
機
能
型

居
宅
介

護
の
具

体
的
取
扱
方

針
）
 

第
６
７
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
方
針
は
、
第
４
３
条
に

規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

第
６
７
条
 
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
の
方
針

は
、
第
４

３
条

に

規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前

条
に
規
定

す
る
基
本
取

扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
１
）
 
（
略
）
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後
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（
２
）
 
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の

状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
３
２
条
各
号
に

掲
げ
る
具
体
的
取
扱
方
針
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
３
３
条
各
号
に

掲
げ
る
留
意
点
に
沿
つ
て
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
計
画

を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
２
）
 
介
護
支
援
専
門
員

は
、

前
号

に
規

定
す
る
利

用
者
の
日
常

生
活
全
般
の

状
況
及
び
希
望
を
踏
ま

え
て
、
指
定

介
護
予
防
支
援

等
基
準
第
３

０
条
各
号

に

掲
げ
る
具
体
的
取
組
方
針
及
び
指

定
介
護
予
防
支

援
等
基
準

第
３
１
条

各
号
に

掲
げ
る
留
意
点
に
沿
つ
て
、
指
定

介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
の

利
用
に
係

る
計
画

を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
３
）
 
介
護
支
援
専
門
員
又
は
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
の
研
修
修
了
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
介
護
支
援
専

門
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、
第
１
号
に
規
定
す
る
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の

状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
他
の
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従

業
者
と
協
議
の
上
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
目
標
、
当

該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
基
本
と
し
つ
つ
、
利
用
者
の
日
々
の
様
態
、
希
望

等
を
勘
案
し
、
随
時
適
切
に
通
い
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
介
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
３
）
 
介
護
支
援
専
門
員

又
は
サ

テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防

小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
の
研
修
修
了

者
（
以
下

こ
の
条
に

お
い
て
「
介

護
支
援
専

門
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、
第
１

号
に
規
定

す
る
利
用

者
の
日
常
生

活
全
般
の

状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
他

の
介
護
予

防
小
規
模

多
機
能
型
居

宅
介
護
従

業
者
と
協
議
の
上
、
指
定
介
護
予

防
小
規
模

多
機
能
型

居
宅
介
護
の

目
標
、
当

該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
サ
ー

ビ
ス
の
内

容
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護

予
防
小
規

模
多
機
能

型
居
宅
介
護

計
画
を
作

成
す
る
と
も
に
、
 
 
こ
れ
を
基
本
と
し
つ
つ
、
利
用
者
の
日
々
の
様
態
、
希
望

等
を
勘
案
し
、
随
時
適
切
に
通
い

サ
ー
ビ
ス
、
訪

問
サ
ー
ビ

ス
及
び
宿

泊
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
介
護
を
行

わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
 

（
４
）
～
（
１
５
）
 
（
略
）
 

（
４
）
～
（
１
５
）
 

（
略
）
 

（
従
業
者
の
員
数
）
 

（
従
業
者
の
員
数
）
 

第
７
１
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以

下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当

該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生

第
７
１
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生

活
介
護
の
事

業
を
行
う

者
（

以

下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共

同
生
活
介
護

事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当

該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以

下
「
指
定

介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と

に
置
く
べ

き
指
定
介
護

予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
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改
正
後
 

改
正

前
 

活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数

は
、
当
該
事
業
所
を
構
成
す
る
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間

帯
以
外
の
時
間
帯
に
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
当

た
る
介
護
従
業
者
を
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
共
同
生
活
住
居
の
利
用
者
（
当

該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
０
１
条
第

１
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
の
事
業
と
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
基
準
条
例
第
１
０
０
条
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
又
は
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
７
４
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
が
３
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご

と
に
１
以
上
と
す
る
ほ
か
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
１
以
上
の
介
護

従
業
者
に
夜
間
及
び
深
夜
の
勤
務
（
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る
勤
務

（
宿
直
勤
務
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す

る
。
 

活
介
護
の
提
供
に
当
た

る
従
業
者
（

以
下
「

介
護
従

業
者
」
と
い

う
。
）
の

員
数

は
、
当
該
事
業
所
を
構

成
す
る
共
同

生
活
住

居
ご
と

に
、
夜
間
及

び
深
夜
の

時
間

帯
以
外
の
時
間
帯
に
指

定
介
護
予
防

認
知
症

対
応
型

共
同
生
活
介

護
の
提
供

に
当

た
る
介
護
従
業
者
を
、

常
勤
換
算
方

法
で
、

当
該
共

同
生
活
住
居

の
利
用
者

（
当

該
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共

同
生
活

介
護
事

業
者
が
指
定

認
知
症
対

応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者

（
指
定
地
域

密
着
型

サ
ー
ビ

ス
基
準
条
例

第
１
１
０

条
第

１
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知

症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受

け
、
か

つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応

型
共

同
生

活
介
護
の
事
業
と
指
定
認
知

症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
（
指
定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス
基
準
条
例
第
１
０
９
条

に
規
定

す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共

同
生

活
介

護
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事

業
と
が

同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的

に
運

営
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は

、
当
該

事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護

予
防

認
知

症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
又
は
指

定
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の

利
用

者
。

以
下

こ
の
条
及
び
第
７
４
条
に
お

い
て
同

じ
。
）
の
数
が
３
又
は
そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に
１
以
上
と
す
る
ほ
か
、

夜
間
及

び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て

１
以

上
の

介
護

従
業
者
に
夜
間
及
び
深
夜
の

勤
務
（

夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に

行
わ

れ
る

勤
務

（
宿
直
勤
務
を
除
く
。
）
を

い
う
。

）
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要

な
数

以
上

と
す

る
。
 

２
・
３
 
（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

４
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
、
指
定
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
前
３
項
に
定
め
る

４
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護

事
業
所
に
、

指
定
小
規

模
多

機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
併

設
さ
れ
て

い
る
場
合
に

お
い
て
、
前
３
項
に
定
め
る
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差
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定
地
域
密
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型
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護
予
防
サ
ー
ビ
ス
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事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
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予
防
サ
ー
ビ
ス
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係
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介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

員
数
を
満
た
す
介
護
従
業
者
を
置
く
ほ
か
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条

例
第
７
４
条
に
定
め
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
人
員
に
関
す

る
基
準
を
満
た
す
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を
置
い
て
い
る
と
き
は
、

当
該
介
護
従
業
者
は
、
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
職
務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

員
数
を
満
た
す
介
護
従

業
者
を
置
く

ほ
か
、

指
定
地

域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
基

準
条

例
第
８
２
条
に
定
め
る

指
定
小
規
模

多
機
能

型
居
宅

介
護
事
業
所

の
人
員
に

関
す

る
基
準
を
満
た
す
小
規
模
多

機
能
型

居
宅
介
護
従
業
者
を
置
い
て

い
る

と
き

は
、

当
該
介
護
従
業
者
は
、
当
該

指
定
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所

の
職

務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
（
略
）
 

５
 
（
略
）
 

６
 

前
項
の
計
画
作
成
担
当
者
は
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
に
町

長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

６
 
前
項
の
計
画
作
成
担
当

者
は
、

省
令
第
７
０
条
第
６
項
の
規

定
に

よ
り

別
に
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

を
修
了

し
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
 

７
～
９
 
（
略
）
 

７
～
９
 
（
略
）
 

１
０
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業

と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
０
１
条
第
１
項
か
ら
第
９
項
ま
で
に

規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る

基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

１
０
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護

事
業
者
が

指
定
認
知

症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
事
業

者
の
指
定
を

併
せ
て

受
け
、

か
つ
、
指
定

介
護
予
防

認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
の
事
業
と

指
定
認

知
症
対

応
型
共
同
生

活
介
護
の

事
業

と
が
同
一
の
事
業
所
に

お
い
て
一
体

的
に
運

営
さ
れ

て
い
る
場
合

に
つ
い
て

は
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
基
準
条

例
第
１

１
０
条

第
１
項
か
ら

第
９
項
ま

で
に

規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基

準
を
満

た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各

項
に

規
定

す
る

基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の

と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
管
理
者
）
 

（
管
理
者
）
 

第
７
２
条
 
（
略
）
 

第
７
２
条
 
（
略
）
 

２
 
共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ

２
 
共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
適

切
な
指
定
介

護
予
防
認
知

症
対
応
型

共
同

生

活
介
護
を
提
供
す
る
た
め
に

必
要
な
知

識
及
び
経
験

を
有
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
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前
 

ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
、

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
又
は
訪
問
介
護
員
等
と

し
て
、
３
年
以
上
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ

つ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
に
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研

修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護

事
業
所
等
の
従
業
者
又
は
訪

問
介

護
員

等
と

し
て
、
３
年
以
上
認
知
症
で

あ
る
者

の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す

る
者

で
あ

つ
て
、
省
令
第
７
１
条
第
２

項
の
規

定
に
よ
り
別
に
厚
生
労
働
大

臣
が

定
め

る
研

修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
の
代
表
者
）
 

（
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共

同
生
活

介
護
事

業
者
の
代
表

者
）
 

第
７
３
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
の
代
表
者
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
医
療
院
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
若
し
く

は
訪
問
介
護
員
等
と
し
て
、
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
事
業
の

経
営
に
携
わ
つ
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
に
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

第
７
３
条
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業

者
の
代
表

者
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

、
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
若
し
く

は
訪
問
介
護
員
等
と
し
て
、

認
知
症

で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し

た
経

験
を

有
す

る
者
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
若
し

く
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行

う
事

業
の

経
営
に
携
わ
つ
た
経
験
を
有

す
る
者

で
あ
つ
て
、
省
令
第
７
２
条

の
規

定
に

よ
り

別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
研
修

を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

第
７
４
条
 
（
略
）
 

第
７
４
条
 
（
略
）
 

２
～
６
 
（
略
）
 

２
～
６
 
（
略
）
 

７
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と

が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指

７
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護

事
業
者
が
指

定
認
知
症

対
応

型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
の
指

定
を
併
せ

て
受
け
、
か

つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事

業
と
指
定

認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と

が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て

一
体
的
に

運
営
さ
れ
て

い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
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照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
第
１
０
４
条
第
１
項
か
ら
第
６
項
ま
で
に
規

定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基

準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
基
準
条
例

第
１
１

３
条
第

１
項
か
ら
第

６
項
ま
で

に
規

定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準

を
満
た

す
こ
と
を
も
つ
て
、
前
各
項

に
規

定
す

る
基

準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と

み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
 

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
）
 

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁

止
）
 

第
７
８
条
 
（
略
）
 

第
７
８
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
 
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
３
月

に
１
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
従
業
者
そ
の

他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
 

（
２
）
 
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。
 

（
３
）
 
介
護
従
業
者
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の

た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。
 

（
新
設
）
 

（
協
力
医
療
機
関
等
）
 

（
協
力
医
療
機
関
等
）
 

第
８
３
条
 
（
略
）
 

第
８
３
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
の
確
保
、
夜
間
に
お
け
る
緊
急
時
の
対
応
等
の
た
め
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
、
病
院
等
と
の
間
の
連
携
及
び
支
援
の
体
制

３
 
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、

サ
ー

ビ
ス

の
提
供

体
制
の
確
保
、
夜
間
に
お
け
る
緊

急
時
の
対

応
等
の
た

め
、
介
護

老
人

福
祉

施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
病
院
等
と
の
間
の
連
携
及
び
支
援
の
体
制

96



江
差
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
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係
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介
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防
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果
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な
支
援
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関
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定
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対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

（
準
用
）
 

（
準
用
）
 

第
８
６
条
 
第
１
１
条
、
第
１
２
条
、
第
１
４
条
、
第
１
５
条
、
第
２
３
条
、
第
２

４
条
、
第
２
６
条
、
第
３
１
条
か
ら
第
３
４
条
ま
で
、
第
３
６
条
か
ら
第
３
９
条

（
第
５
項
を
除
く
。
）
ま
で
、
第
５
６
条
、
第
５
９
条
及
び
第
６
１
条
の
規
定
は
、

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
１
１
条
第
１
項
中
「
第
２
７
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」

と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
８
０
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を

い
う
。
第
３
２
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
２
６
条
第
２
項
中
「
こ
の

節
」
と
あ
る
の
は
「
第
４
章
第
４
節
」
と
、
第
３
２
条
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
３
９
条
第
１
項

中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」

と
、
「
６
月
」
と
あ
る
の
は
「
２
月
」
と
、
第
５
６
条
中
「
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
５
９
条
中
「
指

定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
８
６
条
 
第
１
１
条
、
第

１
２
条

、
第
１
４
条
、
第
１
５
条
、

第
２

３
条

、
第
２

４
条
、
第
２
６
条
、
第
３
１
条
か
ら

第
３
４

条
ま
で

、
第
３
６
条

か
ら
第
３

９
条

（
第
５
項
を
除
く
。
）
ま
で
、
第
５
６
条
、
第
５
９
条
、
第
６
１
条
 
 
の
規
定
は
、

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同

生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て

準
用

す
る

。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
１
１

条
第
１

項
中
「
第
２
７
条
に
規
定
す

る
運

営
規

程
」

と
あ
る
の
は
「
第
８
０
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
と
、
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
２
６
条
第
２
項
中
「
こ
の
節
」

と
あ
る
の
は
「
第
４
章
第
４

節
」
と

、
第
３
２
条
中
「
介
護
予
防

認
知

症
対

応
型

通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
５
６
条
中
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「

介
護
従
業
者
」
と
、
第
５
９

条
中

「
指

定
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護

事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
介

護
予

防
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
者

」
と
、
第
３
９
条
第
１
項
中

「
介

護
予

防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に

つ
い
て

知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る

の
は

「
介

護
予

防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
に

つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」

と
、

「
通

い
サ

ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

回
数
等
の
活
動
状
況
」
と
あ

る
の

は
「

活
動
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及
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並
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定
地
域
密
着
型
介
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予
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サ
ー
ビ
ス
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係
る
介
護
予
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の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

状
況
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る

。
 

附
 
則
 

附
 
則
 

（
経
過
措
置
）
 

（
経
過
措
置
）
 

２
 
介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
１
８
年
政
令
第
１
５

４
号
。
以
下
「
平
成
１
８
年
改
正
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
と
み
な
さ
れ
た
者
に
係
る
第
６

条
第
２
項
及
び
第
１
０
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
６
条
第
２
項

中
「
者
で
あ
つ
て
、
別
に
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
」

と
あ
り
、
及
び
第
１
０
条
第
２
項
中
「
者
で
あ
つ
て
、
第
６
条
第
２
項
に
規
定
す

る
町
長
 
 
 
 
 
 
 
 
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
者
」

と
す
る
。
 

２
 
介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
１

８
年
政
令

第
１
５

４
号
。
以
下
「
平
成
１

８
年
改
正
令

」
と
い

う
。
）

附
則
第
３
条

の
規
定
に

よ
り

指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
通
所

介
護
事

業
者
と

み
な
さ
れ
た

者
に
係
る

第
６

条
第
２
項
及
び
第
１
０

条
第
２
項
の

規
定
の

適
用
に

つ
い
て
は
、

第
６
条
第

２
項

中
「
者
で
あ
つ
て
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
研
修
を

修
了
し
て

い
る
も
の
」

と
あ
り
、
及
び
第
１
０
条
第

２
項
中

「
者
で
あ
つ
て
、
第
６
条
第

２
項

に
規

定
す

る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

研
修
を

修
了
し
て
い
る
も
の

」
と
あ
る

の
は
、
「
者
」

と
す
る
。
 

４
 
平
成
１
８
年
改
正
令
附
則
第
５
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
と
み
な
さ
れ
た
者
が
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
の
共
同
生
活
住
居
で
あ
つ
て
、
基
準
省
令
の

施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
１
１
年
厚
生
省
令
第
９
６

号
）
附
則
第
２
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
７
４
条

第
４
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
 

４
 
平
成
１
８
年
改
正
令
附
則
第
５
条

の
規
定
に
よ

り
指
定
介
護

予
防
認
知

症
対

応

型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
と

み
な
さ
れ

た
者
が
指
定

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う

事
業
所
の

共
同
生
活
住

居
で
あ
つ
て
、
基
準
省
令
の

施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て

指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す

る
省
令
（
平

成
１
１
年
厚
生
省
令
第
９
６

号
）
附
則
第
２
項
の
規
定
の

適
用
を
受

け
て
い
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
第
７
４
条

第
４
項
の
規
定
は
適
用
し
な

い
。
 

 
 
附
 
則
 

 

（
施
行
期
日
）
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表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
３
０
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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江差町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例 

 

江差町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例

（平成 25 年条例第 12 号）の全部を改正する。 

 

【全部改正概要】 

① 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成 11 年厚生労働省

令第 17 号。）等については、介護報酬に係る改定と併せて、社会保障審議会介護給付費

分科会の審議を踏まえ、３年に１度の改正を行っており、平成 30 年度においても、関係

省令について所要の改正が行われ、この改正に伴い、江差町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の改正を行う必要がある。 

② なお、居宅基準等を改正した場合、地方公共団体においては、地域の自主性及び自立

性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成 23 年法律

第 37 号）等の規定により、条例改正を要する可能性があることを踏まえ、介護報酬に先

駆けて関係省令について所要の改正が行われ、江差町指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の改正を行い、整合性を図る必要がある。 

 

【改正の目的】 

「地域密着型サービス」は、利用者が住み慣れた地域で生活が送れるよう、身近な市町

村で提供されることが適切な介護保険サービスです。サービスの「人員、設備及び運営

に関する基準」については、厚生労働省令を基準として、市町村の条例で定めることと

されており、地域の実情に応じた規定を設けることが目的となる。 

 

条 例 委 任 事 項 ①指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準 

②基準該当居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準 

根 拠 規 定 ①介護保険法（平成 9年法律第 123 号）第 78 条の 2の 2第 1項各号 

②同法第 78 条の 4第 1項及び第 2項 

基 準 省 令 ①指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を

改正する省令（平成 30 年 1 月厚生労働省令第 4号）による地域密着型サー

ビス基準省令の改正による改正 

基 準 類 型 ①・②従うべき基準、参酌すべき基準 

 

【施行年月日】 

平成 30 年４月１日 
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別紙資料１ 

【具体的な改正内容】 

 

（厚生労働省令での新設箇所） 

１．訪問系サービス 

○訪問介護 

訪問介護事業者は、居宅介護支援事業所のケアマネジャー（セルフケアプランの

場合には当該被保険者）に対して、自身の事業所のサービス利用に係る不当な働き

かけを行ってはならない旨を明確化する。（居宅基準（新設）） 

共生型訪問介護 

共生型訪問介護については、障害福祉制度における居宅介護、重度訪問介護の指

定を受けた事業所であれば、基本的に共生型訪問介護の指定を受けられるものとし

て、基準を設定する。（居宅基準（新設）） 

２．通所系サービス 

○通所介護 

共生型通所介護・共生型地域密着型通所介護 

共生型通所介護については、障害福祉制度における生活介護、自立訓練、児童発

達支援又は放課後等デイサービスの指定を受けた事業所であれば、基本的に共生型

通所介護の指定を受けられるものとして、基準を設定する。（居宅基準及び地域密着

型基準（新設）） 

３．短期入所系サービス 

○短期入所生活介護 

共生型短期入所生活介護 

共生型短期入所生活介護については、障害福祉制度における短期入所（併設型及

び空床利用型に限る。）の指定を受けた事業所であれば、基本的に共生型短期入所生

活介護の指定を受けられるものとして、基準を設定する。（居宅基準及び予防基準（新

設）） 

（居宅基準、地域密着型基準及び予防基準（新設）） 

○認知症対応型共同生活介護 

身体的拘束等の適正化 

４．施設系サービス 

○介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

入所者の医療ニーズへの対応 

入所者の病状の急変等に備えるため、施設に対して、あらかじめ配置医師による

対応その他の方法による対応方針を定めなければならないことを義務付ける。 

（地域密着型基準、指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成

11 年厚生省令第 39 号。以下「指定介護老人福祉施設基準」という。）等（新設）） 
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（厚生労働省令での見直し箇所（新設箇所を含む）） 

１．訪問系サービス 

（１）訪問介護 

①サービス提供責任者等の役割や任用要件等の明確化 

ア 訪問介護の現場での利用者の口腔に関する問題や服薬状況等に係る気付きをサ

ービス提供責任者から居宅介護支援事業者等のサービス関係者に情報共有するこ

とについて、サービス提供責任者の責務として明確化する。（居宅基準第 28 条関

係） 

イ 訪問介護事業者は、居宅介護支援事業所のケアマネジャー（セルフケアプラン

の場合には当該被保険者）に対して、自身の事業所のサービス利用に係る不当な

働きかけを行ってはならない旨を明確化する。（居宅基準（新設）） 

②共生型訪問介護 

共生型訪問介護については、障害福祉制度における居宅介護、重度訪問介護の指定

を受けた事業所であれば、基本的に共生型訪問介護の指定を受けられるものとして、

基準を設定する。（居宅基準（新設）） 

 

（２）定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

①オペレーターに係る基準の見直し 

ア 日中（８時から 18 時）と夜間・早朝（18 時から８時）におけるコール件数等の

状況に大きな差は見られないことを踏まえ、日中についても、・利用者へのサービ

ス提供に支障がない場合には、オペレーターと「随時訪問サービスを行う訪問介

護員」並びに指定訪問介護事業所及び指定夜間対応型訪問介護事業所以外の「同

一敷地内の事業所の職員」の兼務を認めることとする。・夜間・早朝と同様の事業

所間の連携が図られているときは、オペレーターの集約を認めることとする。（指

定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成 18 年厚生

労働省令第 34 号。以下「地域密着型基準」という。）第３条の４及び第３条の 30

関係） 

イ オペレーターに係る訪問介護のサービス提供責任者の「３年以上」の経験につ

いて、「１年以上」に変更することとする。なお、初任者研修課程修了者及び旧２

級課程修了者のサービス提供責任者については、引き続き「３年以上」の経験を

必要とすることとする。（地域密着型基準第３条の４及び第６条並びに附則関係） 

②介護・医療連携推進会議の開催頻度の緩和 

介護・医療連携推進会議の開催頻度について、他の宿泊を伴わないサービス（地域

密着型通所介護、認知症対応型通所介護）に合わせて、年４回から年２回とする。（地

域密着型基準第３条の 37 関係） 

③地域へのサービス提供の推進 

一部の事業所において、利用者の全てが同一敷地内又は隣接する敷地内に所在する
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建物に居住しているような実態があることを踏まえ、定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業者は、正当な理由がある場合を除き、地域の利用者に対してもサービス提供

を行わなければならないことを明確化する。（地域密着型基準第３条の 37 関係） 

 

（３）夜間対応型訪問介護 

①オペレーターに係る基準の見直し 

オペレーターに係る訪問介護のサービス提供責任者の「３年以上」の経験について、

「１年以上」に変更することとする。なお、初任者研修課程修了者及び旧２級課程修

了者のサービス提供責任者については、引き続き「３年以上」の経験を必要とするこ

ととする。（地域密着型基準第３条の４及び第６条並びに附則関係） 

 

（４）訪問リハビリテーション 

①訪問リハビリテーションにおける専任の常勤医師の配置の必須化 

指定訪問リハビリテーションを実施するにあたり、リハビリテーション計画を作成

することが求められており、この際に事業所の医師が診療する必要がある。このため、

指定訪問リハビリテーション事業所に専任の常勤医師の配置を求めることとする。（居

宅基準第 76 条及び指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介

護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成 18

年厚生労働省令第 35 号。以下「予防基準」という。）第 79 条関係） 

②介護医療院が提供する訪問リハビリテーション 

訪問リハビリテーションについては、介護療養型医療施設が提供可能であったこと

を踏まえ、介護医療院においても提供することを可能とする。（居宅基準第 77 条及び

予防基準第 80 条関係） 

 

（５）居宅療養管理指導 

①看護職員による居宅療養管理指導の廃止 

看護職員による居宅療養管理指導については、その算定実績を踏まえて廃止するこ

ととする。その際、一定の経過措置期間を設けることとする。（居宅基準第 89 条等及

び予防基準第 87 条等関係） 

②離島や中山間地域等の要支援・要介護者に対する居宅療養管理指導の提供 

「中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算」を導入する場合には、他の訪

問系サービスと同様に、通常の事業の実施地域を運営基準に基づく運営規程に定め

ることとする。（居宅基準第 90 条及び予防基準第 90 条関係） 

 

２．通所系サービス 

（１）通所介護 

①共生型通所介護・共生型地域密着型通所介護 

共生型通所介護については、障害福祉制度における生活介護、自立訓練、児童発達
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支援又は放課後等デイサービスの指定を受けた事業所であれば、基本的に共生型通所

介護の指定を受けられるものとして、基準を設定する。（居宅基準及び地域密着型基準

（新設）） 

 

（２）療養通所介護 

①定員数の見直し 

療養通所介護事業所においては、障害福祉サービス等である重症心身障害児・者を

通わせる児童発達支援等を実施しているが、更に地域共生社会の実現に向けた取組を

推進する観点から、定員数を引き上げることとする。（地域密着型基準第 40 条の３関

係） 

 

（３）認知症対応型通所介護 

①共用型認知症対応型通所介護の利用定員の見直し 

共用型認知症対応型通所介護の普及促進を図る観点から、ユニット型の地域密着型

介護老人福祉施設入所者生活介護における利用定員数を、「１施設当たり３人以下」か

ら「１ユニット当たりユニットの入居者と合わせて 12 人以下」に見直すこととする。

（地域密着型基準第 46 条及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 36 号。以下「地域密着型予防基準」

という。）第９条関係） 

 

（４）通所リハビリテーション 

①介護医療院が提供する通所リハビリテーション 

通所リハビリテーションについては、介護療養型医療施設が提供可能であったこと

を踏まえ、介護医療院においても提供することを可能とする。（居宅基準第 112 条及び

予防基準第 118 条関係） 

 

３．短期入所系サービス 

（１）短期入所生活介護 

①共生型短期入所生活介護 

共生型短期入所生活介護については、障害福祉制度における短期入所（併設型及び

空床利用型に限る。）の指定を受けた事業所であれば、基本的に共生型短期入所生活介護

の指定を受けられるものとして、基準を設定する。（居宅基準及び予防基準（新設）） 

 

（２）短期入所療養介護 

①介護医療院が提供する短期入所療養介護 

短期入所療養介護については、介護療養型医療施設が提供可能であったことを踏ま

え、介護医療院においても提供することを可能とする。（居宅基準第 142 条等及び予防
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基準第 187 条等関係） 

②有床診療所等が提供する短期入所療養介護 

一般病床の有床診療所については、「食堂」が医療法（昭和 23 年法律第 205 号）上

の施設基準とされていないが、サービスの実態を踏まえ、一般病床の有床診療所が短

期入所療養介護を提供する場合は、食堂に関する基準を緩和する。（居宅基準第 143 条

及び予防基準第 188 条関係） 

 

４．多機能型サービス 

（１）看護小規模多機能型居宅介護 

①指定に関する基準の緩和 

サービス供給量を増やす観点から、診療所からの参入を進めるよう、宿泊室につい

ては、看護小規模多機能型居宅介護事業所の利用者が宿泊サービスを利用できない状

況にならないよう、利用者専用の宿泊室として１病床は確保したうえで、診療所の病

床を届け出ることを可能とする。（地域密着型基準第 175 条関係） 

②サテライト型事業所の創設 

サービス供給量を増やす観点及び効率化を図る観点から、サービス提供体制を維持

できるように配慮しつつ、サテライト型看護小規模多機能型居宅介護事業所（以下「サ

テライト看多機」という。）の基準を創設する。サテライト看多機の基準等については、

サテライト型小規模多機能型居宅介護（以下「サテライト小多機」という。）と本体事

業所（小規模多機能型居宅介護及び看護小規模多機能型居宅介護（以下「看多機」と

いう。）の関係に準じるものとする。ただし、看護職員等の基準については、以下のよ

うに定めることとする。 

（主な具体的な基準等） 

・サテライト小多機の基準に準じ、代表者・管理者・介護支援専門員・夜間の宿直

者（緊急時の訪問対応要員）は、本体事業所との兼務等により、サテライト看多

機に配置しないことができることとする。 

・本体事業所はサテライト事業所の支援機能を有する必要があることから、サテラ

イト看多機の本体事業所は看多機事業所とし、24 時間の訪問（看護）体制の確保

として緊急時訪問看護加算の届出事業所に限定する。 

・サテライト看多機においても、医療ニーズに対応するため、看護職員の人数につ

いては常勤換算 1.0 人以上とする。 

・本体事業所及びサテライト看多機においては適切な看護サービスを提供する体制

にあること。 

 

（地域密着型基準第 171 条等関係） 

５．福祉用具貸与 

①機能や価格帯の異なる複数商品の提示等 

利用者が適切な福祉用具を選択する観点から、運営基準を改正し、福祉用具専門相
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談員に対して、以下の事項を義務付ける。 

・貸与しようとする商品の特徴や貸与価格に加え、当該商品の全国平均貸与価格を

利用者に説明すること。 

・機能や価格帯の異なる複数の商品を利用者に提示すること。 

・利用者に交付する福祉用具貸与計画書をケアマネジャーにも交付すること。 

（居宅基準第 199 条及び第 199 条の２並びに予防基準第 278 条及び第 278 条の２関

係） 

 

６．居宅介護支援 

①医療と介護の連携の強化 

ア 入院時における医療機関との連携促進入院時における医療機関との連携を促進

する観点から、居宅介護支援の提供の開始に当たり、利用者等に対して、入院時

に担当ケアマネジャーの氏名等を入院先医療機関に提供するよう依頼することを

義務づける。（指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準（平成 11

年厚生省令第 38 号。以下「居宅介護支援基準」という。）第 13 条及び指定介護予

防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 37 号。以下「介

護予防支援基準」という。）第 30 条関係） 

イ 平時からの医療機関との連携促進 

ⅰ 利用者が医療系サービスの利用を希望している場合等は、利用者の同意を得

て主治の医師等の意見を求めることとされているが、この意見を求めた主治の

医師等に対してケアプランを交付することを義務づける。（居宅介護支援基準第

13 条及び介護予防支援基準第 30 条関係） 

ⅱ 訪問介護事業所等から伝達された利用者の口腔に関する問題や服薬状況、モ

ニタリング等の際にケアマネジャー自身が把握した利用者の状態等について、

ケアマネジャーから主治の医師等に必要な情報伝達を行うことを義務づける。

（居宅介護支援基準第 13 条及び介護予防支援基準第 30 条関係） 

②末期の悪性腫瘍の利用者に対するケアマネジメント 

著しい状態の変化を伴う末期の悪性腫瘍の利用者については、主治の医師等の助言

を得ることを前提として、サービス担当者会議の招集を不要とすること等によりケア

マネジメントプロセスを簡素化する。（居宅介護支援基準第 13 条関係） 

③質の高いケアマネジメントの推進 

居宅介護支援事業所における人材育成の取組を促進するため、主任ケアマネジャー

であることを管理者の要件とする。その際、一定の経過措置期間を設けることとする。

（居宅介護支援基準第３条及び附則関係） 

④公正中立なケアマネジメントの確保 

利用者との契約にあたり、利用者やその家族に対して、利用者はケアプランに位置

付ける居宅サービス事業所について、複数の事業所の紹介を求めることが可能である
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こと等を説明することを義務づける。（居宅介護支援基準第４条及び介護予防支援基準

第４条関係） 

⑤訪問回数の多い利用者への対応 

訪問回数の多いケアプランについては、利用者の自立支援・重度化防止や地域資源

の有効活用等の観点から、市町村が確認・是正を促していくことが適当であり、ケア

マネジャーが、通常のケアプランよりかけ離れた回数（※）の訪問介護（生活援助中

心型）を位置付ける場合には、市町村にケアプランを届け出ることとする。（居宅介護

支援基準第 13 条関係） 

（※）「全国平均利用回数＋２標準偏差」を基準として平成 30 年４月に国が定め、

６ヶ月の周知期間を設けて 10 月から施行する。 

⑥障害福祉制度の相談支援専門員との密接な連携 

障害福祉サービスを利用してきた障害者が介護保険サービスを利用する場合等にお

ける、ケアマネジャーと障害福祉制度の相談支援専門員との密接な連携を促進するた

め、指定居宅介護事業者が特定相談支援事業者との連携に努める必要がある旨を明確

にする。（居宅介護支援基準第１条の２及び介護予防支援基準第１条の２関係） 

 

７．居住系サービス 

（１）特定施設入居者生活介護・地域密着型特定施設入居者生活介護 

①身体的拘束等の適正化 

身体的拘束等のさらなる適正化を図る観点から、運営基準に以下のとおり定めるこ

ととする。 

（基準） 

身体的拘束等の適正化を図るため、以下の措置を講じなければならないこととする。 

・身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況

並びに緊急やむを得ない理由を記録すること。 

・身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３月に１回以上開催する

とともに、その結果について、介護職員その他の従業者に周知徹底を図ること。 

・身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること。 

・介護職員その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための研修を定期的に

実施すること。 

（居宅基準第 183 条、地域密着型基準第 118 条、予防基準第 239 条等関係） 

②療養病床等から医療機関併設型の特定施設へ転換する場合の特例 

介護療養型医療施設又は医療療養病床から、「特定施設入居者生活介護（有料老人ホ

ーム等）と医療機関の併設型」に転換する場合について、以下の特例を設ける。 

ア サービスが適切に提供されると認められる場合に、生活相談員、機能訓練指導

員及び計画作成担当者の兼任を認める。 

イ サービスに支障がない場合に限り、浴室、便所、食堂及び機能訓練室の兼用を

認める。 
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（居宅基準、地域密着型基準及び予防基準（新設）） 

（２）認知症対応型共同生活介護 

①身体的拘束等の適正化 

身体的拘束等のさらなる適正化を図る観点から、運営基準に以下のとおり定めるこ

ととする。 

（基準） 

身体的拘束等の適正化を図るため、以下の措置を講じなければならないこととする。 

・身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状

況並びに緊急やむを得ない理由を記録すること。 

・身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３月に１回以上開催す

るとともに、その結果について、介護職員その他の従業者に周知徹底を図るこ

と。 

・身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること。 

・介護職員その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための研修を定期的

に実施すること。 

 

（地域密着型基準第 97 条及び地域密着型予防基準第 77 条関係） 

８．施設系サービス 

（１）介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

①入所者の医療ニーズへの対応 

入所者の病状の急変等に備えるため、施設に対して、あらかじめ配置医師による対

応その他の方法による対応方針を定めなければならないことを義務付ける。 

（地域密着型基準、指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成 11

年厚生省令第 39 号。以下「指定介護老人福祉施設基準」という。）等（新設）） 

②身体的拘束等の適正化 

身体的拘束等のさらなる適正化を図る観点から、運営基準を以下のとおり見直すこ

ととする。 

（見直し後の基準） 

身体的拘束等の適正化を図るため、以下の措置を講じなければならないこととする。 

・身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の入所者の心身の状況

並びに緊急やむを得ない理由を記録すること。 

・身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３月に１回以上開催する

とともに、その結果について、介護職員その他の従業者に周知徹底を図ること。 

・身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること。 

・介護職員その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための研修を定期的に

実施すること。 

（地域密着型基準第 137 条及び第 162 条、指定介護老人福祉施設基準第 11 条及び

第 42 条等関係） 
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（２）介護老人保健施設 

①身体的拘束等の適正化 

身体的拘束等のさらなる適正化を図る観点から、運営基準を以下のとおり見直すこ

ととする。 

（見直し後の基準） 

身体的拘束等の適正化を図るため、以下の措置を講じなければならないこととする。 

・身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の入所者の心身の状況

並びに緊急やむを得ない理由を記録すること。 

・身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３月に１回以上開催する

とともに、その結果について、介護職員その他の従業者に周知徹底を図ること。 

・身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること。 

・介護職員その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための研修を定期的に

実施すること。 

（介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準（平成 11 年厚

生省令第 40 号）第 13 条及び第 43 条関係） 

 

（３）介護療養型医療施設 

①身体的拘束等の適正化 

身体的拘束等のさらなる適正化を図る観点から、運営基準を以下のとおり見直すこ

ととする。 

（見直し後の基準） 

身体的拘束等の適正化を図るため、以下の措置を講じなければならないこととする。 

・身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の入所者の心身の状

況並びに緊急やむを得ない理由を記録すること。 

・身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３月に１回以上開催す

るとともに、その結果について介護職員その他の従業者に周知徹底を図ること。 

・身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること。 

・介護職員その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための研修を定期的

に実施すること。 

（健康保険法等の一部を改正する法律（平成 18 年法律第 83 号）附則第 130 条

の２第１項の規定によりなおその効力を有するものとされた指定介護療養型

医療施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成 11 年厚生省令第 41 号）

第 14 条及び第 43 条関係） 

 

３．根拠条項 

介護保険法（平成９年法律第 123 号）第 42 条第２項、第 54 条第２項、第 72 条の２第

２項、第 74 条第３項、第 78 条の２の２第２項、第 78 条の４第３項、第 115 条の２の２

第２項、第 115 条の４第３項及び第 115 条の 14 第３項等 
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氏  名   阿部

あ べ

 世津子
せ つ こ

            
生年月日     
住  所   江差町字                        
最終学歴   弘前学院短期大学                       
主な職歴   昭和４９年 ４月 奥尻町立稲穂小学校 教諭                

        昭和５１年 ４月 江差町立南が丘小学校 教諭  
        昭和６１年 ４月 江差町立江差小学校 教諭  
        平成 ８ 年 ４月 江差町立江差中学校 教諭  
        平成１４年 ４月 瀬棚町立馬場川小学校 教頭  
        平成１８年 ４月 上ノ国町立小砂子小学校 校長                平成２２年 ５月 退職  
公職歴等   平成２７年４月から現在   江差町固定資産評価審査委員 
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氏  名   中

なか

 野
の

 孝
たか

 弘
ひろ  

生年月日     
住  所   檜山郡江差町字   
最終学歴   平成 ３年 ３月  北海道江差高等学校卒業                  
職 歴 等   平成 ３年 ４月  ㈱道拓開発                平成 ５年 ４月～ 檜山南部森林組合総務係長  
公職歴等   平成 ９年～    江差町消防団第５分団員  
       平成２０年～    江差町消防団第５分団班長  
       平成２３年～    江差町消防団第５分団部長  

平成２４年４月～  人権擁護委員（１期目）  
平成２７年４月～  人権擁護委員（２期目）  
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